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グ

サ
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物件選択 2



2-1

2-A　　新規物件の登録

　　　工事概要の入力1

□　物件選択の説明の前に、新規物件の登録方法についての説明を行います。

　　物件の登録の際には、通り芯や階高の設定、部材選択、帳票設定などの初期設定を同時に行います。

２．工事名称一覧画面の[新規]ボタンを

　　クリックします｡

　　工事概要（新規）画面が表示されます。

３．工事概要画面の各項目の

　　（工事名称・工事場所・得意先・担当者）

　　必要な項目を入力します。

　　※　工事名称は、必須入力項目です。

　　

４．入力が終了したら、[ＯＫ]ボタンを

　　クリックします。

　　

１．SDデザイナー　メインメニューから【物件選択】

　　にマウスカーソルを合わせ、クリック（左クリック）

　　すると、工事名称一覧画面が表示されます。

＜顧客マスター参照＞

【マスター】の設定で得意先が登録されている場合は、この[顧客マスター参照]ボタンを選択（クリック）

すると、顧客マスター画面が表示されます。マスターに登録された顧客の中から工事の得意先名を選択

して入力することができます。

必須入力項目



１．初期値設定画面が表示されます。

２．【立面】タブでは、入力補助（縦横縮尺・

　　ＸＹ方向のグリッドピッチ）・通り芯データ・

　　階高データの入力を行います。

　　　初期値設定の入力をする

2-2

2

入力した値を初期値に
戻します。
初期値は【環境】の[立面
入力]で設定します。

＜入力補助＞　　　　入力する各立面共通の図面情報を入力します。

　　縦縮尺・・・・・・・・・・立面の縦方向（Ｙ方向）の縮尺

　　横縮尺・・・・・・・・・・立面の横方向（Ｘ方向）の縮尺

　　グリッドピッチ（Ｘ）・・・グリッドの横方向（Ｘ方向）のピッチ

　　グリッドピッチ（Ｙ）・・・グリッドの縦方向（Ｙ方向）のピッチ

＜通り芯データ＞　　入力する各立面共通の横方向の目安となるライン（通り芯）の情報を入力します。

　　　　　　　　　　（平面図のスパン等の間隔を入力します）

　　本数　・・・・・・・・・・ラインの本数

　　通り幅・・・・・・・・・・ラインの間隔（各通り芯の幅やモジュールピッチなど）

＜階高データ＞　　　入力する各立面共通の高さ方向の目安となるライン（柄変更高さ）の情報を入力します。

　　本数　・・・・・・・・・・ラインの本数

　　柄変更高さ・・・・・・・・ラインの高さ

　　　　　　　★　サイディング材の柄の貼り分けを行う場合などにを利用します。

　　　　　　　　　柄を変更する高さを[柄変更高さ]に入力します。

      
上記設定の場合の、立面画面

初期値設定画面

POINT

デジタイザーによる入力の場合は、

初期値設定画面は、必ず必要です。

（但し、入力時に変更することは可能です）

その他の入力の場合は、設定を省略すること

が可能です。

　※ここで設定した値は、すべての立面に共通の

　　初期値として設定されます。

　　（入力時に各面ごとに変更することが可能です）

＜通り芯データ＞＜階高データ＞
は印刷時に表示されません



3．【基本】タブを表示します。

　　ここには、帳票単価に掛ける掛率を入力します。

　　単価掛率・・・各単価に掛ける掛率

４．入力が終了したら、[ＯＫ]ボタンを

　　クリックします。

2-3

　　　立面用部材（副資材）を入力する3

＜行のコピー＞

[通り幅]・[柄変更高さ]には、行のコピー機能が

あります。

コピーボタンをクリックすると、数値入力した行

より下のすべての行に入力した数値がコピーされ

ます。

１．立面用部材選択画面が表示されます。ここでは、各部材の製品（製品コード）を入力します。

　　入力には、直接製品コードを入力する方法とマスターから選択する方法があります。

立面用部材（副資材）
立面用部材は二つに分類されています。それぞれ、【マスター】登録画面で
あらかじめ製品コードを登録しておくことができます。　　　　　　　　　

固定部材・・・ソフトであらかじめ設定されており、割付を行った時点で
自動で拾う部材　　　　　　　　　　　　
　（留め付けネジ・留め付け釘・留め付け金具・コーキング・目地板・版間）
部材・・・・・ユーザーによって部材設定を行い拾う部材

（※　参照　【マスター】－【立面】－【部材】
　　　　　　　　　　　　　【マスター】－【立面】－【部固定材】　）　　　

直接入力の場合は、そのまま入力
欄に製品コードを入力します。　



2-4

２．【マスター】から選択して入力する場合は、

　　[マスター参照]ボタンをクリックし部材の

　　マスター　一覧画面を表示します。

　　

３．あらかじめ登録しておいたマスター一覧から

　　部材の製品コードを選択（左クリック）し

　　ます。

４．固定部材・部材のそれぞれのタグの入力が終了

　　したら、[ＯＫ]ボタンをクリックします。

フィルター設定

フィルター　On/Off

フィルター設定された文字で
フィルター（絞込み）をかけ
表示します。

フィルター設定画面を開き、フィルタ設定する

文字を入力します。

『フィルタをかけたい文字 ＋ ＊(半角） 』で入力します。

フィルタ設定は、[コード][製品名]のそれぞれで

設定できます。　

[コード][製品名]の両方に文字を入力した場合、それぞれの

文字を含んだものが絞り込まれて表示されます。

フィルター設定された文字を
含む項目が絞り込まれて表示
されます。

[コード][製品名]の両方に設定
された文字を含む項目が絞り込
まれて表示されます。

フィルター　On/Off
にチェックが入っている場合
だけ、絞込み表示を行います。

部材の【マスター】登録は、

　　　　　P8-6～8-7をご参照ください。
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　　　帳票の設定をする4
１．帳票選択画面が表示されます。

　　ここでは、出力する帳票を設定します。

　　あらかじめマスターに登録しておいた

　　帳票グループから選択して入力します。

　　

２．[グループ選択]ボタンをクリックすると、

　　帳票グループ選択画面が表示されます。

　　選択する帳票のグループのチェック欄を

　　左クリックし、[選択]ボタンをクリック

　　します。

帳票グループの登録は、　　

P　8-18～8-24　をご参照ください。

３．選択したグループに登録されていた帳票が

　　表示されます。

　　※　選択した以外の帳票グループに登録した

　　帳票を追加したい場合は、追加表示する帳票

　　名称箇所の[選択]ボタンをクリックします。

　　帳票選択画面が表示されますので、必要な

　　グループの帳票を選択して登録します。

　　

４．帳票の設定が終了したら、【ＯＫ】ボタン

　　をクリックします。

帳票名が追加されます。

出力時の帳票名称表示

この部分が出力時の帳票名称の表示の設定になります。

上記の設定の場合は下記のような名称表示となります。
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2-B　　既存物件の選択・修正

　　　工事物件の選択1

□　登録済みの物件の選択とその物件情報の修正や物件の削除・コピーについて説明を行います。

　　

今選択されているコマンドと
その処理の説明が画面下に表示
されます。（全画面共通）

１．SDデザイナー　メインメニューから

　　【物件選択】にマウスカーソルを合わせ、

　　クリックします。

　　工事名称一覧画面が表示されます。

２．工事名称一覧画面の[選択]ボタンが

　　押された状態になっていることを

　　確認します。

　　（ボタンが押された状態の場合、画面左下に

　　＜データ選択＞の表示があります。）

　　

３．選択する工事の行をクリックします。

　　（クリックした行が青色になります。）

　　[ＯＫ]ボタンをクリックすると、工事が

　　選択されます。

　　　※　工事の行でダブルクリックしても

　　　　　同様に工事を選択することができます。

　　

４．SDデザイナー　メインメニューが表示されます。

　　選択物件の欄に選択した工事名称が表示されて

　　います。

　　

クリック＋[ＯＫ]ボタン
または
ダブルクリック



2-7

　　　工事物件の概要の変更2
１．工事名称一覧画面を表示します。

　　

２．［変更］ボタンをクリックします。

３．変更したい物件データ行をダブルクリック

　　すると、その物件データの工事概要画面

　　が表示されます。

４．変更箇所を入力し、［OK］ボタンを

　　 クリックします。工事名称一覧画面に

　　表示が戻ります。

変更したい行で
ダブルクリック

　　　工事物件の削除3
１．工事名称一覧画面を表示します。

　　

２．［削除］ボタンをクリックします。

３．削除したい物件データ行をダブルクリック

　　すると、下記のような確認画面が表示

　　されます。

４．削除データを再確認して、［OK］ボタンを

　　 クリックします。

５．工事名称一覧画面に戻り、選択した物件

　　データは削除されています。

削除したい行で
ダブルクリック

POINT

いったん削除したデータは復活できません。

必ず確認して削除処理を行って下さい。
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　　　工事物件のコピー4
１．工事名称一覧画面を表示します。

　　

２．［コピー］ボタンをクリックします。

３．コピーしたい物件データ行をダブルクリック

　　すると、選択した物件データの工事概要画面

　　が表示されます。

４．コピー先のデータを入力します。

　　工事名称は必ずコピー元と違う名称を入力して

　　ください。

５．［OK］ボタンをクリックすると、工事名称

　　一覧画面に表示が戻ります。コピーしたデータ

　　が一覧に追加されています。

コピーしたい行で
ダブルクリック

コピー先のデータ
が追加される

　　　工事一覧の更新5
工事名称一覧の表示情報を更新する処理を行う事が

できます。これは、工事データが保存されている

データフォルダ内を見直してその中の工事名称を

再表示するという意味です。

１．工事名称一覧画面を表示します。

　　

２．［更新］ボタンをクリックします。

３．自動的に更新処理を行い、工事名称が再表示

　　されます。
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他のコンピュータで作成したSDデザイナーの工事データを、自分のコンピュータのデータフォルダにコピーして

移動した場合、そのままでは工事名称一覧に表示されません。

工事名称一覧画面で［更新］ボタンをクリックし更新処理をおこなうと、フォルダ内を自動的に再読み込みして

工事名称一覧を更新表示します。

・・・工事名称の更新・・・

コピーした＜test2工事＞の
データが工事名称一覧に追加
されます。

データフォルダ内が左記の
ような場合、工事名称一覧は
このような表示になります。

データフォルダに下記のデータを

コピーする

［更新］ボタンをクリックすると、データフォルダ

　内を再読み込みしコピーされたデータを工事名称

　一覧に追加して表示します。



STEP

  SD デザイナー  SD デザイナー  SD デザイナーサ
イデ

ィン
グ

サ
イデ

ィン
グ

入　　力 3



3-1

3-A　　入力画面機能詳細

　　　入力画面1

□　外壁材サイディングの割付をおこなう為に、工事物件建物の外壁材を割付ける各立面を入力します。

　　

□　SDデザイナーにおいて、入力の方法は次の６つの方法があります。

　　　①スキャナーを利用した入力＜ＢＭＰ・ＪＰＧデータ読込みによる入力＞

　　　②ＤＸＦデータ読込みによる入力

　　　③デジタイザーを利用した入力

　　　④Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳシステムからの出力データによる入力

　　　⑤実測くんシステムからの出力データによる入力

　　　⑥手入力

　　ここでは、スキャナーを利用した入力＜ＢＭＰ・ＪＰＧデータ読込みによる入力＞を中心に入力

　　説明をおこなってゆきます。

立面表示エリア
（拡大・縮小可能です）

今選択している処理（コマンド）と
その処理方法を表示しています

マウスカーソルのある位置の
XY座標を表示しています。

１．SDデザイナー　メインメニューから【入力】ボタンをクリックします。

２．下記のような立面の入力画面が表示されます。

④③②①

立面情報
入力された立面の面積や
部位の長さなどが表示さ
れています。

東西南北の各面が、タグに分か
れて表示されます。
（これ以外の立面のタグを追加
することもできます。）

入力処理ボタンに応じて製品の
種類や入力方法のボタンが表示
されます。

入力処理機能ボタン
壁や開口などの入力処理
を指示します。

入力補助ボタン
拡大・縮小、削除・移動な
ど入力を便利にする補助
機能が表示されています。

印刷ボタン
（表示している立面だけ
　を印刷します）
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＜入力処理＞　　　　

　　外部データ（ＢＭＰ・DXFなど）の読込みなどによる入力処理をおこないます。

　　壁・コーナー・開口・特殊開口・切欠などの入力もおこなうことができます。

①システム入力手順ボタン

＜割付処理＞　　　　

　　壁・コーナーなどの割付処理をおこないます。

　　板取りチェックや立面図印刷もおこなうことができます。

＜副資材入力処理＞　　　　

　　副資材（固定・部材）の入力処理をおこないます。

＜積算・印刷処理＞　　　　

　　帳票設定された書式で見積書の作成・印刷処理をおこないます。

＜集計処理＞　　　　

　　入力された各立面の集計処理をおこないます。

システムの入力手順を示しています。

左から右に矢印に沿って入力を進めていきます。

②データツールボタン

データの取扱い処理のボタン

＜新規立面＞　　　　

　　新しい立面を追加作成します。下のような画面が表示されますので、必要箇所の入力を行い

　　[ＯＫ]ボタンをクリックすると新しく立面タグが追加されます。

※データ名称の入力は必須です

立面が追加作成されます

　　　入力詳細2

胴縁オプション機能を追加導入

されている場合に表示されます。

下地胴縁の入力・割付処理を

おこないます。

※＜胴縁処理＞



＜データ削除＞　　　　

　　各立面ごとにデータの削除をすることができます。

　　右図のような画面が表示されますので、削除する面に

　　チェックをいれ（□　部をクリック）[ＯＫ]ボタンを

　　クリックします。

＜入力終了＞　　　　

　　立面入力画面を終了し、SDデザイナー　メインメニューの画面に戻ります。

　　終了時には全部の立面データを自動保存します。

3-3

＜データ保存＞　　　　

　　各立面ごとにデータを保存することができます。

      右図のような画面が表示されますので、保存する面に

　　チェックをいれ（□　部をクリック）[ＯＫ]ボタンを

　　クリックします。

　　

　　　　 全ての面を選択します

全ての立面の□部に
チェックがはいります

コピー先に＜新規＞を選択する
と新規立面を作成します。

＜データコピー＞　　　　

　　各立面のデータをコピーすることができます。

　　下図のような画面が表示されますので、　　部をクリックして、コピー元のデータ名と

　　コピー先のデータ名を設定します。

　　

ＰＯＩＮＴ

データ削除をおこなっても、データ保存が行われる

まで、メモリ上にデータは保存されています。

間違えてデータ削除を行った場合、

もう一度＜データ削除＞を選択し削除データ選択画面

を表示しチェックをはずすと、削除した立面が再表示

します。

コピー方法

標準・・・コピー元そのままの立面をコピー

反転・・・コピー元の立面を左右反転してコピー
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③設定ツールボタン

各設定の処理のボタン

＜初期値データ変更＞　　　　

　　データの新規登録時に設定した各初期値の確認・変更をおこなうことができます。

　　各立面ごとに初期値の確認・変更が可能です。

　　また、一面だけ初期値の変更をおこない別の立面へ、その値をコピーすることも可能です。

[初期値設定画面]の各値を初期値
に戻します。
初期値は【環境】の[立面入力]で
設定します。

設定した[初期値設定画面]の各値
を、別の立面にコピーします。

＜すべての立面にコピーを設定＞　　　　

　　[保存データ選択]画面の[すべて]ボタンをクリックして、すべての立面にチェックをつけます。

　　[初期値設定画面]に戻ると、[初期値を設定面にコピー]のチェック欄が　　　の表示になっています。

　　[ＯＫ]ボタンをクリックすると、すべての立面に設定した初期値がコピーされています。

＜コピー面設定でコピーする立面を設定＞　　　　

　　[コピー面設定]ボタン他をクリックし、[保存データ選択]画面を表示します。

　　コピーする立面名をクリックしてチェックをつけ、[ＯＫ]ボタンをクリックします。

　　[初期値設定画面]に戻ると、[初期値を設定面にコピー]のチェック欄が　　　の表示になっています。

　　[ＯＫ]ボタンをクリックすると、指定した立面に設定した初期値がコピーされています。

　※すべての立面にコピーをする場合は、[初期値を設定面にコピー]のチェック

　　欄にチェックをつけるだけで、すべての立面を選択したことになります。
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＜面データ変更＞　　　　

　　各立面ごとの立面名称・縦横縮尺・ＸＹグリッドピッチの入力・変更をおこなうことができます。

      

＜柄変更高さ変更＞　　　　

　　各立面ごとの建物の高さ方向の目安となるライン（柄変更高さ）の入力・変更をおこなうことが

　　できます。ラインの本数と高さ寸法の入力・変更が可能です。

      

＜通りピッチ変更＞　　　　

　　各立面ごとの建物の横方向の目安となるライン（通り芯）の入力・変更をおこなうことができます。

　　ラインの本数と間隔寸法の入力・変更が可能です。

      

＜通り芯追加＞　　　　

　　各立面ごとの建物の縦横方向の目安ラインをコピーして追加することができます。

　　このボタンをクリックして、コピー元となるラインをマウスでクリックします。コピー元となるラインが

　　縦・横の場合でそれぞれ下記のような画面が表示されます。元となるラインからの移動距離を入力します。

＜基点登録＞　　　　

　　デジタイザ入力する場合の図面基点を指示します。

　　立面用紙が移動したり、入力情報がずれている場合は、再度基点登録をして基点入力を

　　おこなってください。

＜水平ライン登録＞　　　　

　　デジタイザ入力する場合の図面の水平位置を指示します。

　　立面用紙が傾いている場合でも自動的にラインを水平に修正します。

＜基点登録＞＜水平ライン登録＞は
入力表示がマウスになっている場合
は選択できません。
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＜帳票選択＞　　　　

　　データの新規登録時に設定した帳票設定の確認・変更をおこなうことができます。

　　　　　※マスターの帳票設定を変更してその変更を入力物件に反映させたい場合は、

　　　　　　この＜帳票選択＞ボタンを利用して帳票設定を読み出し、再登録する必要があります。

＜マスター変更＞　　　　

　　マスターの確認・変更をおこなうことができます。

　　　　

＜使用部材選択＞　　　　

　　データの新規登録時に設定した立面用部材の確認・変更をおこなうことができます。

　　　　

＜環境設定＞　　　　

　　環境設定の確認・変更をおこなうことができます。

　　　　

＜マスター変更＞＜環境設定＞で表示される

画面は【ＳＤデザイナー メインメニュー】

の[マスター][環境]と同じものです。
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④入力表示ツールボタン

入力中の画面表示設定処理のボタン

＜グリッド入力 ＯＮ/ＯＦＦ＞　　　　

　　グリッドの表示（ＯＮ）・非表示（ＯＦＦ）の切替ボタンです。

＜補助線表示 ＯＮ/ＯＦＦ＞　　　　

　　補助線の表示（ＯＮ）・非表示（ＯＦＦ）の切替ボタンです。

＜高さグリッド表示 ＯＮ/ＯＦＦ＞　　　　

　　柄変更線（建物の高さ方向の目安となるライン）の表示（ＯＮ）・非表示（ＯＦＦ）の

　　切替ボタンです。

＜通り芯グリッド表示 ＯＮ/ＯＦＦ＞　　　　

　　通り芯線（建物の横方向の目安となるライン）の表示（ＯＮ）・非表示（ＯＦＦ）の

　　切替ボタンです。

＜ＯＮ＞　＜ＯＦＦ＞

＜ＯＮ＞　＜ＯＦＦ＞

＜ＯＮ＞　＜ＯＦＦ＞

＜ＯＮ＞　＜ＯＦＦ＞

＜デジタイザ ＯＮ/ＯＦＦ＞　　　　

　　デジタイザ入力（ボタン ＯＮの状態）とマウス入力（ボタン ＯＦＦの状態）の切替

       ボタンです。

＜ＯＮ＞　＜ＯＦＦ＞

＜ＢｉｔＭａｐ ＯＮ/ＯＦＦ＞　　　　

　　ＢＭＰ（ＪＰＧ）データの絵を下絵として表示（ＯＮ）・非表示（ＯＦＦ）の切替

　　ボタンです。
＜ＯＮ＞　＜ＯＦＦ＞

＜寸法 ＯＮ/ＯＦＦ＞　　　　

　　入力時には寸法表示（ＯＮ）・非表示（ＯＦＦ）、割付時には板取番号表示（ＯＮ）・

　　非表示（ＯＦＦ）の切替ボタンです。

＜ＯＮ＞　＜ＯＦＦ＞

　右記は
　＜デジタイザ　OFF＞＜ＢｉｔＭａｐ　OFF＞
　その他全て＜ON＞表示の画面です。
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　　　BMPファイルデータの読込み1
3-B　　立面図入力（BMPデータ読込み）

□　あらかじめ、読み込む図面をご使用のスキャナーで読み取り、BMPファイル形式（またはJPGファイル

　　形式）で名前をつけて保存をしてください。

　　　（この部分の操作は、ご使用のスキャナーのマニュアルをご参照ください。）

１．立面の入力画面を表示します。

２．［外部データ処理］ボタンを選択（クリック）し、［ＢＭＰ読込み］ボタンを選択します。

３．イメージスキャン画面が表示されます。

４．［画像データ読込み］ボタンを選択（クリック）し、

　　あらかじめ保存してあったＢＭＰ形式ファイルを

　　選択して開きます。

画像データ読込み
　　　　　　ボタン

外部データ処理ボタン ＢＭＰ読込みボタン
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　　　ＢＭＰデータの角度補正2

角度補正ボタン

１．イメージスキャン画面にＢＭＰデータが表示されます。

　　データの絵を水平に配置する為に角度補正をおこないます。

２．［角度補正］ボタンを選択（クリック）し、ＢＭＰデータ上の基準となる２点を指示します。

　　（ＧＬラインなどの水平線を基準として指示してください。）

マウスで水平線上の
２点をクリック

３．指示された水平線を基準に自動で角度補正を

　　おこないＢＭＰデータを表示します。

　　（指示した水平線をＸ軸と平行に位置するように

　　　表示します）

拡大表示して、２点を
それぞれ指示します。

画面全体ボタン

全画面表示に
なります

画面移動ボタン

画面を左ドラッグ
で動かすことがで
きます　

画面拡大ボタン

左クリックで画面
を拡大します

画面縮小ボタン

左クリックで画面
を縮小します

ＰＯＩＮＴ

角度修正の場合、誤差をできる限り

小さくする為、選択する２点間の距離は

出来るだけ大きく取ってください。
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　　　ＢＭＰデータのエリアと基点の指示3

エリア指定ボタン

１.  ［エリア指定］ボタンを選択（クリック）し、利用する部分のエリアを始点・終点の2点指示で囲み決定

　　　します。（始点となる1点をクリックすると、終点を決定するまで青線でエリアを表示します。終点を

　　　指示すると決定したエリアが黄線で囲まれて表示されます。）

２．［基点指示］ボタンを選択（クリック）し、決定したエリア上の基点となる点を指示します。

　　　基点は立面画面の原点（０，0）に対応して表示されますので、エリア左下のＧＬライン上などの点

　　　を指示してください。）

基点指示ボタン

１

２

拡大表示して、基点と
なる点を指示します。

３．基点を中心に赤いＸ軸・Ｙ軸のラインが表示

　　されます。

始点①、終点②の２点を
指示してエリアを決定
します。

□　ＳＤデザイナーの立面に利用する絵をＢＭＰデータから選択し、その基点を指示します。



　　　ＢＭＰデータの縮尺設定4
１．  ［縮尺設定］ボタンを選択（クリック）し、実寸法の分かっている2点間の両端をそれぞれ指示（クリック）

　　　します。

２．　自動縮尺判定画面が表示されますので、指示した2点間の実寸値を入力し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。

　　　この処理を、横方向・縦方向のそれぞれについておこないます。

縮尺設定ボタン

拡大表示して、２点を
それぞれ指示します。

2点間の実寸法値
を入力します。
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□　　ＢＭＰデータ中の寸法がわかっている２点を指示し、その２点間の実寸距離を入力することによって

　　　縮尺を設定します。縦方向・横方向それぞれについての縮尺設定をおこないます。

2点間の実寸法値
を入力します。

まず、横方向の縮尺設定を行います

次に、縦方向の縮尺設定を行います
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　　　立面へのBMPデータ表示　　　6

ＢＭＰデータで基点指示
した点が原点として表示
されます。

１.  　立面入力画面で、保存したBMPデータを表示する面のタブを選択し表示します。

　　　（保存した立面名と同じ面を表示してください。）

２．　[BitMap On/Off]ボタンを選択（クリック）し、保存したBMPデータを表示します。

３.  　同様の手順で他の面にもBMPデータを表示します。

BitMap On/Off ボタン

　　　ＢＭＰデータの保存と終了5
１.  ［データ保存］ボタンを選択（クリック）すると、下記のような　ＢＭＰデータ変換画面が表示されます。

　　　選択したエリアのＢＭＰデータを登録する立面名を選択してＯＫ］ボタンをクリックします。

　　　（エリア指定・基点指示・縮尺設定が未設定の場合は、データ保存は出来ません。）

２．　同様の手順で他の面のBMPデータを設定し保存します。

３.  　［終了］ボタンを選択（クリック）して、立面入力画面へもどります。

データ保存ボタン 終了ボタン

ＰＯＩＮＴ

開いている物件データを閉じない

限り、イメージスキャン画面の

ＢＭＰデータはそのままの状態で

保存されています。



3-C　　立面の壁処理

□　下絵として読込み表示したBMPデータをもとに、建物の壁・コーナー・開口などを入力していきます。

　　　壁の入力1
１.  　表示したBMPデータを下絵として、壁の領域を入力してゆきます。

２．　[壁処理]ボタンを選択（クリック）し、表示された壁種類ボタンから入力する壁のボタンを選択します。

　　　壁種類ボタンは、【マスター設定】-立面【入力補助】-【壁】で最大20種まで登録することが可能です。

　　　登録した壁名称の最初の１文字がボタンと表示されています。

　　　ここでは、初期値として登録されている[壁]ボタンを選択します。

３.  　壁入力の3つの方法の中から適した入力方法を選択して、壁の入力をおこないます。

①　処理ボタン

②　壁種類ボタン

壁ボタン

③　入力ボタン

1点入力ボタン 2点入力ボタン フリー入力ボタン

１点入力・・・・基点となる1点を指示し、壁のＷＨ寸法を入力して壁領域を入力します

フリー入力・・・任意の点を指示し閉じた多角形を入力して壁領域を入力します（多角形入力）

２点入力・・・・基点となる1点と対角線上にある１点の二つの点を指示し四角形を入力して壁領域を入力します

　　　　　　　　（矩形入力）
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１ ２ ３

壁処理ボタン

軒天処理ボタン
・・・軒天オプション機能を
　　　追加導入されている場
　　　合に表示されます。
　　　軒天の入力処理を
　　　おこないます。



１点入力

①　基点となる点（入力する壁領域の左下の点）を指示（クリック）すると下記のような１点入力画面が表示

　　されます。入力形状・基点座標・ＷＨ寸法を入力して[ＯＫ]ボタンをクリックします。

②　設定された壁領域が囲まれて表示されます。

　（壁などの色設定は【環境設定】-【表示】-表示色で設定が可能です。）

２点入力

①　基点となる点（始点）とその対角線上にある２点目（終点）を指示（クリック）します。

　　（始点となる１点目を指示すると、終点を指示するまで青線でエリアを表示します。）

②　設定された壁領域が囲まれて表示されます。

①→②で２点を
指示

１

２

四角形の領域を
設定します。
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四角形の領域を
設定します。

基点位置
（この場合は原点）

＜基点の変更＞
この図上で四角形の各頂点を
指示することで設定可能です。

＜W・Ｈのマスター登録＞
1点入力で、よく利用するサイズのＷ・Ｈ寸法を
マスターとして登録しておくことが出来ます。
　（【マスター設定】－【共通】－【寸法】）



フリー入力

①　下絵に沿って壁領域となるエリアの各点を指示（クリック）します。

　　一筆書きの要領で１点目（始点）から順に点を指示してゆきます。最後に始点を指示して線分を閉じ

　　多角形の壁領域を入力します。

　　（始点となる１点目を指示すると、線分が閉じるまで青線でエリアを表示します。）

②　設定された壁領域が囲まれて表示されます。
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①→②→③→④→⑤→⑥と
点を指示
（最後に始点①を指示して
線分を閉じる）

１

２

多角形の領域を
設定します。

３

４
5

６

ＰＯＩＮＴ

フリー入力の途中で、指示（クリック）した点が間違がっていた場合、

右クリックを押すと、指示した点の選択が解除になります。

壁入力以外でも、点や線を指示する場合は同様に右クリックで

指示が解除になります。
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　　　壁の修正2
１.  　入力した壁に修正を加える場合に使用します。

２．　[壁処理]ボタンを選択（クリック）し、壁種類ボタンから[選択]ボタンをクリックします。

３.  　[点移動]・[線移動]・[コピー/移動]の3つのボタンが表示されます。

　　　ボタン表示はされませんが、他に[削除]・[情報の確認変更]・[分割]・[他面へのコピー]の機能があります。

①　処理ボタン

②　壁種類ボタン

選択ボタン

③　入力ボタン

点移動ボタン・・・・・・壁の多角形の頂点の１点を指示し、その点の移動先の位置を指示します

コピー／移動ボタン・・・コピー元の壁を指示し、コピー先の位置を指示します。

　　　　　　　　　　　　（マウスでコピー先の位置を直接指示する方法と、コピーの角度やピッチを入力して

　　　　　　　　　　　　　コピー先を指示する方法があります）

　　　　　　　　　　　　コピー元の壁を削除する（= 移動）ことも可能です。

線移動ボタン・・・・・・壁の多角形の一辺（線）を指示し、その辺(線）の移動先の位置を指示します

点移動ボタン 線移動ボタン コピー/移動ボタン

１ ２ ３

壁処理ボタン



3-17

点移動

①　修正する壁の点を指示（クリック）し、その点の移動先の位置を指示します。

　　移動先の位置が指示されるまで、下図のように点をはさむ２辺が青線で表示されます。

②　移動先の位置が指示されると点移動画面が表示されます。

　　ここで移動距離・角度を入力しなおすことも可能です。

×

選択した点を含む壁が表示
されます。
青線がもとの壁面、緑線を
含むのが点移動後の壁面です

線移動

①　修正する壁の辺（線）を指示（クリック）し、その辺（線）の移動先の位置を指示します。

　　移動先の位置が指示されるまで、下図のように辺（線）が青線で表示されます。

②　移動先の位置が指示されると線移動画面が表示されます。

　　ここで移動距離・角度を入力しなおすことも可能です。

●

●
変更後

終点側
終点側

始
点
側

始
点
側

変更前

上記のような点移動の場合の変更前後の、始点側終点側は下記のようになります。
（始点→終点は反時計周りで考えます）

移動する点 移動する点
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コピー／移動

①　コピーする壁を左クリックで指示します。（この時に指示した点から一番近い多角形の頂点を図形の基点と

　　します。）下記のようなコピー方法画面が表示されますので、コピーの方法を選択します。

コピー元データを消す（移動）場合
はここにチェックを入れます

変更後

終点側終点側

始点側
始点側

変更前

前記のような線移動の場合の変更前後の、始点側終点側は下記のようになります。
（始点→終点は反時計周りで考えます）

②　＜マウス＞によるコピーを選択した場合、指示した壁と同じ形状の壁領域が青線で表示されます。

　　コピー先の位置を指示（クリック）すると壁コピー画面が表示されます。（この2回目の指示点がコピー

　　データの基点の座標として表示されています。）

　　コピー先の壁情報の設定や複数コピーの設定などをこの画面で行うことができます。

③　＜ダイアログ＞によるコピーを選択した場合、上記の壁コピー画面が表示されます。

　　コピー数・角度・ピッチ・基点座標・始まり位置の設定をおこないます。

移動する線 移動する線

＜図形の基点の変更＞
この図上で多角形の頂点を
指示することで変更可能です。

マウスで指示した点にそのまま
コピーする場合は、コピー数1、
角度0、ピッチ0　とします。
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壁コピー（移動）の設定詳細

壁コピーのサンプル

例えば下左のような壁Ａを下右のような設定でコピーをおこなった場合、壁Ａはつぎのように
コピーされて表示されます。

壁Ａ

4000

2500

●

壁Ａ

4000

2000

●

2000

2000

コピー壁Ａ3

コピー壁Ａ2

コピー壁Ａ1

角度90°なので
上方向にコピー
して配置

壁Ａを３つ（コピー壁A1・A2・A3）を上方向
にコピーします。
コピーの始まり位置は、基点＋ピッチの点
（0,2000）となり、ピッチ分ずつ上に移動して
コピーをおこないます。

コピーの開始位置設定

コピー先への角度

複数コピーを配置するピッチ

コピー先の基点のＸＹ座標
　始めに表示される座標は
　＜マウス＞の場合は、2回目に指示した点の
　座標、＜ダイアログ＞の場合は、図形の基点
　となっています。

コピー元データの削除

コピーする数量

90°

180°

270°

0°

初期値に戻す

コピー先の壁の設定をマスター設定した壁の中
から選ぶことができます。またこの画面で壁の
設定を変更することも可能です。
（　参照【マスター】-【入力補助】-【壁】）

指示したコピー元の壁形状が
表示されます。

赤点はコピー（移動）のする
際の図形の基点
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削除

１.  　ボタン表示の機能と同様に、入力した壁に修正を加える場合に使用します。

２．　[壁処理]ボタンを選択（クリック）し、壁種類ボタンから[選択]ボタンをクリックします。

３.  　修正作業をおこなう壁を選択（クリック）し、その後右クリックをおこないます。

　　　下記のような選択処理方法画面が表示されます。

　　　[削除]・[情報]・[分割]・[コピー]から必要な機能の箇所をクリックして[ＯＫ]ボタンをおします。

①　処理ボタン

②　壁種類ボタン

選択ボタン

□　ボタン表示のない壁の修正機能　[削除]・[情報の確認変更]・[分割]・[他面へのコピー]　について

情報

選択した壁を削除します。

壁情報画面が表示されます。

壁の設定をマスター設定した壁の中から選ぶことができます。

またこの画面で壁の設定を変更することも可能です。

（　参照【マスター】-【入力補助】-【壁】

              P5-5 同時取得部材の設定　）

壁を選択した後、右クリックすると選択処理方法
画面が表示されます。
処理方法を選択し（チェックを入れ）[OK]ボタン
を押します。

１ ２

壁処理ボタン
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分割

分割処理方法画面が表示されます。

壁の2分割を行うことが可能で、その分割の方法として、

縦・横・任意の３つの設定があります。

１
２

３

４

●　縦分割

選択した壁の縦方向の線が表示されますので、分割

位置を指示（クリック）します。

分割位置が決定するまで、青線で位置表示を行います。

●　横分割

選択した壁の横方向の線が表示されますので、分割

位置を指示（クリック）します。

分割位置が決定するまで、青線で位置表示を行います。

●　任意分割

分割する壁の上をフリーに分割位置を指示することが

できします。

分割位置の指示は、壁のフリー入力の要領で行います。

コピー

選択した壁面を他の立面へコピーします。

コピー先面名選択画面が表示されますので、コピー先の

面の名称を選択します。新規の面にコピーする場合は、

新規を選択し、続いて表示する面データ入力画面に

新規面の縮尺・ピッチの入力を行います。

新規作成立面に壁が
コピーされます
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●　画面の移動・拡大縮小
　　ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ

入力補助ボタン

各入力画面に共通の入力補助ボタンです。

画面全体ボタン
全画面表示になります画面移動ボタン

画面を左ドラッグで動かすこと
ができます　

画面拡大ボタン
左クリックで画面
を拡大します

画面縮小ボタン
左クリックで画面
を縮小します

ＵＮＤＯボタン
ひとつ前の状態に戻す

ＲＥＤＯボタン
ひとつ先の状態に進む●　移動・削除

表示されている立面
全てのデータを削除

入力選択中のデータ
をすべて削除

移動の場合、データ移動量画面が表示されますので
Ｘ・Ｙの移動量（mm）を入力してください.

マイナス方向への移動は、数値の前に―をつけます

選択範囲中のデータ
を全て削除

表示されている立面
全てのデータを移動

入力選択中のデータ
をすべて移動

選択範囲中のデータ
を全て移動

ALLをクリックすると

ＲＥＣをクリックして、□で範囲指定すると

壁ボタンを押した状態でＳＥＬをクリックすると

壁・コーナー・開口の全てを
削除または移動します　　　

壁だけを削除または移動します

囲んだ範囲の中にある壁・　　
開口を削除または移動します



重なり合った壁などではコピーや削除などを行う時、個々の壁面を指示することが

難しい場合があります。

このような場合、入力画面右上の入力補助ボタンを利用します。

（左記のような状態になっています）

重なりあった壁部をクリックし、　　　　　　　のボタンをクリックすると

重なったそれぞれの壁面を黄線で表示します。選択したい壁面が黄色表示された

時　　　　のボタンをクリックして壁面の選択を行います。

壁面A 壁,面B 壁面C

左記のような重なった壁面の場合、

　　　　　　ボタンをクリックすると

壁面A→壁面B→壁面C　　

と順に黄色線で表示されます

●　重複部の選択

●　立面情報

現在表示している立面の入力情報が表示されます。

　　総璧・・・・・・外壁とベランダ壁の合計の面積（単位㎡）

　　外壁・・・・・・入力した外壁から開口、切欠きを除いた面積（単位㎡）

　　ベランダ・・・・表裏割付をおこなうベランダ壁の面積（単位㎡）

　　総コーナー・・・出隅コーナー・入隅コーナー・木口コーナーの合計長さ

　　　　　　　　　　　（単位m）

　　出コーナー・・・出隅コーナーの合計長さ（単位m）

　　入コーナー・・・入隅コーナーの合計長さ（単位m）

　　木コーナー・・・木口コーナーの合計長さ（単位m）

　　開口・・・・・・開口部の合計の面積（単位㎡）

　　開口・・・・・・開口部の合計外周の長さ（単位m）

　　切欠き・・・・・切欠き部の合計の面積（単位㎡）
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3-D　　立面のコーナー処理

　　　コーナーの入力1

①　処理ボタン

②　コーナー種類ボタン

出隅コーナボタン

１.  　入力した壁のコーナー材を入力してゆきます。

２．　[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）し、表示されたコーナー種類ボタンから入力するコーナーのボタンを

　　　選択します。コーナー種類ボタンは、【マスター設定】-立面【入力補助】-【コーナー】で最大20種まで登録

　　　することが可能です。

　　　登録したコーナー名称の最初の１文字がボタン表示されています。（半角入力場合は２文字表示）

　　　ここでは、初期値として登録されている[出隅コーナー]ボタンを選択します。

３.  　コーナー入力の3つの方法の中から適した入力方法を選択して、コーナーの入力をおこないます。

③　入力ボタン

1点入力ボタン 2点入力ボタンライン入力ボタン

１点入力・・・・基点となる1点を指示し、寸法と角度を入力してコーナーを入力します

ライン入力・・・壁の辺（ライン）を指示すると、自動で長さを判断してコーナーの入力をおこないます。

　　　　　　　　ただし、辺（ライン）上に端点や交点がある場合は、そこまでの長さで止まって入力されます。

　　　　　　　　ライン入力は、端点や交点がない辺（ライン）でご利用下さい。

２点入力・・・・基点となる1点を端点とし、ラインの反対側端部の点との二つの点を指示し入力を

　　　　　　　　おこないます。

１ ２ ３

コーナー処理ボタン
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１点入力

①　基点となる点（入力するコーナー部の端点）を指示（クリック）すると下記のような１点入力画面が表示

　　されます。基点座標・Ｈ寸法・角度を入力して[ＯＫ]ボタンをクリックします。

②　設定されたコーナーが青色で表示されます。　（青色はこの場合の、出隅コーナーに指定された色です。

　　色設定は【環境設定】-【表示】-表示色で設定が可能です。）

２点入力

①　入力するコーナー部の端点（始点）とその反対の端点

　　（終点）を指示（クリック）します。

　　（始点となる１点目を指示すると、終点を指示するまで

　　青線で線を表示します。）

②　設定されたコーナーが青色で表示されます。

①→②で２点を
指示

１

２

設定した長さ、角度の
ラインがコーナーと
して表示されます。

ライン入力

①　コーナーを入力したい壁の辺（ライン）上の１点を指示（クリック）します。

　　壁の情報から自動的に長さなどを判断してコーナーを設定し青色で表示します。

壁面のコーナー
部を指示

壁面にコーナーが
表示されます。

　　注意！　　辺（ライン）上に端点や交点がある場合、ライン入力ではそこまでの長さで止まって
　　　　　　　入力します。
　　　　　　  ライン入力は、端点や交点がない辺（ライン）でご利用下さい。

＜基点の変更＞
この図上で直線の各端点を
指示することで設定可能です。

＜W・Ｈのマスター登録＞
1点入力で、よく利用するサイズのＷ・Ｈ寸法を
マスターとして登録しておくことが出来ます。
　（【マスター設定】－【共通】－【寸法】）
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　　　コーナーの修正2
１.  　入力したコーナーに修正を加える場合に使用します。

２．　[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）し、コーナー種類ボタンから[選択]ボタンをクリックします。

３.  　[点移動]・[コピー/移動]の2つのボタンが表示されます。

　　　ボタン表示はされませんが、他に[削除]・[情報の確認変更]・[他面へのコピー]の機能があります。

①　処理ボタン

②　コーナー種類ボタン

③　入力ボタン

点移動ボタン・・・・・・コーナーの端点の１点を指示し、その点の移動先の位置を指示します

コピー／移動ボタン・・・コピー元のコーナーを指示し、コピー先の位置を指示します。

　　　　　　　　　　　　（マウスでコピー先の位置を直接指示する方法と、コピーの角度やピッチを入力して

　　　　　　　　　　　　　コピー先を指示する方法があります）

　　　　　　　　　　　　コピー元のコーナーを削除する（= 移動）ことも可能です。

選択ボタン

点移動ボタン

コピー/移動ボタン

POINT

コーナー入力の際は、東西南北の各面で四隅のコーナーの入力を行わないで下さい。
四隅のコーナーが２重になりコーナー長も２重に加算してしまいます。

東西面で四隅のコーナーを入力するなどルールを定めて入力を行って下さい。

※　点移動・コピー/移動それぞれの操作等は壁の場合と同様です。

１ ２ ３

コーナー処理ボタン
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点移動

①　修正するコーナーの点を指示（クリック）し、その点の移動先の位置を指示します。

　　移動先の位置が指示されるまで、下図のように青線で表示されます。

②　移動先の位置が指示されると点移動画面が表示されます。

　　ここで移動距離・角度を入力しなおすことも可能です。

選択した点を含むコーナーが
表示されます。
青線がもとのコーナー線、緑線
が点移動後のコーナー線です。

コピー／移動

①　コピーするコーナーを左クリックで指示します。

　　（このときに指示した点から一番近い端点を図形の

　　基点とします。）右記のようなコピー方法画面が表示

　　されますので、コピーの方法を選択します。

②　＜マウス＞によるコピーを選択した場合、指示したコーナーと同じ形状のコーナー線が青線で表示されます。

　　コピー先の位置を指示（クリック）するとコーナーコピー画面が表示されます。（この2回目の指示点がコピー

　　データの基点の座標として表示されています。）コピー先のコーナー情報の設定や複数コピーの設定などをこの

　　画面で行うことができます。

③　＜ダイアログ＞によるコピーを選択した場合、上記のコーナーコピー画面が表示されます。

　　コピー数・角度・ピッチ・基点座標・始まり位置の設定をおこないます。

＜図形の基点の変更＞
この図上で直線の端点を指示
することで変更可能です。

コピー元データを消す（移動）場合
はここにチェックを入れます

マウスで指示した点にそのまま
コピーする場合は。コピー数1、
角度0、ピッチ0とします。

×
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１.  　ボタン表示の機能と同様に、入力したコーナーに修正を加える場合に使用します。

２．　[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）し、コーナー種類ボタンから[選択]ボタンをクリックします。

３.  　修正作業をおこなうコーナーを選択（クリック）し、その後右クリックをおこないます。

　　　下記のような選択処理方法画面が表示されます。

　　　[削除]・[情報]・[コピー]から必要な機能の箇所をクリックして[ＯＫ]ボタンをおします。

□　ボタン表示のないコーナーの修正機能　[削除]・[情報の確認変更]・[他面へのコピー]　について

コーナーを選択した後、右クリックすると選択処理
方法画面が表示されます。
処理方法を選択し（チェックを入れ）[OK]ボタン
を押します。

①　処理ボタン

②　コーナー種類ボタン

選択ボタン

コーナーコピー（移動）の設定詳細

コピーの開始位置設定

複数コピーを配置するピッチ

コピー先の基点のＸＹ座標

コピー元データの削除

コピーする数量

初期値に戻す

コピー先のコーナーの設定をマスター設定
したコーナーの中から選ぶことができます。
またこの画面でコーナーの設定を変更する
ことも可能です。
（参照【マスター】-【入力補助】
　　　　　　　　　　　　-【コーナー】）

指示したコピー元のコー
ナー形状が表示されます。

赤点はコピー（移動）する
際の図形の基点

コピー先への角度

90°

180°

270°

0°

１ ２

コーナー処理ボタン
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コピー

選択したコーナー面を他の立面へコピーします。

コピー先面名選択画面が表示されますので、コピー先の面の名称を選択します。

新規の面にコピーする場合は、新規を選択し、続いて表示する面データ入力画面に新規面の

縮尺・ピッチの入力を行います。

新規作成立面に
コーナーがコピー
されます

削除

情報

選択したコーナーを削除します。

コーナー情報画面が表示されます。

コーナーの設定をマスター設定したコーナーの中から選ぶことができます。

またこの画面でコーナーの設定を変更することも可能です。

（　参照【マスター】-【入力補助】-【コーナー】）
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3-E　　立面の開口処理

　　　開口の入力1

①　処理ボタン

②　開口種類ボタン

窓ボタン

１.  　入力した壁の開口を入力してゆきます。

２．　[開口処理]ボタンを選択（クリック）し、表示された開口種類ボタンから入力する開口のボタンを

　　　選択します。開口種類ボタンは、【マスター設定】-立面【入力補助】-【開口】で最大20種まで登録

　　　することが可能です。登録した開口名称の最初の１文字がボタン表示されています。（半角入力場合は

        ２文字表示）ここでは、初期値として登録されている[窓]ボタンを選択します。

３.  　開口入力の2つの方法の中から適した入力方法を選択して、開口の入力をおこないます。

③　入力ボタン

1点入力ボタン 2点入力ボタン

１点入力・・・・基点となる1点を指示し、Ｗ寸法・Ｈ寸法を入力して開口を入力します

２点入力・・・・基点となる1点と対角線上にある1点の二つの点を指示し、四角形を入力して開口領域を

　　　　　　　　入力します。（矩形入力）

１点入力

①　基点となる点（入力する開口領域の左下の点）を指示

　　（クリック）すると右記のような１点入力画面が表示

　　されます。開口の基点座標・Ｗ寸法・Ｈ寸法を入力して

　　[ＯＫ]ボタンをクリックします。

②　設定された開口が青色で表示されます。　

　　（青色はこの場合の、窓開口に指定された色です。

　　色設定は【環境設定】-【表示】-表示色で設定が可能です。）

＜基点の変更＞
この図上で四角形の各頂点を
指示することで設定可能です。

＜W・Ｈのマスター登録＞
1点入力で、よく利用するサイズのＷ・Ｈ寸法を
マスターとして登録しておくことが出来ます。
　（【マスター設定】－【共通】－【寸法】）

１ ２ ３

開口処理ボタン
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２点入力

①　基点となる点（始点）とその対角線上にある２点目（終点）を指示（クリック）します。

　　（始点となる１点目を指示すると、終点を指示するまで青線でエリアを表示します。）

②　設定された開口領域が青色で表示されます。

１

２

①→②で２点を
指示

四角形の開口領域
を設定します。

　　　開口の修正2
１.  　入力した開口に修正を加える場合に使用します。

２．　[開口処理]ボタンを選択（クリック）し、開口種類ボタンから[選択]ボタンをクリックします。

３.  　[点移動]・[コピー/移動]の2つのボタンが表示されます。

　　　ボタン表示はされませんが、他に[削除]・[情報の確認変更]・[分割]・[他面へのコピー]の機能があります。

①　処理ボタン

②　コーナー種類ボタン

選択ボタン

③　入力ボタン

点移動ボタン・・・・・・開口の四角形の頂点の１点を指示し、その点の移動先の位置を指示します

コピー／移動ボタン・・・コピー元の開口を指示し、コピー先の位置を指示します。

　　　　　　　　　　　　（マウスでコピー先の位置を直接指示する方法と、コピーの角度やピッチを入力して

　　　　　　　　　　　　 コピー先を指示する方法があります）コピー元開口の削除（= 移動）も可能です。

点移動ボタン

コピー/移動ボタン

１ ２ ３

開口処理ボタン
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点移動

①　修正する開口の点を指示（クリック）し、その点の移動先の位置を指示します。

　　移動先の位置が指示されるまで、下図のように四角形が青線で表示されます。

②　移動先の位置が指示されると点移動画面が表示されます。ここで移動距離・角度の入力変更も可能です。

選択した点を含む開口が
表示されます。
青線がもとの開口線、緑線
が点移動後の開口線です。

コピー／移動

①　コピーする開口を左クリックで指示します。（この時に

　　指示した点から一番近い四角形の頂点を図形の基点と

　　します。）右記のようなコピー方法画面が表示されます

　　ので、コピーの方法を選択します。

コピー元データを消す（移動）場合
はここにチェックを入れます

②　＜マウス＞によるコピーを選択した場合、指示した開口と同じ形状の開口線が青線で表示されます。

　　コピー先の位置を指示（クリック）すると開口コピー画面が表示されます。（この2回目の指示点が

　　コピーデータの基点の座標として表示されています。コピー先の開口情報の設定や複数コピーの設定

　　などをこの画面で行うことができます。

＜図形の基点の変更＞
この図上で四角形の頂点を
指示することで変更可能です。

マウスで指示した点にそのまま
コピーする場合は。コピー数1、
角度0、ピッチ0とします。

③　＜ダイアログ＞によるコピーを選択した場合、上記の開口コピー画面が表示されます。

　　コピー数・角度・ピッチ・基点座標・始まり位置の設定をおこないます。
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開口コピー（移動）の設定詳細

コピーの開始位置設定

コピー先への角度

複数コピーを配置するピッチ

基点（右絵の赤点位置）のＸＹ座標

コピー元データの削除

コピーする数量

90°

180°

270°

0°

初期値に戻す

コピー先の開口の設定をマスター設定した開口
の中から選ぶことができます。またこの画面で
開口の設定を変更することも可能です。
（参照【マスター】-【入力補助】-【開口】）

指示したコピー元の壁形状が
表示されます。

赤点はコピー（移動）のする
際の図形の基点

□　ボタン表示のない開口の修正機能　[削除]・[情報の確認変更]・[分割]・[他面へのコピー]　について

１.  　ボタン表示の機能と同様に、入力した開口に修正を加える場合に使用します。

２．　[開口処理]ボタンを選択（クリック）し、開口種類ボタンから[選択]ボタンをクリックします。

３.  　修正作業をおこなう開口を選択（クリック）し、その後右クリックをおこないます。

　　　下記のような選択処理方法画面が表示されます。

　　　[削除]・[情報]・[分割]・[コピー]から必要な機能の箇所をクリックして[ＯＫ]ボタンをおします。

開口を選択した後、右クリックすると選択処理
方法画面が表示されます。
処理方法を選択し（チェックを入れ）[OK]ボタン
を押します。

①　処理ボタン

②　開口種類ボタン

選択ボタン

１ ２

開口処理ボタン
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削除

情報

選択した開口を削除します。

開口情報画面が表示されます。開口の設定をマスター設定した開口の中から選ぶことができます。

またこの画面で開口の設定を変更することも可能です。

（　参照【マスター】-【入力補助】-【開口】）

選択している開口のＷ寸法・Ｈ寸法
が表示されます。
ここでＷＨ寸法の変更が可能です。

＜面積減算処理＞
選択している開口の面積を、壁面積
から減算します。減算しない場合
は、チェックをはずしてください。
（参照　【環境】-【集計】）

＜割付＞
チェックがついている場合、割付時
に開口を無視して、割付をおこない
ます。

ＷＨ寸法変更の際の基点設定

●

●

ａ

ａ／2

ａ／2

●　開口情報を利用した開口の寸法変更について

ｗ寸法=ａの開口

　ｗ寸法を1/2に変更する

基点位置を右下点にする

基点位置を左下点にする

右下点から

　ｗ寸法　ａ/2に

左下点から

　ｗ寸法　ａ/2に
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分割

分割処理方法画面が表示されます。

開口の2分割を行うことが可能で、その分割の方法として、

縦・横の2つの設定があります。

●　縦分割

選択した開口の縦方向の線が表示されますので、分割

位置を指示（クリック）します。

分割位置が決定するまで、青線で位置表示を行います。

●　横分割

選択した開口の横方向の線が表示されますので、分割

位置を指示（クリック）します。

分割位置が決定するまで、青線で位置表示を行います。

コピー

選択した開口を他の立面へコピーします。

コピー先面名選択画面が表示されますので、コピー先の

面の名称を選択します。新規の面にコピーする場合は、

新規を選択し、続いて表示する面データ入力画面に

新規面の縮尺・ピッチの入力を行います。

新規作成立面に開口
がコピーされます
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　　　特殊開口の入力3

①　処理ボタン

②　開口種類ボタン

窓ボタン

□　通常の四角形の開口以外に、開口上部が三角形・円弧の形状をした特殊開口の入力が可能です。

　　入力・修正の方法は開口と同様の為、ここでは詳細説明を省略しています。

１．　[特殊開口処理]ボタンを選択（クリック）し、表示された特殊開口種類ボタンから入力する特殊開口のボタンを

　　　選択します。特殊開口種類ボタンは、開口種類ボタンとおなじものが表示されます。

　　　ここでは、初期値として登録されている[窓]ボタンを選択します。

2.  　特殊開口入力の2つの方法の中から適した入力方法を選択して、特殊開口の入力をおこないます。

③　入力ボタン

1点入力ボタン 2点入力ボタン

3． 開口の四角形を入力すると下記のような

　　特殊開口上部画面が表示されます。

　　上部形状を選択し、出幅寸法を入力します

●　特殊開口の入力と出幅について
出幅

上部形状三角形 上部形状円弧

特殊開口の入力は、四角形部分を入力し、その上部に三角形や円弧の部分

を付ける形となります。1点入力・2点入力時の開口サイズは四角形部分

となります。開口サイズ設定時にはご注意ください。

＋ ＋

上部形状三角形 上部形状円弧

特殊開口処理ボタン
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3-F　　その他の立面の入力処理

　　　切欠き処理1

①　処理ボタン ②　切欠き種類ボタン

□　開口以外に、入力した壁領域から除きたい部分をこの切欠き処理で入力します。

　　入力・修正の方法は壁と同様の為、ここでは詳細説明を省略しています。

１．　[切欠き処理]ボタンを選択（クリック）し、表示された切欠き種類ボタンから入力する切欠きのボタンを

　　　選択します。

　　　切欠き種類ボタンには、[選択]・[外壁用切欠き]・[ベランダ用切欠き]が設定されています。

2.  　切欠き入力の３つの方法の中から適した入力方法を選択して、切欠きの入力をおこないます。

③　入力ボタン

外壁用切欠きボタン ベランダ用切欠きボタン

1点入力ボタン

2点入力ボタン フリー入力ボタン

POINT

切欠きには、外壁用切欠きとベランダ用切欠きが用意されています。

入力した壁の壁種が外壁なら外壁用切欠きを、ベランダならベランダ

用切欠きを利用してください。

割付の際、切欠き部を割付ない設定にした場合、壁種と切り欠きが

あっていれば、切欠き部を抜いて割付をおこないます。

壁マスター設定画面

　　（参照　[マスター]―[入力補助]―[壁]）　

ベランダ壁部に外壁用切欠けを入力 切欠け部を抜かずに割付

ベランダ壁部に切欠けを入力

ベランダ壁部にベランダ用切欠けを入力 切欠け部は抜いて割付け

切欠き処理ボタン
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　　　補助線の入力2

①　処理ボタン ②　補助線種類ボタン

□　入力の補助として、グリッドピッチや通り芯・柄変更高さなどがありましたが、それ以外に任意に入力

　　できる補助線の機能があります。入力の方法はコーナー処理をご参照ください。

１．　[補助線処理]ボタンを選択（クリック）し、[配置]ボタンを選択します。

2.  　補助線入力の３つの方法の中から適した入力方法を選択して、補助線の入力をおこないます。

③　入力ボタン

1点入力ボタン

2点入力ボタン
ライン入力ボタン

配置ボタン

ライン入力ボタン・・・・壁・開口など入力した多角形の辺（ライン）を指示すると、自動で長さを判断し

　　　　　　　　　　　　補助線の入力をおこないます。辺（ライン）上に端点や交点がある場合は、そこまで

　　　　　　　　　　　　の長さで止まって入力されます。

POINT（2点入力）

補助線やコーナーのようなラインを2点入力する場合、Ｓｈｉｆｔキー・Ｃｔｒｌキーを押しながら
操作をおこなうと、次のような機能があります。

＜Ｓｈｉｆｔキー＞

壁・開口など入力した多角形の頂点にスナップ

します。

※スナップ・・・ＣＡＤ入力の際に、マウスをその点に近づけると

　　　　　　　　引き寄せられるようにその点を指示する機能

＜Ｃｔｒｌキー＞

垂直・水平方向に固定して2点目を指示することが

できます。（斜め方向にはマウスが移動しません）

Ｓｈｉｆｔキーを押し
ながら2点目を頂点に
近づけると、頂点にス
ナップします。

×

Ｃｔｒｌキーを押しながら
マウスを動かすと垂直水平
方向にのみ動きます。

1点目
●

●
1点目

補助線処理ボタン
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　　　補助線の修正3

①　処理ボタン ②　補助線種類ボタン

□　入力した補助線の修正機能として、[オフセット]・[点移動]・[線延長]・[コピー/移動]があります。

　　[点移動]・[コピー/移動]の詳細については、コーナーの修正をご参照ください。

１．　[補助線処理]ボタンを選択（クリック）し、[選択]ボタンをクリックします。

2.  　[オフセット]・[点移動]・[線延長]・[コピー/移動]の４つのボタンが表示されます。

　　　ボタン表示はされませんが、他に[削除]・[情報（補助線作図選択）]・[他面へのコピー]の機能があります。

③　入力ボタン

線延長ボタン

コピー/移動ボタン

点移動ボタン

選択ボタン

オフセットボタン

オフセット

　　元となる補助線を指示（クリック）し、方向（左右・上下）と移動量（オフセット量）を指示することに

　　よって補助線のコピーを作成します。

補助線を指示すると、上記のような矢印が線の上下や左右に表示されます。

マウスでクリックして方向を指示します。

オフセット量設定画面が表示されます。

数値を入力すると、コピーされた補助線が

表示されます。

線延長

　　補助線の端点を指示（クリック）し、延長する先の点をマウスで指示（クリック）して補助線の長さを変更

　　します。（補助線を縮めることも可能です。）

×
端点

×
延長先の点

補助線処理ボタン
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補助線を割付図に作図する、しないの設定をおこなうことができます。

（初期値は作図する設定になっています。）

①　処理ボタン

②　補助線種類ボタン

選択ボタン

１．　[補助線処理]ボタンを選択（クリック）し、補助線種類ボタンから[選択]ボタンをクリックします。

２.  　設定をおこなう補助線を選択（クリック）し、その後右クリックをおこないます。

　　　下記のような選択処理方法画面が表示されますので、[情報]をクリックして[ＯＫ]ボタンをおします。

３.　　補助線作図選択画面が表示されます。＜作図する・作図しない＞の設定をおこない[ＯＫ]ボタンをおします。

③　補助線作図選択

初期値は＜作図する＞になっています

□　ボタン表示のない補助線の修正機能　[削除]・[情報（補助線作図選択）]・[他面へのコピー]　について

　　[削除]・[他面へのコピー]はコーナーと同様の操作のため説明は省略しています。　

補助線作図選択

POINT（補助線作図）

補助線作図選択の初期値は＜作図する＞となっています。

個々の補助線について＜作図しない＞設定にしない限り補助線として入力した線は

すべて作図されますので、ご注意ください。

補助線処理ボタン
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3-G　　その他の立面図入力

　　　デジタイザーを利用した入力1

□　BMPファイルを利用して立面図を入力する方法については先に説明を行いましたが、ここではそれ以外の

　　SDデザーナーの立面入力方法について簡単に説明を行います。

１.　あらかじめご使用のデジタイザーを接続し、ドライバーのインストールを行って下さい。

　　　（デジタイザーの使用方法、ドライバーのインストールについてはご使用のデジタイザーのマニュアルを

　　　　ご参照ください。）

２.  　[デジタイザＯＮ/ＯＦＦ]ボタンをＯＮにします。

３.　下絵となる図面をデジタイザーにセットし[基点登録]ボタンをＯＮにして、専用ペンで基点設定を行います。

４.　[水平ライン登録]ボタンをＯＮにして、専用ペンで水平位置を指示します。

　　その後は、ビットマップ入力の場合と同様に、壁・コーナー・開口と順に専用ペンで入力をおこなってゆきます。

自動縮尺判定機能

　　図面上の寸法の分かっている箇所から自動で縮尺を計算します。

　　図面の縮尺が正確でない場合に利用します。

１.　　[面データ変更]ボタンを選択し、縦横の縮尺率を｢０｣にします。

　　　　　※初期値設定画面では縮尺を｢０｣にすることはできません。 [面データ変更]ボタン

２.　　図面の基点・水平ラインを入力します。

３.　　＜縦縮尺＞を登録するために、縦方向の寸法が分かっている２点を指示します。

　　　自動縮尺判定画面が表示されますので、指示した２点間の実寸法を入力します。

４.　　＜横縮尺＞も同様に登録します。

基点登録ボタン　　　　　水平ライン登録ボタン

デジタイザＯＮ/ＯＦＦボタン
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５.　　[面データ変更]で自動登録された

　　　実際の縦横の縮尺を確認します。

６.　　[初期値データ変更]ボタンを選択し、初期値設定画面で縦横の縮尺を修正し、[コピー面設定]ボタンで

　　　他面への面データのコピーをおこないます。

[初期値データ変更]ボタン

　　　手入力2
１.　下絵なしで手作業による入力も可能です。

２.　壁・コーナー・開口等の入力方法は前述と同じです。

　　通り芯・階高・補助線などをうまく利用して入力してゆきます。

　　　ＤＸＦデータを利用した入力3
□　BMPファイルの読込みと同様にDXFデータを読込み、下絵として利用することができます。

１．立面の入力画面を表示します。

２．［外部データ処理］ボタンを選択（クリック）し、［DXF読込み］ボタンを選択します。

①　処理ボタン

②　外部データ処理種類ボタン

注意！！

DXFデータとして立面に読み込んだ

絵（線）は、すべて補助線として表示

されます。

外部データ処理ボタン

DXF読込みボタン
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３．ＤＸＦデータ読込み画面が表示されます。

４．［ＤＸＦデータ読込み］ボタンを選択（クリック）し、あらかじめ保存してあったＤＸＦ形式ファイルを

　　選択して開きます。

ＤＸＦデータ読込みボタン

５.［基点指示］ボタンを選択（クリック）し、基点となる点を指示します。

　　基点は保存先立面画面の原点（０，0）に対応して表示されます。

基点指示ボタン

＜指示した基点＞
基点を中心に、赤い
Ｘ軸・Ｙ軸のラインが
表示されます。
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６. 次に立面に保存するデータ範囲を指定します。

　 ［データ指定］ボタンを選択（クリック）し、指定方法を選択しデータ範囲を指定します。

　　　　　●多角形指示・・・・多角の頂点を指示して閉じた多角形を入力し、データ範囲を指定します。

　　　　　●２点対角指示・・・始点・終点の2点を指示してその囲む四角の範囲をデータ範囲として指定します。

　　　　　●線指示・・・・・・ＤＸＦデータの線を指示（クリック）してデータ範囲を指定します。

　　　　

（多角形指示・２点対角指示では、始点となる1点をクリックすると、終点を決定するまで青線で

　エリアを表示します。終点を指示すると決定したデータ範囲が黄色表示されます。）

多角形指示 ２点対角指示

１

２

１

２

３

５

４

６

７

多角形を閉じる際は、
Ｓｈｉｆｔキーの
スナップ機能を利用！！

7.  必要なデータ範囲を指定した後、［データ保存］ボタンを選択し、DXFデータ変換画面で登録する立面名を選択

　　してデータの保存をおこないます。

データ指定
データ指定
解除

多角形指示

２点対角
指示

線指示

データ保存 終了

８.  立面に読込んだＤＸＦデータを元に、壁・コーナー

　　開口などを入力してゆきます。

　

ＰＯＩＮＴ
ＤＸＦデータを下絵として
利用する場合、ＤＸＦデー
タがすべて補助線として
表示されるので、図形の各
頂点を指示する際には、
Ｓｈｉｆｔキーの
スナップ機能が利用可能！
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　　　『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』の出力データを利用した入力4
□　BMP・DXFと同様に、当社の建材流通店向け積算ＣＡＤソフト『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』から出力した

　　データを読込み、利用することができます。『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』において既に入力がされている為、

　　壁・コーナー・開口などを改めて入力する必要はありません。

１.　立面の入力画面を表示し、［外部データ処理］ボタンを選択、［Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ読込み］ボタンを選択します。

４．データ保存を行い、立面を表示します。

　　『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』で作成された各立面が表示され、

      壁・コーナー・開口などはすべて入力済みの状態と

　　なっています。

     各面の内容を確認後、すぐに割付処理に移ることが

     できます。

Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ出力ファイルの
拡張子は＜．ＸＨＸ＞となります

壁・コーナー・開口などは
すべて入力済みの状態です

①　処理ボタン

②　外部データ処理種類ボタン

外部データ処理ボタン

Ex_HOMES読込みボタン

２.　Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ読込み画面が表示されます。

    ［データ読込み］ボタンを選択し、あらかじめ保存してあった

　　『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』出力ファイルを選択して開きます。

３.　『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』データの３Ｄ画面が表示されます。
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　　　『実測くん』の出力データを利用した入力5
□　当社のデジカメ距離測定＆見積支援ソフト『実測くん』のデータを読込み、利用することができます。

　　『実測くん』において壁・開口の情報が既に取り込まれている為、コーナー等の入力をする

　　だけで割付処理を行うことができます。

１.　立面の入力画面を表示し、［外部データ処理］ボタンを選択、［実測くん読込み］ボタンを選択します。

　　 『実測くん』データ取込方法の設定画面が表示されます。

前頁データの立面図（『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』より） 前頁データの南面割付図（『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』より）

①　処理ボタン

②　外部データ処理種類ボタン

外部データ処理ボタン

実測くん読込みボタン

＜『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』データの設定＞

『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』から出力したデータを読込む

際の読込先データフォルダや壁・幕板・出隅などを

SDデザイナーのどのマスターに対応させるか

の設定は、

[環境設定－Ex_HOMES設定]で行ないます。

※参照　環境設定　P9-21

初期値は
[自動取込[ボタンが
Onの状態になっています



＜『実測くん』からの『SDデザイナー』用データの出力＞

　　『実測くん』で壁・開口・切欠きの入力を行なった後、｢ファイル－SDファイル出力｣から

　　SD用データを出力します。

　　あらかじめSD用データの保存先フォルダを定めておき、そのフォルダにデータを保存します。

SDファイル出力

3．『実測くん』で既に、壁・開口・切欠きなどが入力済みの

      状態となっています。

　　コーナーなどを入力した後、すぐに割付処理に移ることができます。

『実測くん』データ取込方法画面で自動取込を選択した場合

２.　『実測くん』データを取込するフォルダを選択します。

　　（ここでは、C:\実測くんData　というフォルダをあらかじめ作成しておき、そこへ『実測くん』から

　　　出力したSD用データを保存しています。）

       指定したフォルダ内にある『実測くん』のSD用データ全てを立面に起こして表示します。

『実測くん』のファイル名
が立面名称となります。

取り込まれた『実測くん』
のSD用データから新たに
立面を作成します。　　　

自動取込の場合
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『実測くん』データ取込方法画面で手動取込を選択した場合

２.　『実測くん』データを取込するフォルダを選択し、取込する『実測くん』のSD用データを選択します。

　

手動取込の場合
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実測くんの出力ファイルの拡張子
は　＜．JTS＞となります

3.　取込した『実測くん』データを表示する立面（データの保存先）を設定します。

　　既にある立面から選択する方法と手入力で立面を入力する方法があります。

　　

　　設定した立面に取込した『実測くん』データが表示されます。

　　既に、壁・開口・切欠きなどが入力済みの状態となっていますので、コーナーなどを入力後、すぐに

　　割付処理に移ることができます。

既存の立面から
選択する

★　既存の立面に取込データの保存先を設定する場合

設定面に『実測くん』の
取込データが表示されます。
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＜『実測くん』データの設定＞

『実測くん』から出力したデータを読込む際の

 読込先データフォルダや壁・幕板・出隅などを

 SDデザイナーのどのマスターに対応させるか

 の設定は、

 [環境設定－実測君設定]で行ないます。

※参照　環境設定　P9-21

★　手入力で取込データの保存先を設定する場合

手入力で設定

作成する立面
の情報を設定

作成面に『実測くん』の
取込データが表示されます。



STEP

  SD デザイナー  SD デザイナー  SD デザイナーサ
イデ
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グ

サ
イデ

ィン
グ

割　　付 4
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4-A　　割付画面機能詳細

　　　割付画面1

□　入力した壁面に外壁パネル材・コーナーパネル材の割付をおこないます。

　　割付方法には、【全】割付（全ての立面を一括で割付）・【面】割付（表示立面を割付）と壁ごとに割付

　　ける方法があります。

　　まず、【全】割付か【面】割付の処理を行い、その後個々の壁に対して変更を行ってゆきます。

東西南北等作成した各立面が、
タグに分かれて表示されます。

割付表示エリア
（拡大・縮小可能です）

今選択している処理（コマンド）と
その処理方法を表示しています

マウスカーソルのある位置の
XY座標を表示しています。

１．立面入力画面のシステム入力手順ボタンの[割付処理]ボタンをクリックします。

　（メニューに戻っている場合は、ＳＤデザイナー　メインメニューから【割付】ボタンをクリックします。）

２．下記のような割付画面が表示されます。

割付処理機能ボタンに応じて
割付・目地などの設定方法の
ボタンが表示されます。

割付処理機能ボタン
　割付処理画面で処理できる機能を
　示しています。
（壁処理・コーナー処理・立面図
　印刷）

入力処理の章で説明済みの
各種アイコンと同じです

表示切替ボタン
外周色表示と網掛け、壁や
区分の設定色など表示方法
の切替をおこないます。

パネル情報
割付パネルやコーナーの
枚数・本数などの情報が
表示されています。

寸法 ＯＮ/ＯＦＦボタン
入力時には寸法表示切替でしたが、割付時には板取
番号表示（ＯＮ）・非表示（ＯＦＦ）の切替ボタン
になります。

【全】・・・
　全立面の割付処理
【面】・・・
　表示立面の割付処理
【選】・・・
　処理壁の固定

ＰＯＩＮＴ
新規データや、立面のデータを変更した場合など

必ず　【全】割付または【面】割付を行って下さい。
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●パネルの外周ラインのみ描画　　　　　　　　　　　　　　　●パネルの中を網掛けで描画

　　　画面詳細2

●区分の設定色で描画　　　　
※参照　[環境設定]―[表示]―[パネル表示色]

パネル表示切替（設定色）

　　パネル表示の切り替えを行います。

　　　　　　

　　　　

パネル表示切替（網掛有無）

※参照　[環境設定]―[表示]―[壁表示色]　　パネル表示の切り替えを行います。

　　　　　　

　　　　

●壁の設定色で描画　　　　
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※参照　[環境設定]―[表示]―[パネル表示色]
●枚数の設定色で描画　　　　

●パネルの設定色で描画　　　　

※参照　[マスター設定]―[立面]―[パネル製品]
　　　　　―[壁]―[壁パネル]　パネル色

[壁パネル]　パネル色は、[マスター設定]―[共通]―[製品色]で登録されます
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割付したパネルやコーナーの枚数・本数などの情報が表示されています。

[Ｎｅｘｔ]ボタンで次の表示面に移り、[Ｂａｃｋ]ボタンで元の表示面に戻ります。

（全）は物件全体の各立面の各値の合計、（表）は表示されている立面の各値を表しています。

＜（全）総パネル情報＞・・・複数のパネル製品を使用する場合、その総合計

　　壁-板・・・・・ 各立面の板取りしたパネル枚数の総合計

　　壁-区・・・・・ 各立面の区分取りしたパネル枚数の総合計

　　総コーナー・・・各立面のコーナーパネル枚数の総合計

　　　　　　　　　　　（出隅コーナー・入隅コーナー・木口コーナーそれぞれの合計）

　　出コーナー・・・各立面の出隅コーナーパネル枚数の総合計

　　入コーナー・・・各立面の入コーナーパネル枚数の総合計

　　木コーナー・・・各立面の木口コーナーパネル枚数の総合計

パネル情報

＜（全）壁―＊＊＊＊＊＞・・・複数のパネル製品を使用する場合は、その製品ごとに

　　　　　　　　　　　　　　　　 表示面が作成されます。

　　壁-板・・・ 各立面でパネル＊＊＊＊＊を板取りしたパネル枚数の合計

　　壁-区・・・ 各立面でパネル＊＊＊＊＊を区分取りしたパネル枚数の合計

　　0.25・・・  0.25（1/4）区分となった各立面のパネル＊＊＊＊＊の枚数の合計

　　0.33・・・  0.33（1/3）区分となった各立面のパネル＊＊＊＊＊の枚数の合計

　　0.50・・・  0.50（2/4）区分となった各立面のパネル＊＊＊＊＊の枚数の合計

　　0.66・・・  0.66（2/3 ）区分となった各立面のパネル＊＊＊＊＊の枚数の合計

　　0.75・・・  0.75（3/4）区分となった各立面のパネル＊＊＊＊＊の枚数の合計

　　1.00・・・  1.00（4/4）区分となった各立面のパネル＊＊＊＊＊の枚数の合計

　　半Ｔ/Ｌ・・  各立面で半裁パネル（Ｔ/Ｌ　上部or左部）指示をした

　　　　　　　　 パネル＊＊＊＊＊の枚数の合計

　　半Ｄ/R・・   各立面で半裁パネル（D/R　下部or右部）指示をした

　　　　　　　　パネル＊＊＊＊＊の枚数の合計

＜（表）総壁パネル＞　・・・複数のパネル製品を使用する場合、その総合計

　　壁-板・・・・・ 表示されている立面の板取りしたパネル枚数の総合計

　　壁-区・・・・・ 表示されている立面の区分取りしたパネル枚数の総合計

　　　　　　以下、表示されている立面における各区分のパネル枚数の総合計

＜（表）壁―＊＊＊＊＊＞・・・・・・複数のパネル製品を使用する場合は、その製品ごとに

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　表示面が作成されます。

　　壁-板・・・・・ 表示されている立面でパネル＊＊＊＊＊を板取りしたパネル枚数の合計

　　壁-区・・・・・ 表示されている立面でパネル＊＊＊＊＊を区分取りしたパネル枚数の合計

　　　　　　以下、表示されている立面における各区分のパネル＊＊＊＊＊のパネル枚数の合計

※上記以外に、コーナーがある立面では

　　　　　　　　＜（表）総コーナーパネル＞の表示画面があります。

＊＊＊＊＊部には製品名称が
はいります

板取り・区分取りについては、Ｐ4－４0 ～ 4－41　をご参照ください。
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4-B　　壁の割付処理

　　　【全】割付1
□　全ての立面の外壁に一括で外壁材・コーナー材の割付をおこないます。

　　割付条件は全て同一で処理を行います。

　　

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[全面割付]ボタンを選択（クリック）します。

　　下記のようなパネル割付設定画面が表示されます。

３.　壁パネル・目地・コーナーなど各設定を行い[ＯＫ]ボタンを選択（クリック）します。

　　設定に応じて、全ての立面の外壁が割付けられます。

全面割付ボタン
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パネル割付処理詳細

①　割付
割付けの方向（横割り・縦割
り）と割付方法の設定

③　目地
縦・横の目地寸法と目地位置
の設定方法の設定

②　割付用目地設定
割付時に、目地設定した部分を有効にするかどうか
の設定。＜縦目地使用＞・＜横目地使用＞それぞれ
チェックを入れると設定有効になります

⑤　出隅コーナー
目地寸法・目地位置設定方法・
出隅コーナー製品の設定

⑥　入隅コーナー
目地寸法・目地位置設定方法・
入隅コーナー製品の設定

①　木口コーナー
目地寸法・目地位置設定方法・
木口コーナー製品の設定

割付を行う材の割付ける板方向を設定します。
部材のＷ寸法・Ｈ寸法をそれぞれ横・縦として割付ける設定（横割り）と
縦・横として割付ける設定（縦割り）の二つの設定があります。

①　割　付

縦割り

　H寸法（横）

　Ｗ寸法（縦）
横割り

　Ｗ寸法（横）

　H寸法（縦）

④　製品
割付をおこなうサイディング材製品の
設定をおこないます。
登録されたマスターからデータを参照
して入力が可能です。

縦割り・横割りのそれぞれの場合の割付方法の設定を図示します。
割付方法の設定は材のＨ寸法の方向を設定します。

●
●上から下へ

割付基点

●

●右から左へ

割付基点

●左から右へ

割付基点

●

●下から上へ

●

割付基点

この例示での目地位置設定は　＜下から上へ（左から右へ）＞となっています。

割付方向

割付方向

割付方向

割付方向
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●中央に板の

　　中心を

割付基点

●中央に板の

　　中心を

割付基点

中 心

中 心

●中央に板の

　　ジョイントを

割付基点

●中央に板の

　　ジョイントを

割付基点

中 心

中 心

●両端部から

　　　　中央へ

割付基点

●両端部から

　　　　中央へ

割付基点

中 心

中 心

板の割付時に、チェックをいれた目地設定部分が有効になります。
②割付用目地設定

●縦目地使用にチェックを入れた場合 ●縦目地使用にチェックを入れない場合

目地位置 目地位置

目地部を見ないで、割付けをおこないます。

●

●

●

●

●

● ● ●

割付方向

割付方向

割付方向 割付方向

割付方向 割付方向

割付方向

割付方向

割付方向

割付方向

割付方向割付方向



目地位置のプルダウンメニューは、パネル方向によって
変わります。左記はパネル方向＜横割り＞の場合、下記
は＜縦割り＞の場合です。
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③　目　地
縦横の目地の寸法を入力し、目地位置の設定をおこないます。
①割付　の設定が材のＨ寸法の方向を設定していたのに対して
目地位置の設定はＷ寸法の方向を設定します。

例として、

パネル方向　＜横割り＞　割付方向　＜下から上へ＞の設定で目地位置設定を考えます。

●目地設定　　両端部から中央へ

中 心

●目地設定　　左から右へ

割付基点

●

割付方向

●目地設定　　右から左へ

●
割付基点

割付方向

割付方向 割付方向

●目地設定　　中央に板の中心を

割付基点

中 心

●

割付方向

●目地設定　　中央に板のジョイントを

中 心

割付基点

●

割付方向 割付方向

割付基点

● ●
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④　製　品 割付を行うサイディング材の製品を設定します。
あらかじめマスター登録したデータから選択することで、メーカー・製品コード
長さ・幅の入力を行うことができます。

※参照　[マスター設定]―[立面]
　　　　　　　　　―[パネル製品]―[メーカー名]

１.　メーカーを選択します。

２.　製品のコードを入力します。

　　マスター参照して製品コードを入力することも可能です。

[マスター参照]ボタンをクリックすると、選択したメーカーの製品マスターが表示されます。

製品を選択すると、そのマスター登録されている長さ寸法・幅寸法が自動表示されます。

※参照　[マスター設定]―[立面]
　　　　　　　　　―[パネル製品]―[壁]

ＰＯＩＮＴ

製品の長さ・幅は、手入力で数値を入力

することが出来ます。

この長さは、割付けの基準長さ　　
となります。

コード手入力
マスターに登録されていない
製品コードを手入力することは
できません。
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⑤　出隅コーナー 割付を行う出隅コーナー材の目地寸法・目地位置や製品の設定をします。
製品の設定は、あらかじめマスター登録したデータから選択することで、
メーカー・製品コード・長さの入力を行うことができます。

１.　出隅コーナー製品が壁パネル製品と連動する場合、[壁パネルと連動]にチェックをいれます。

　　チェックをいれた場合、出隅製品は自動的に引用して選択されるため入力はできません。

壁パネルと連動チェック

※参照　[マスター設定]―[立面]
　　　　　―[パネル製品]―[壁]
　　　　　―＜壁パネル＞出隅コーナーコード

　　[壁パネルと連動]にチェックをいれない場合は、下記の通り出隅製品の設定を行います。

２.　目地寸法・目地位置の設定をおこないます。

　　出隅コーナーの目地位置の設定の考え方は、③目地　と同様です。

３.　出隅コーナーの製品のメーカーを選択します。

４.　製品のコードを入力します。マスター参照してコードを入力することも可能です。

　　[マスター参照]ボタンをクリックすると、選択したメーカーの製品マスターが表示されます。

　　製品を選択すると、そのマスター登録されている長さ寸法自動表示されます。

　　　　（※参照　[マスター設定]―[立面]―[パネル製品]―[コーナー]　）

コード手入力
マスターに登録されていない
製品コードを手入力することは
できません。

ＰＯＩＮＴ

製品の長さは、割付けの基準長さ　　
となります。
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⑥　入隅コーナー 割付を行う入隅コーナー材の目地寸法・目地位置や製品の設定をします。
製品の設定は、あらかじめマスター登録したデータから選択することで、
メーカー・製品コード・長さの入力を行うことができます。

設定の方法等については、出隅コーナーと同様の為、省略しています。

⑦　木口コーナー 割付を行う木口コーナー材の目地寸法・目地位置や製品の設定をします。
製品の設定は、あらかじめマスター登録したデータから選択することで、
メーカー・製品コード・長さの入力を行うことができます。

設定の方法等については、出隅コーナーと同様の為、省略しています。

　　　【面】割付2
□　表示している立面にのみ外壁材・コーナー材の割付をおこないます。（面単位の割付け処理）

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[面割付]ボタンを選択（クリック）します。

　　下記のようなパネル割付設定画面が表示されます。

３.　壁パネル・目地・コーナーなど各設定を行い[ＯＫ]ボタンを選択（クリック）します。

　　設定に応じて、表示している立面の外壁が割付けられます。

面割付ボタン

パネル割付設定画面の詳細は、＜【全】割付＞の場合と
ほぼ同じです。
壁パネル＜方法＞・目地＜位置＞の設定に追加されている
項目があります。
＜【面】割付け＞の場合のパネル割付設定画面について、
＜【全】割付＞に追加されている項目に関しては次ページ
をご参照ください。
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割　付 ＜【面】割付＞　の割付方法に関して
板端部　位置指定（個別）・板端部　位置指定（全体）
板中央　位置指定（個別）・板中央　位置指定（全体）
が　＜【全】割付＞　に追加されています。

それぞれ、板の割付位置を任意に指定して割付けを行う設定と
なります。

それぞれの設定で[ＯＫ]ボタンをクリックすると、割付開始位置指定
の青線が表示されます。
割付開始位置を指定（クリック）すると、それぞれの条件に合わせて
板の割付を行います。

●板端部　位置指定（個別）

●

割付基点

表示している立面のそれぞれの壁ごとに、割付開始位置を指示します。
指示された位置が板の端部になります。

割付開始位置指示線

●

割付基点

●板中央　位置指定（個別）

表示している立面のそれぞれの壁ごとに、割付開始位置を指示します。
指示された位置が板の中央になります。

●板端部　位置指定（全体）

表示している立面の壁全体に、ひとつの割付開始位置を指示します。
指示された位置が板の端部になります。

割付開始位置指示線

●板中央　位置指定（全体）

表示している立面の壁全体に、ひとつの割付開始位置を指示します。
指示された位置が板の中央になります。

ＰＯＩＮＴ

割付を行った際に、画面上に★印で表示
される部分は、板寸法が規定外で加工が

不可能な板を表しています。

　※　参照　＜エラーサイズパネル＞

　　　[環境設定]―[立面割付]

　　　　　　　　―最小パネルサイズ設定

　　　　P9-9～9-10

開口端部を選択する場合は、
Ｓｈｉｆｔキーのスナップ
機能が有効です

※この例示での目地位置設定は　
　＜左から右へ＞となっています。
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目　地 ＜【面】目地＞　の位置設定に関して
板端部　位置指定（個別）・板端部　位置指定（全体）
板中央　位置指定（個別）・板中央　位置指定（全体）
が　＜【全】目地＞　に追加されています。

それぞれ、目地位置を任意に指定して割付けを行う設定と
なります。

それぞれの設定で[ＯＫ]ボタンをクリックすると、割付開始位置指定
の青線が表示されます。
目地位置（割付開始位置）を指定（クリック）すると、それぞれの
条件に合わせて板の割付を行います。

●板端部　位置指定（個別）

●

割付基点

表示している立面のそれぞれの壁ごとに、目地位置（割付開始位置）
を指示します。指示された位置が板の端部になります。

割付開始位置指示線

開口端部を選択する場合は、
Ｓｈｉｆｔキーのスナップ
機能が有効です

●板中央　位置指定（個別）

表示している立面のそれぞれの壁ごとに、目地位置（割付開始位置）
を指示します。指示された位置が板の中央になります。

割付基点

●●板端部　位置指定（全体）

表示している立面の壁全体に、ひとつの目地位置（割付開始位置）
を指示します。指示された位置が板の端部になります。

割付開始位置指示線

●板中央　位置指定（全体）

表示している立面の壁全体に、ひとつの目地位置（割付開始位置）
を指示します。指示された位置が板の中央になります。

※この例示では、パネル方向　＜横割り＞　
割付方向　＜下から上へ＞の設定で考えています。
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　　　個々の壁の割付3
□　表示している立面の個々の壁に外壁材の割付をおこないます。

　　（この方法では外壁材のみを割付け、コーナー材の割付けは行いません。）

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[割付処理]ボタンを選択（クリック）します。

　　下記のような入力処理ボタンが表示されます。

３.　[割付]ボタンを選択（クリック）し、割付けを行う壁を指示（クリック）します。

４.　指示した壁の外周が緑色に変わります。その壁上で右クリックをおこないます。

　　下記のようなパネル割付設定画面が表示されます。割付・目地・製品など各設定を行い[ＯＫ]ボタンを

　　選択（クリック）します。設定に応じて、選択した壁が割付けられます。

この方法では、コーナーの割付はできません
ので、パネル割付設定画面の各コーナーの設定
は入力できなくなっています。

割付けを行う壁を
選択して

　　右クリック 割付ボタン

選択した壁だけが
割付けられます

割付処理ボタン
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　　　個々の壁に対する割付用目地の設定4
□　個々の壁に対して割付用目地の設定をおこなうことができます。（割付前に設定します。）
　

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[割付処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[割付用目地入力]ボタンを選択（クリック）し、目地入力位置の１点目（始点）を指示（クリック）します。

４.　目地入力位置の２点目（終点）を指示（クリック）すると、下記のような割付用目地位置設定画面が表示され

　　ます。（終点を指示するまで青線で線を表示します。）

５.　各項目を確認し[ＯＫ]ボタンを選択（クリック）すると、壁上に目地が表示されます。

　　　（※　目地の表示色は、　【環境設定】―【表示】-その他　割付用目地　　で設定できます。）

割付用目地位置を
２点指示で入力

割付用目地入力ボタン

割付用目地と割付用目地設定

割付用目地設定
＜縦目地使用＞
＜横目地使用＞

割付用目地を入力しても、パネル割付設定の＜割付用目地設定＞
にチェックが入らない場合、目地設定を無視してパネルの割付を
行います。

●縦目地使用にチェックを入れない場合

目地位置

目地部を見ないで、割付けをおこないます。

開口端部を選択する場合は、
Ｓｈｉｆｔキーのスナップ
機能が有効です

割付処理ボタン
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割付用目地位置設定詳細

原点より
目地を入力した１点目の位置の原点（０，０）からの距離
（縦目地ならＸ方向・横目地ならＹ方向の値）

目地（左）・目地（上）
入力した目地から、その最近位置の左側目地（上側目地）までの距離
（入力した目地以外に目地が入力されていない場合は、表示されません）

目地（右）・目地（下）
入力した目地から、その最近位置の右側目地（下側目地）までの距離
（入力した目地以外に目地が入力されていない場合は、表示されません）

目地幅
入力した目地の幅寸法を入力

目地角度
目地入力の１点目と２点目の角度　（０度：縦目地　　90度：横目地　）

　　　割付用目地の削除5
□　入力した割付用目地の削除をおこないます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[割付処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[割付用目地削除]ボタンを選択（クリック）し、削除する目地を指示（クリック）します。

４.　指示した目地が緑色に表示されます。そこで右クリックすると指示した目地が削除されます。

壁（左）・壁（上）
目地を入力した位置から左側の壁（上側の壁）の端部までの距離
（表示する立面上に入力されている全ての壁の中でもっとも遠い端部）
壁（右・下）や目地（左・右・上・下）と連動

壁（右）・壁（下）
目地を入力した位置から右側の壁（下側の壁）の端部までの距離
（表示する立面上に入力されている全ての壁の中でもっとも遠い端部）
壁（左・上）や目地（左・右・上・下）と連動

上記表示は縦目地の場合の割付用目地位置設定画面です。

横目地の場合は上から順に

目地角度・原点より・壁（上）・壁（下）

目地（上）・目地（下）・目地幅

となります。

削除する目地を
クリック
その後右クリック
で削除します

割付用目地削除ボタン
割付処理ボタン
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　　　割付用目地の移動とコピー6
□　入力した割付用目地の点移動をおこないます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタン、[割付処理]ボタンを選択（クリック）します。

２.　[割付用目地点移動]ボタンを選択（クリック）し、移動する目地の点を指示（クリック）します。

３.　移動先位置を指示すると下記のような点移動画面が表示されます。［OK］ボタンを選択すると移動先に目地が

　　移動します。目地は移動先の位置が指示されるまで青線で表示されます。

割付用目地点移動ボタン

□　入力した割付用目地のコピーをおこないます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタン、[割付処理]ボタンを選択（クリック）します。

２.　[割付用目地コピー]ボタンを選択（クリック）し、コピーする目地を指示（クリック）します。

３.　下記のようなコピー方法画面が表示されます。＜マウス＞によるコピーを選択すると、指示した目地と同じ形状

　　の目地線が青線で表示されます。コピー先の位置を指示すると割付用目地コピー画面が表示されます。

　　［OK］ボタンを選択すると指示先に目地がコピーされます。

４.　＜ダイアログ＞によるコピーを選択すると、割付用目地コピー画面が表示されます。各設定を行い［OK］ボタン

　　を選択すると設定先に目地がコピーされます。

割付用目地コピーボタン

※　割付用目地の移動とコピーについては、コーナーの移動・コピーと同様の操作方法となります。　参照　P3-27

割付処理ボタン

割付処理ボタン
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4-C　　壁割付の修正処理

　　　目地処理（割付後）1

□　割付をした壁に修正をおこないます。

　　目地の追加・製品の変更・区分の変更・半裁パネルの設定などを行うことができます。

□　目地入力・・・壁の割付後に割付目地の入力をおこないます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[目地処理]ボタンを選択（クリック）します。

　　下記のような入力処理ボタンが表示されます。

３.　[目地入力]ボタンを選択（クリック）し、２点入力で目地位置を指示（クリック）します。

４.　下記のような目地位置指定画面が表示されます。各設定を行い[ＯＫ]ボタンを選択します。

　　設定に応じて目地が配置されます。

目地入力ボタン目地処理ボタン

開口端部を選択する場合は、
Ｓｈｉｆｔキーのスナップ
機能が有効です

１

２

目地が追加
されます
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目地位置設定詳細

目地芯から左・目地芯から上
目地寸法を目地芯から左側（上側）にどれだけとるのかを入力します

目地芯から右・目地芯から下
目地寸法を目地芯から右側（下側）にどれだけとるのかを入力します

原点より（X）・原点より（Y）
目地を入力した１点目の位置の原点（０，０）からの距離

左パネル長さ・上パネル長さ
目地入力された壁パネルの目地から左側（上側）の長さ
壁（左・右・上・下）や右・下パネル長さと連動

左パネル長さ・上パネル長さ
目地入力された壁パネルの目地から左側（上側）の長さ
壁（左・右・上・下）や右・下パネル長さと連動

目地幅
入力された目地の幅寸法
（下記の目地芯から左・右の合計値が自動入力されます）

壁（左）・壁（上）
目地を入力した位置から左側の壁（上側の壁）の端部までの距離
（表示する立面上に入力されている全ての壁の中でもっとも遠い端部）
壁（右・下）や左・右（上・下）パネル長さと連動

壁（右）・壁（下）
目地を入力した位置から右側の壁（下側の壁）の端部までの距離
（表示する立面上に入力されている全ての壁の中でもっとも遠い端部）
壁（左・上）や左・右（上・下）パネル長さと連動

上記表示は縦目地の場合の目地位置設定画面です。

横目地の場合は上から順に

目地幅・目地芯から上・目地心から下・原点より（Y）

壁（上）・壁（下）・上パネル長さ・下パネル長さ

となります。

□　目地削除・・・壁の割付後に割付目地の削除をおこないます。
　　　　　　　　　　【全】割付や【面】割付で作成された目地の削除も可能です。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[目地処理]ボタンを選択（クリック）します。

　　下記のような入力処理ボタンが表示されます。

３.　[目地削除]ボタンを選択（クリック）します。

４.　削除する目地を左ドラッグで囲んで範囲指定を行うと、その範囲内の目地が削除されます。

目地削除ボタン目地処理ボタン

１

２

削除する目地を

左ドラッグで
囲みます
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１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[目地処理]ボタンを選択（クリック）します。

　　下記のような入力処理ボタンが表示されます。

３.　[開口位置合わせ]ボタンを選択（クリック）し、位置合わせを行う開口を指示（クリック）します。

　　開口を指示した位置から一番近い角が、壁パネルの角にスナップします。

　　位置合わせをしたい開口の角を指示してください。

４.　指示した開口が移動する位置を指示（クリック）すると、開口が移動します。

５.　開口位置の移動に伴い、下記のような確認画面が表示されます。壁パネルを再割付する場合は、続けて表示

　　されるパネル割付設定画面で割付の設定を行います。

開口位置合わせボタン目地処理ボタン

□　開口位置合わせ・・・壁の割付後に目地位置に合わせて開口の位置あわせを行うことができます。

開口の角が、各壁パネル
の角にスナップします



製品変更をおこなう
壁パネルをクリック

その後右クリック
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　　　製品変更2
□　個別指定・・・壁の割付後に、個々のパネル１枚ごとに壁パネル製品の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[製品処理]ボタンを選択（クリック）します。

　　下記のような入力処理ボタンが表示されます。

３.　[個別指定]ボタンを選択（クリック）し、製品変更を行うパネルを指示（クリック）します。

４.　指示したパネルの色が緑色に変わりますので、そこで右クリックを行います。

　　下記のような製品選択画面が表示されます。変更後の製品のメーカー・コードを入力して[ＯＫ]ボタンを

　　選択します。マスター参照を利用して入力することも可能です

製品処理ボタン 個別指定ボタン
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②　ドラッグで囲むように範囲指定すると、
　　　囲んだ範囲内の複数のパネルを一度に選択する
　　　ことができます。

複数パネルの選択

Ｓｈｉｆｔキーを
押しながら、それぞれの
パネルをクリック！
または、ドラッグで囲んで
範囲指定

□　製品指定・・・壁の割付後に、割付した製品ごとにパネル製品の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[製品処理]ボタンを選択（クリック）します。

　　下記のような入力処理ボタンが表示されます。

３.　[製品指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような画面が表示されます。

　　ここには割付を行ったパネル製品が全て一覧となって表示されます。

４.　変更を行う製品にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択すると、製品選択画面が表示されます。

　　変更後の製品のメーカー・コードを入力して[ＯＫ]ボタンを選択します。マスター参照の利用も可能です。

製品処理ボタン 製品指定ボタン

割付を行ったパネル
製品が全て一覧で
表示されています

①　Ｓｈｉｆｔキーを押しながらパネルを選択
　　（クリック）すると複数のパネルを一度に選択する
　　　ことができます。

個別指定を選択している場合には

下記の2つの方法で複数のパネルを一度に選択することができます。

※　製品変更の場合だけでなく、区分変更、枚数変更

　　などでも同様の操作で複数パネルを選択することが

　　出来ます。
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□　区分指定・・・壁の割付後に、割付したパネル区分ごとにパネル製品の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[製品処理]ボタンを選択（クリック）します。

　　下記のような入力処理ボタンが表示されます。

３.　[区分指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような区分選択画面が表示されます。

４.　変更を行うパネル区分にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択すると、製品選択画面が表示されます。

　　変更後の製品のメーカー・コードを入力して[ＯＫ]ボタンを選択します。マスター参照の利用も可能です。

製品処理ボタン 区分指定ボタン

変更を行うパネル
区分にチェック

□　全体指定・・・壁の割付後に、割付したパネル全てのパネル製品を一括して変更することができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[製品処理]ボタンを選択（クリック）します。

　　下記のような入力処理ボタンが表示されます。

３.　[全体指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような製品選択画面が表示されます。

　　変更後の製品のメーカー・コードを入力して[ＯＫ]ボタンを選択します。マスター参照の利用も可能です。

製品処理ボタン 全体指定ボタン
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　　　パネル区分変更3
□　個別指定・・・壁の割付後に、個々のパネル１枚ごとにパネル区分の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[区分処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[個別指定]ボタンを選択（クリック）し、パネル区分変更を行うパネルを指示（クリック）します。

４.　指示したパネルの色が緑色に変わりますので、そこで右クリックを行います。

　　下記のような区分設定画面が表示されます。変更後のパネル区分にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択します。

区分処理ボタン 個別指定ボタン

区分変更をおこなう
壁パネルをクリック

その後右クリック

□　製品指定・・・壁の割付後に、割付した製品ごとにパネル区分の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[区分処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[製品指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような画面が表示されます。

　　ここには割付を行ったパネル製品が全て一覧となって表示されます。

４.　変更を行う製品にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択すると、区分設定画面が表示されます。

　　変更後のパネル区分にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択します。

区分処理ボタン 製品指定ボタン

割付を行ったパネル
製品が全て一覧で
表示されています
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□　区分指定・・・壁の割付後に、割付したパネル区分ごとにパネル区分の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[区分処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[区分指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような区分選択画面が表示されます。

４.　変更を行うパネル区分にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択すると、区分設定画面が表示されます。

　　変更後のパネル区分にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択します。

区分処理ボタン 区分指定ボタン

変更を行うパネル
区分にチェック

□　全体指定・・・壁の割付後に、割付したパネル全てのパネル区分を一括して変更することができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[区分処理]ボタンを選択（クリック）します

３.　[全体指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような区分設定画面が表示されます。

　　変更後のパネル区分にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択します。

区分処理ボタン 全体指定ボタン
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　　　パネル枚数変更4
□　個別指定・・・壁の割付後に、個々のパネル１枚ごとにパネル枚数の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[枚数処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[個別指定]ボタンを選択（クリック）し、パネル枚数変更を行うパネルを指示（クリック）します。

４.　指示したパネルの色が緑色に変わりますので、そこで右クリックを行います。

　　下記のような枚数設定画面が表示されます。変更後のパネル枚数を入力し[ＯＫ]ボタンを選択します。

枚数処理ボタン 個別指定ボタン

枚数変更をおこなう
壁パネルをクリック

その後右クリック

□　製品指定・・・壁の割付後に、割付した製品ごとにパネル枚数の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[枚数処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[製品指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような画面が表示されます。

　　ここには割付を行ったパネル製品が全て一覧となって表示されます。

４.　変更を行う製品にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択すると、枚数設定画面が表示されます。

　　変更後のパネル枚数を入力して[ＯＫ]ボタンを選択します。

枚数処理ボタン 製品指定ボタン

割付を行ったパネル
製品が全て一覧で
表示されています

　　通常では、パネル割付け枚数は１枚ですが、ベランダ表裏など同位置に２枚以上複数のパネルを割付ける

　　場合に、このパネル枚数処理機能を利用して手動で複数枚となるパネルを指示します。
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□　区分指定・・・壁の割付後に、割付したパネル区分ごとにパネル枚数の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[枚数処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[区分指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような区分選択画面が表示されます。

４.　変更を行うパネル区分にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択すると、枚数設定画面が表示されます。

　　変更後のパネル枚数を入力して[ＯＫ]ボタンを選択します。

枚数処理ボタン 区分指定ボタン

変更を行うパネル
区分にチェック

□　全体指定・・・壁の割付後に、割付したパネル全てのパネル枚数を一括して変更することができます。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[枚数処理]ボタンを選択（クリック）します

３.　[全体指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような枚数設定画面が表示されます。

　　変更後のパネル枚数を入力して[ＯＫ]ボタンを選択します。

枚数処理ボタン 全体指定ボタン
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　　　半裁パネル処理5
　　SDデザイナーでは、長さ方向について自動的にパネルの取回しを行います。

　　幅方向についての取回しは、必要に応じてこの半裁処理機能を利用して手動で指示を行います。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[半裁パネル処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[上・左半裁パネル指定]ボタンを選択（クリック）し、半裁パネル指示を行うパネルを指示（クリック）します。

４.　指示したパネルの色が緑色に変わりますので、そこで右クリックを行います。

　　指示したパネルが横割りの場合の上側の時、<Ｔ>　の文字が表示されます。（縦割りの場合の左側の時は　<Ｌ>）

半裁パネル処理ボタン

半裁パネル指示を
おこなう
壁パネルをクリック

その後右クリック

□　上（左）半裁パネル指定・・・幅方向の取回し可能な製品について、横割りの場合の上側・縦割りの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 場合の左側で使用されている半裁パネルを指示します。

上・左半裁パネル指定ボタン

＜L＞の文字が
指示した半裁パネル
に表示されます

複数パネルの選択

②ドラッグで囲むように範囲指定すると、囲
    んだ範囲内の複数のパネルを一度に選択すること
    がきます。

①Ｓｈｉｆｔキーを押しながらパネルを選択
　（クリック）すると複数のパネルを一度に選択する
　 ことができます。

半裁パネル処理の場合も複数パネルの選択は次の2つの方法で行うことができます。

隣合っていない（離れている）
パネルを複数選択する場合は、
Shiftキーを押しながらクリック
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１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[半裁パネル処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[下・右半裁パネル指定]ボタンを選択（クリック）し、半裁パネル指示を行うパネルを指示（クリック）します。

４.　指示したパネルの色が緑色に変わりますので、そこで右クリックを行います。

　　指示したパネルが横割りの場合の下側の時、<D>　の文字が表示されます。（縦割りの場合の左側の時は　<R>）

半裁パネル処理ボタン

半裁パネル指示を
おこなう
壁パネルをクリック

その後右クリック

□　下（右）半裁パネル指定・・・幅方向の取回し可能な製品について、横割りの場合の下側・縦割りの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 場合の右側で使用されている半裁パネルを指示します。

下・右半裁パネル指定ボタン

＜R＞の文字が
指示した半裁パネル
に表示されます

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[半裁パネル処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[半裁パネル指定解除]ボタンを選択（クリック）し、指定解除する半裁パネルを指示（クリック）します。

４.　指示した半裁パネルの色が緑色に変わりますので、そこで右クリックを行います。

　　パネルに表示されていた <T> <Ｄ> <Ｌ> <Ｒ> の文字表示が消去します。

□　半裁パネル指定の解除・・・パネルの半裁パネル指定を解除します。

半裁パネル処理ボタン 半裁パネル指定解除ボタン
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　　　板取り処理6
　　SDデザイナーでは、割付けを行った際は自動的に板取り処理を行っています。

　　割付後、修正を加えたり、板取番号の変更を行った場合など、この板取機能を利用して再処理を行います。

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[板取り処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[自動№付け]ボタンを選択（クリック）します。

　　板取りナンバーがそれぞれのパネルに再付与され表示されます。

□　自動№付け・・・板取りの再処理を自動で行います。

板取り処理ボタン 自動№付けボタン

寸法 ＯＮ/ＯＦＦボタン
割付時には板取番号表示（ＯＮ）
非表示（ＯＦＦ）の切替ボタン

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[板取り処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[№チェック]ボタンを選択（クリック）します。

　　板取りチェックを行い、下記のような板取りチェック結果画面を表示します。

　　チェックの結果が不都合な場合、不都合な板取りナンバーを表示します。

□　№チェック・・・板取りのチェック処理を行い、チェック結果が不都合な場合、エラー表示をします。

板取り処理ボタン №チェックボタン

エラーが表示された
場合は、再板取処理
を行って下さい。
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　　　パネル情報の表示7
１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[パネル情報]ボタンを選択（クリック）します。

３.　パネル情報を表示したいパネルを指示（クリック）します。

４.　指示したパネルの色が緑色に変わり、同時に下記のよう壁パネル情報画面が表示されます。

　　表示の上部は割付けられたパネル自身の情報、下部は割付けられたパネル製品の情報が表示されています。

５.　それぞれの項目について変更を行うことが出来ます。変更を行った場合、下記のような板取の再処理を促す

　　確認画面が表示されます。

□　パネル情報・・・割付けをした個々のパネルの情報を表示して確認や修正を行うことができます。

パネル情報ボタン

パネル情報の表示を
おこなう
壁パネルをクリック

パネル個々の情報が
表示されます

パネル製品の情報が
表示されます

情報の変更を行った場合は、
必ず板取処理の再処理を行って
下さい。
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　　　処理範囲の固定8

１．割付画面を表示して、[壁処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．[矩形選択ロックＯｎ/Ｏｆｆ]ボタンをＯｎの状態にします。

　　　　＜注意＞壁処理の中の各処理（割付処理・目地処理・製品処理など）を選択した状態では、

　　　　　　　　この[矩形選択ロックＯｎ/Ｏｆｆ]ボタンをＯｎの状態にすることは出来ません。

３．表示されている立面の中から、範囲固定をする壁を指示（クリック）します。

　　指示された壁面は赤線で囲んで表示されます。

４.　割付処理や修正処理を行います。指示された壁面にのみ処理が行われます。

□　表示立面の中で処理を行う壁を固定することが出来ます。

　　壁の割付処理や割付後の修正処理のどの処理についても利用することが可能です。

　　コーナーの割付や割付後の処理についても利用することが可能ですが、ここでは壁処理について説明を

　　行います。

範囲固定を行う
壁をクリック

矩形選択ロックＯｎ/Ｏｆｆボタン

例として

【面】割付けをおこないます。

指示された壁面にのみ割付け処理が

行われます。
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4-D　　コーナー割付処理

　　　個々のコーナーの割付1

□　【全】割付（全面割付）や【面】割付（面単位割付）の処理では、壁とコーナーを同時に割付けを行うこと

　　ができましたが、壁単位の割付では壁パネルのみの割付を行います。

　　このような、コーナーの割付が行われていない壁に対してコーナー材のみを割付することができます。

１．割付画面を表示して、[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[割付処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[割付]ボタンを選択（クリック）し、割付けを行うコーナーを指示（クリック）します。

４.　指示したコーナーの外周が緑色に変わります。そのコーナー上で右クリックをおこないます。

　　下記のようなパネル割付設定画面が表示されます。目地寸法・目地位置・製品など各設定を行い[ＯＫ]ボタンを

　　選択（クリック）します。設定に応じて、コーナーが割付けられます。

割付けを行う壁を
選択して

　　右クリック
割付ボタン割付処理ボタン

コーナー処理ボタン



4-E　　コーナー割付の修正処理

□　割付をしたコーナーに修正をおこないます。

　　目地の追加・製品の変更・枚数の変更の設定などを行うことができます。

　　処理方法は壁割付の修正処理と同様です。

□　目地入力・・・コーナーの割付後に割付目地の入力をおこないます。

１．割付画面を表示して、[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[目地処理]ボタンを選択（クリック）します。

３.　[目地入力]ボタンを選択（クリック）し、２点入力で目地位置を指示（クリック）します。

４.　下記のような目地位置指定画面が表示されます。各設定を行い[ＯＫ]ボタンを選択します。

　　設定に応じて目地が配置されます。

開口端部を選択する場合は、
Ｓｈｉｆｔキーのスナップ
機能が有効です

１２
目地入力ボタン目地処理ボタン

※　目地位置設定画面の詳細は、

      [壁割付の修正処理]―[目地処理]を

      ご参照ください。
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指示位置に
目地が追加されます

　　　目地処理（割付後）1



１

２
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□　目地削除・・・コーナーの割付後に割付目地の削除をおこないます。
　　　　　　　　　　【全】割付や【面】割付で作成された目地の削除も可能です。

１．割付画面を表示して、[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[目地処理]ボタンを選択（クリック）し、[目地削除]ボタンを選択（クリック）します。

３.　削除する目地を左ドラッグで囲んで範囲指定を行うと、その範囲内の目地が削除されます。

目地削除ボタン削除する目地を

左ドラッグで
囲みます

目地処理ボタン

製品変更をおこなう
コーナークリック

その後右クリック

□　個別指定・・・コーナーの割付後に、個々のコーナー材ごとに製品の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[製品処理]ボタン、[個別指定]ボタンを選択（クリック）し、製品変更を行うコーナーを

　　指示（クリック）します。

３.　指示したコーナーの色が緑色に変わりますので、そこで右クリックを行います。

　　下記のような製品選択画面が表示されます。変更後の製品のメーカー・コードを入力して[ＯＫ]ボタンを

　　選択します。マスター参照を利用して入力することも可能です

製品処理ボタン 個別指定ボタン

　　　製品変更2
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□　製品指定・・・コーナーの割付後に、コーナー製品ごとに製品の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[製品処理]ボタン、[製品指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような画面が

　　表示されます。ここには割付を行ったコーナー製品が全て一覧となって表示されます。　　

３.　変更を行う製品にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択すると、製品選択画面が表示されます。

　　変更後の製品のメーカー・コードを入力して[ＯＫ]ボタンを選択します。マスター参照の利用も可能です。

割付を行ったコーナー
製品が全て一覧で
表示されています

製品処理ボタン 製品指定ボタン

□　全体指定・・・コーナーの割付後に、コーナー全ての製品を一括して変更することができます。

１．割付画面を表示して、[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[製品処理]ボタン、[全体指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような製品

　　選択画面が表示されます。

　　変更後の製品のメーカー・コードを入力して[ＯＫ]ボタンを選択します。マスター参照の利用も可能です。

製品処理ボタン 全体指定ボタン
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　　　枚数変更3
□　個別指定・・・コーナーの割付後に、個々のコーナー１枚ごとに枚数の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[枚数処理]ボタン、[個別指定]ボタンを選択（クリック）し、枚数変更を行うコーナー

　　を指示（クリック）します。

３.　指示したコーナーの色が緑色に変わりますので、そこで右クリックを行います。

　　下記のような枚数設定画面が表示されます。変更後の枚数を入力し[ＯＫ]ボタンを選択します。

枚数変更をおこなう
コーナーをクリック

その後右クリック

□　製品指定・・・コーナーの割付後に、製品ごとにコーナー枚数の変更を行うことができます。

１．割付画面を表示して、[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[枚数処理]ボタン、[製品指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような画面が

　　表示されます。ここには割付を行ったコーナー製品が全て一覧となって表示されます。

３.　変更を行う製品にチェックを入れ[ＯＫ]ボタンを選択すると、枚数設定画面が表示されます。

　　変更後の枚数を入力して[ＯＫ]ボタンを選択します。

　　通常では、コーナー割付け枚数は１枚ですが、同位置に２枚以上複数のパネルを割付ける場合に、

　　このコーナー枚数処理機能を利用して手動で複数枚となるコーナーを指示します。

枚数処理ボタン 個別指定ボタン

枚数処理ボタン 製品指定ボタン

割付を行ったコーナー
製品が全て一覧で
表示されています
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□　全体指定・・・コーナーの割付後に、割付した全てのコーナー枚数を一括して変更することができます。

１．割付画面を表示して、[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[枚数処理]ボタン、[全体指定]ボタンを選択（クリック）すると、下記のような枚数

　　設定画面が表示されます。変更後のパネル枚数を入力して[ＯＫ]ボタンを選択します。

枚数処理ボタン 全体指定ボタン

　　　コーナーパネル情報の表示4
１．割付画面を表示して、[コーナー処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、[パネル情報]ボタンを選択（クリック）します。

３.　パネル情報を表示したいコーナーを指示（クリック）します。

４.　指示したコーナーの色が緑色に変わり、同時に下記のようなコーナーパネル情報画面が表示されます。

　　表示の上部は割付けられたコーナーパネル自身の情報、下部は割付けられたコーナーパネル製品の情報が

　　表示されています。それぞれの項目について変更を行うことが出来ます。

□　コーナー情報・・・割付けをした個々のコーナーの情報を表示して確認や修正を行うことができます。

コーナーパネル情報
の表示をおこなう
コーナーをクリック

個々のコーナー情報
が表示されます

コーナーパネル製品
の情報が表示されます

パネル情報ボタン
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4-F　　立面図の印刷

　　　立面図印刷処理1

□　表示されている立面の割付図を印刷します。

　　割付画面以外、積算画面や印刷画面からでも立面図印刷を行うことが出来ます。

１．割付画面を表示して、[立面図印刷]ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような印刷画面が表示されます。印刷を行うプリンタの設定を行い[ＯＫ]ボタンを選択すると

　　プリンタへの出力が行われます。

立面図印刷ボタン

表示されている
立面図が印刷されます
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パネル材の横方向（長手方向）を基準に取り回しをおこないます。

板取り

真物製品サイズ

基本の考え方としては、出来る限り残パネルが少なく、カット数が少ないように板取りをおこないます。
割付を行ったそれぞれのパネルの横方向の長さを、製品の長さ（横方向長さ）に当てはめます。

■板取りの基本の考えかた

割付長さ ＋ パネル切しろ（パネルクリア値） ＋ 割付長さ・・・・　

と順に当てはめます。

3030 11001500

ＳＤデザイナーでは、割付した部材の実数長さを、そのまま製品の定尺長さに当てはめて枚数換算を
行うのではなく、取りまわしを考慮して本数（枚数）換算を行います。
取り回しの考え方には、板取りと区分取りがあります。

板取りと区分取り

455

250

2730 400

■柄入りパネルの板取りの考えかた

※　板取り設定の条件は環境設定をご参照ください
　　　参照　【環境設定】－【立面板取り・枚数】

柄入りのパネル製品の板取りの場合は、上記の考え方にプラスして柄の長さ（タイル長）と目地長さ
（タイル目地長）を当てはめます。
パネルの取り回し開始位置が必ず柄の開始位置になるように計算して板の取り回しを行います。

タイル長 タイル目地長

カット位置

次の取り回し開始位置

カット位置

次の取り回し開始位置

切しろ（パネルクリア値）

必要総数　２枚
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実際の部材の取りまわしに応じて、割付部材の実数長さを区分分けし、製品の枚数を算出します。
区分は1/3・1/4・全部（1/3と1/4をあわせた区分）の３つのパターンから選択できます。
　（区分の設定　　　【環境設定】－【立面板取り・枚数】　）

1/3

＜区分設定が１／４の場合　の算出方法＞

区分設定が　1/4・定尺長さが　3000、割付部材の実数長さが下記の場合の
必要製品数の求め方は次のような仕組みで考えられます。　　　　　　　　　　

＜区分設定が全部（１／３＆１／４）の場合の算出方法＞

分割数が　1/3と1/4　、定尺長さが3000とします。この場合の区分分けは下記のように考えられます。　　

3000

1/4 1/4 1/4 1/4

区分分け
実数長さ範囲　　　　区分
　    0～  750　　　1/4
  751～1000　　　1/3
1001～1500　　   2/4
1501～2000　 　  2/3
2001～2250　 　  3/4
2251～3000　 　  3/3

1/3 1/3

区分分け
実数長さ範囲　　　　区分
　    0～  750　　　1/4
  751～1500　　　2/4
1501～2250　　   3/4
2251～3000　 　  4/4

割付部材の実数長さと数量

600　　×4

800　　×4

1200　 ×5

2000　 ×2

区分取り結果
（上記区分分けに当てはめた結果）

1/4　×4　・・・①

2/4　×9　・・・②

3/4　×2　・・・③

③　より　必要数　定尺2枚　端材1/4　2枚余り ②　より　必要数　定尺5枚　　端材2/4　1枚余り

換算結果

必要総数　定尺7枚

　端材1/4×2を①に取り回し利用

　　　（①の残り　1/4×2）

区分取り

3000

1/4 1/4 1/4 1/4

端材2/4×1を①に

取り回し利用
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5-A　　副資材入力画面

　　　副資材入力画面1

□　入力した壁面に副資材の入力を行います。

　　パネル材・コーナー材以外の部材を副資材と呼び、あらかじめ設定されている[固定部材]とマスターで設定

　　を行う[設定部材]があります。

　　入力方法には、【全】処理（全ての立面を一括処理）・【面】処理（表示立面を処理）の自動拾いによる

　　入力と手入力による個々の入力があります。まず【全】処理か【面】処理を行い、その後手入力による入力

　　や修正を行います。

東西南北等作成した各立面が、
タグに分かれて表示されます。

表示エリア
（拡大・縮小可能です）

今選択している処理（コマンド）と
その処理方法を表示しています

マウスカーソルのある位置の
XY座標を表示しています。

１．立面入力画面のシステム入力手順ボタンの[副資材入力処理]ボタンをクリックします。

　（メニューに戻っている場合は、ＳＤデザイナー　メインメニューから【副資材】ボタンをクリックします。）

２．下記のような副資材入力画面が表示されます。

副資材入力処理機能ボタンに応じて
目地・コーナーなどの設定方法の
ボタンが表示されます。

副資材入力処理機能ボタン
　副資材入力処理画面で処理できる
　機能を示しています。
（固定部材処理・設定部材処理・
　副資材印刷）

入力処理の章で説明済みの
各種アイコンと同じです

部材・コーキング情報
それぞれの副資材部材・
コーキングの長さの情報
が表示されています。

【全】・・・
　全ての立面を一度に処理
【面】・・・
　表示立面だけを処理

連続入力
副資材を手入力する際
表示されます

ＰＯＩＮＴ
新規データや、立面のデータ・割付処理を変更した場合など

必ず　【全】処理または【面】処理を行って下さい。
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　　　副資材の【全】処理1

１．副資材入力画面を表示して、[全処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．全立面の自動拾い設定された副資材（固定部材＆設定部材）を自動で拾います

目地ボタン

固定部材ボタン

１ ２

１

２

5-B　　副資材の入力

□　全ての立面の外壁に一括で副資材の入力を行います。

　　あらかじめマスターで自動拾い出しを行う副資材が設定されています。

　　（固定部材、設定部材どちらにも自動拾いの設定があります。）

　　

全面処理ボタン

全立面の副資材の
自動拾いを行います

３．自動拾いの結果を部位ごとに表示することができます。

　　例えば、固定部材＜目地＞を表示する場合、[固定部材]ボタンを選択し[目地]ボタンを選択すると、自動拾い

　　された目地部のみが表示されます。

目地のみが表示
されます

コーキングボタン

☆コーキング表示☆
[目地]ボタンを選択した状態で[コーキング]ボタンを選択すると、

目地と同時に自動拾いされた目地部コーキングが表示されます。

他の固定部材や設定部材のコーキングについても同様の操作で表示する

ことが可能です。
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●コーナー表示　 コーナーボタン

●開口表示　
開口ボタン

●版間表示　 版間ボタン

●切欠表示　
切欠ボタン

４．設定部材の場合は、[設定部材]ボタンを選択し、設定部材のボタンを選択して表示します。

　　例えば、設定部材＜水切＞を表示する場合、[設定部材]ボタンを選択し[水切]ボタンを選択すると、自動拾い

　　された水切部のみが表示されます。

設定部材ボタン

水切ボタン

１ ２

１

２

※　参照

【マスター設定】－【立面】－【部材名】

マスターで設定された部材名は、入力した

名称の始めの１文字がボタン表示されて

います。

コーナーのみが
表示されます

版間のみが
表示されます

切欠のみが
表示されます

開口のみが
表示されます



　自動で拾いを行う固定部材は、【マスター設定】－【副資材】－【固定部材】で設定を行うことができます。

　　　目地・・・・・割付られた壁パネルの短辺方向の目地の長さ・コーキングの長さを拾い出します。

　　　コーナー・・・コーナーの長さ・コーキングの長さを拾い出します。

　　　版間・・・・・壁パネル間の長さ・コーキングの長さを拾い出します。

　　　開口・・・・・開口部周囲の長さ・コーキングの長さを拾い出します。

　　　切欠・・・・・切欠部周囲の長さ・コーキングの長さを拾い出します。

固定部材

＜目地＞
＜目地＞として自動拾いを行うのは、有効目地

寸法の範囲の目地だけです

※参照　　有効目地寸法

【環境設定】－【立面割付】－目地寸法設定】

設定部材

　設定部材はマスターで任意に登録することができます。

　（※参照　【マスター設定】－【部材製品】－【部材名】　最大20部材　登録可能）

　登録した部材名称の１文字目が入力画面のボタンとして表示されます。

　あらかじめマスターや入力時の壁情報で指示された＜同時取得部材＞の設定部材を、自動で拾い出します。

＜部材名設定画面＞
※　参照

【マスター設定】－【立面】－【部材名】

＜立面用部材画面＞

設定部材の製品マスター登録
※　参照

【マスター設定】－【立面】－【部材】

自動拾い出しの有無、コーキング
長さ拾いの有無のチェック

チェックが入っているものだけ
を自動拾いします

＜副資材設定画面＞
※　参照　【マスター設定】－【立面】－【副資材】

5-4
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　自動で拾いを行う設定部材を同時取得部材として設定する方法は、次の２つの方法があります。

　　①立面入力時のそれぞれの壁情報に同時取得部材として取得本数を設定する。（参照　P3-20）

　　②壁用マスター設定時に同時取得部材として取得本数を設定する

同時取得部材の設定

①壁情報での設定

設定する壁を選択
し、右クリック

表示した壁情報画面で
同時取得部材の位置
（上下左右）と配置本数
を設定

副資材入力画面で、
【全】（or【面】）ボタンを
クリックすると設定した同時
取得部材が自動拾いされます

＜取付位置（上下左右）＞
壁の最も外側の上下左右の位置に
自動拾いを行います。

②マスターでの設定

表示した壁用マスター画面
で同時取得部材の位置
（上下左右）と配置本数を
設定

【マスター設定】－【入力補助】－各壁マスター　に同時取得部材として取得本数を設定します。



5-6

壁A

壁B

右記のような壁A・壁Bがともに

同じ壁マスターで入力されている場合

壁Bに壁情報で土台水切として、壁下に

同時取得部材＜水切＞を設定　　

壁Bの下部だけに自動拾いで

水切を拾います

マスター設定で、壁下に同時取得部材

＜水切＞を設定　　

壁A・壁Bの両方の下部に

自動拾いで水切を拾います

●壁情報と壁マスターでの設定の違い

壁情報を設定した壁だけ
を自動拾いします

マスター設定した壁として
入力されている壁全てを
自動拾いします

ＰＯＩＮＴ
壁情報・壁マスターどちらの設定の場合も、

マスター設定の副資材設定において自動拾い

設定にチェックが入ってない時は、副資材の

自動拾いは行いません。

同時取得部材の設定をする場合、必ずマスター

の自動拾い設定の確認をして下さい。
自動拾い出しの有無、コーキング
長さ拾いの有無のチェック

チェックが入っているものだけ
を自動拾いします

＜副資材設定画面＞
（※参照　【マスター設定】－【立面】－

　　　　　　【入力補助】－【副資材】）

　　　副資材の【面】処理2
□　表示されている立面の外壁に副資材の入力を行います。

　　【全】処理の場合と同様に、設定された副資材を自動で拾い出します。

面処理ボタン

１．副資材入力画面を表示して、[面処理]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示立面の自動拾い設定された副資材（固定部材＆設定部材）を自動で拾います
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副資材の固定部材・設定部材それぞれの部材情報・コーキングの長さの情報が表示されています。

[Ｎｅｘｔ]ボタンで次の表示面に移り、[Ｂａｃｋ]ボタンで元の表示面に戻ります。

表示立面ごとに示されています。（立面全体としての情報の表示はされていません。）

＜部材（固定1）情報＞・・・マスター登録されている固定部材のうち拾い出しされた

　　　　　　　　　　　　　　　それぞれの部材長さ

　　目地・・・・・   表示立面の目地長さ（パネルの短辺方向の目地の長さ）合計

　　コーナー・・・   表示立面のコーナー長さ合計

　　版間・・・・・   表示立面のパネル間長さ合計

　　開口・・・・・   表示立面の開口部周囲の長さ合計

　　切欠・・・・・   表示立面の切欠部周囲の長さ合計

　　コーキング・・　表示立面の上記部材に設定されたコーキング長さ合計

部材・コーキング情報

＜部材（設定1）情報＞・・・マスター登録されている設定部材のうち拾い出しされた

　　　　　　　　　　　　　　　それぞれの部材長さ

　　水切・・・・・   表示立面の水切長さ合計

　　幕板・・・・・   表示立面の幕板長さ合計

　　破風・・・・・   表示立面の破風長さ合計

　　

　　　　　　　設定部材は、マスターで自由に登録が可能です。（最大登録数20）

　　　　　　　ここでは初期登録されているものの一部を示します。

＜コーキング（固定1）情報＞・・・マスター登録されている固定部材のうち拾い出しされた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　それぞれの部材のコーキング長さ

　　目地・・・・・   表示立面の目地コーキング長さ合計

　　コーナー・・・   表示立面のコーナーコーキング長さ合計

　　版間・・・・・   表示立面のパネル間コーキング長さ合計

　　開口・・・・・   表示立面の開口部周囲のコーキング長さ合計

　　切欠・・・・・   表示立面の切欠部周囲のコーキング長さ合計

　　

＜コーキング（設定1）情報＞・・・マスター登録されている設定部材のうち拾い出しされた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　それぞれの部材のコーキング長さ

　　水切・・・・・   表示立面の水切コーキング長さ合計

　　幕板・・・・・   表示立面の幕板コーキング長さ合計

　　破風・・・・・   表示立面の破風コーキング長さ合計
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　　　副資材の手動入力・修正（固定部材）3
１．基本的に固定部材は自動拾いで処理を行います。自動拾いで対応が出来ない場合などに手動で入力・修正を

　　行います。副資材入力画面を表示して、[固定部材]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、手動入力する固定部材のボタンを選択（クリック）します。

　　ここでは、目地を例にとるので[目地]ボタンを選択（クリック）します。

３．入力・修正の５つの方法の中から適した方法を選択して、固定部材＜目地＞の入力・修正を行います。

　　（目地以外の固定部材の入力・修正については、同様の方法の為説明は省略しています。）

目地ボタン

固定部材ボタン

１ ３２
１

２

注意！
副資材の手動入力・修正を行った後で、

【全】ボタンや【面】ボタンを押して

自動入力処理を行うと、手動入力した

データが削除されますのでご注意下さい。

点移動ボタン・・目地（ライン）の端点を指示し、その点の移動先の位置を指示します

コピーボタン・・コピー元の目地（ライン）を指示し、コピー先の位置を指示します。

　　　　　　　　（マウスでコピー先の位置を直接指示する方法と、コピーの角度やピッチを入力して

　　　　　　　　　コピー先を指示する方法があります）

　　　　　　　　　

１点入力・・・・基点となる1点を指示し、寸法と角度を入力して目地を入力します

ライン入力・・・壁や開口などの辺（ライン）を指示すると、自動で長さを判断して目地の入力を行います。

　　　　　　　　ただし、辺（ライン）上に端点や交点がある場合は、そこまでの長さで止まって入力されます。

２点入力・・・・基点となる1点を端点とし、ラインの反対側端部の点との二つの点を指示し入力を

　　　　　　　　おこないます。

　入力・修正ボタン

2点入力ボタンライン入力ボタン

３

点移動ボタン

コピーボタン

1点入力ボタン

　入力ボタン 　修正ボタン
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１点入力

①　基点となる点（入力する目地部の端点）を指示（クリック）すると下記のような副資材入力画面が表示

　　されます。基点座標・Ｈ寸法・角度などを入力して[ＯＫ]ボタンをクリックします。

②　設定された色で目地ラインが表示されます。（　※参照　【環境設定】-【表示】-表示色　）

２点入力

①　入力するコーナー部の端点（始点）とその反対の端点（終点）を

　　指示（クリック）します。（始点となる１点目を指示すると、終点

　　を指示するまで青線で線を表示します。）

②　右記のような副資材入力画面が表示されます。

　　始点・終点座標などを確認・修正することが出来ます。

③　[ＯＫ]ボタンをクリックすると、設定された色で目地ラインが

　　表示されます。

ライン入力

①　目地を入力したい壁や開口の辺（ライン）上の１点を指示（クリック）します。

　　壁や開口の情報から自動的に長さなどを判断して右上のような副資材入力画面が表示されます。

　　始点・終点座標などを確認・修正することが出来ます。

③　[ＯＫ]ボタンをクリックすると、設定された色で目地ラインが表示されます。

　　注意！　　辺（ライン）上に端点や交点がある場合、ライン入力ではそこまでの長さで止まって
　　　　　　  入力されます。ライン入力は、端点や交点がない辺（ライン）でご利用下さい。

＜線種＞
直線と円弧の選択が可能です。
円弧の場合、出幅の入力を行い
ます。

＜副資材・コーキング情報＞
副資材、コーキングそれぞれの
配置有無・枚数・コードの入力
修正を行います。
コード入力は、マスター参照の
利用も可能です。

※　副資材の手入力は、立面入力画面のコーナーの入力・修正とほぼ同じ操作手順となっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（　参照　P3-24　～　P3-29　）



　副資材を手入力する際、連続入力の設定が表示されます。一度入力を行うと自動的に連続入力設定にチェックが

　入ります。まったく同じ部材を入力する場合は、そのまま連続で入力を行います。

　異なった部材を入力する際は必ず連続入力のチェックを外して入力を行って下さい。

連続入力の設定
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点移動

①　修正する目地ラインの端点を指示（クリック）し、その

　　点の移動先の位置を指示します。

　　移動先の位置が指示されるまで青線で表示されます。

②　移動先の位置が指示されると点移動画面が表示されます。

　　ここで移動距離・角度を入力し直すことも可能です。

選択した点を含むコーナーが
表示されます。
青線がもとの線、緑線が点移動
後の線です。

コピー

①　コピーする目地ライン左クリックで指示します。

　　右記のようなコピー方法画面が表示されますので、

　　コピーの方法を選択します。

②　＜マウス＞によるコピーを選択した場合、指示した目地ラインと同じ形状の青線が表示されます。

　　コピー先の位置を指示（クリック）すると副資材コピー画面が表示されます。コピー先の副資材情報の設定

　　や複数コピーの設定などをこの画面で行うことができます。

③　＜ダイアログ＞によるコピーを選択した場合、上記の

　　副資材コピー画面が表示されます。

　　コピー数・角度・ピッチ・基点座標・始まり位置の設定

　　をおこないます。

マウスで指示した点にそのまま
コピーする場合は。コピー数1、
角度0、ピッチ0とします。
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　　　副資材の手動入力・修正（設定部材）4
１．副資材入力画面を表示して、[設定部材]ボタンを選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、手動入力する設定部材のボタンを選択（クリック）します。

　　ここでは、水切を例にとるので[水切]ボタンを選択（クリック）します。

３．入力・修正の５つの方法の中から適した方法を選択して、設定部材＜水切＞の入力・修正を行います。

　　設定部材は、マスターで自由に登録が可能です。

　　（最大登録数20　　※　参照【マスター設定】－【立面】－【部材名】）

　　（ここでは初期登録されているものの一つの＜水切＞を取り上げています。設定部材の入力・修正は、固定部材

　　の手入力と同様の為説明は省略しています。）

１ ３２ １

２

水切ボタン

設定部材ボタン

次へボタン
マスター設定されている設定部材
が表示しきれない場合、次画面に
表示されます

※　連続入力の設定についても固定部材の場合と同様です

注意！
副資材の手動入力・修正を行った後で、

【全】ボタンや【面】ボタンを押して

自動入力処理を行うと、手動入力した

データが削除されますのでご注意下さい。

点移動ボタン・・ラインの端点を指示し、その点の移動先の位置を指示します

コピーボタン・・コピー元のラインを指示し、コピー先の位置を指示します。

　　　　　　　　（マウスでコピー先の位置を直接指示する方法と、コピーの角度やピッチを入力して

　　　　　　　　　コピー先を指示する方法があります）

　　　　　　　　　

１点入力・・・・基点となる1点を指示し、寸法と角度を指示して入力を行います。

ライン入力・・・壁や開口などの辺（ライン）を指示すると、自動で長さを判断して入力を行います。

　　　　　　　　ただし、辺（ライン）上に端点や交点がある場合は、そこまでの長さで止まって入力されます。

２点入力・・・・基点となる1点を端点とし、ラインの反対側端部の点との二つの点を指示し入力を行います。

　入力・修正ボタン

2点入力ボタンライン入力ボタン

３

点移動ボタン

コピーボタン

1点入力ボタン

　入力ボタン 　修正ボタン
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　自動拾いで副資材と一緒にコーキングを拾う以外に手入力で部材別にコーキングを入力することができます。

　コーキングのみを手入力する方法と副資材と一緒にコーキングを入力する方法があります。

コーキングのみを手入力する

１．副資材入力画面を表示して、[固定部材]ボタン（または[設定部材]ボタン）を選択（クリック）します。

２．表示されたボタンから、コーキングを入力する副資材の部材ボタンを選択（クリック）します。

　　ここでは、目地のコーキングを例にとるので[目地]ボタンを選択（クリック）します。

３．[コーキング]ボタンも一緒に選択し、前述のように適した方法を選択して＜目地＞の入力を行います。

４．下記のような副資材入力画面が表示されます。

　　このとき　＜副資材・コーキング情報＞は、｢コーキング配置する｣｢副資材配置しない｣になっています。

　　始点・終点座標などを確認し[OK]ボタンをクリックすると、目地ラインが表示されます。

　　ラインは表示されていますが目地は｢副資材配置しない｣設定の為その長さの拾いは行われていません。

目地ボタン

固定部材ボタン

１ ３２
１

２

　　　コーキングの手動入力5

コーキングボタン

2点入力ボタンライン入力ボタン

３

1点入力ボタン

＜副資材・コーキング情報＞
コーキング・・・配置する
副資材・・・配置しない

部材・コーキング情報

コーキングのみ長さが拾われ表示されています。

マスター参照による
コード入力が可能です
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副資材とコーキングを同時に手入力する

１．副資材入力画面を表示して、[固定部材]ボタン（または[設定部材]ボタン）を選択（クリック）します。

２．コーキングを入力する副資材の部材ボタンと[コーキング]ボタンを一緒に選択し、副資材の部材の入力を

　　行います。

３．下記のような副資材入力画面が表示されます。

　　このとき　＜副資材・コーキング情報＞を、｢コーキング配置する｣｢副資材配置する｣に変更します。

　　[OK]ボタンをクリックすると、副資材のラインが表示されます。

　　副資材・コーキングともに長さの拾いが行われます。

＜副資材・コーキング情報＞
コーキング・・・配置する
副資材・・・配置する

部材・コーキング情報

部材・コーキング両方の長さが拾われ表示されています。

　入力されたコーキングの長さ変更などの修正やコピーを行うことができます。

　操作方法は副資材の修正と同様です。

　入力の場合と異なり修正やコピーの場合は、副資材と一緒に処理は出来ません。

　副資材・コーキングそれぞれ個々に修正・コピーを行って下さい。

　　　コーキングの手動修正6

点移動ボタン コピーボタン
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　　　副資材のその他の機能（固定部材・設定部材共通）1

３

5-C　　副資材のその他機能

□　ボタン表示のない副資材の修正機能　[削除]・[情報の確認変更]　について

１．  入力した副資材に修正を加える場合に使用します。

２．　[固定部材]ボタン（または[設定部材]ボタン）を選択（クリック）し、修正を行う副資材を選びます。

　　　コーキングの修正を行う場合は、副資材のボタンに加えて[コーキング]ボタンをクリックします。

３．　[選択]ボタンをクリックします。

４．　修正作業をおこなう副資材を選択（クリック）し、その後右クリックをおこないます。

　　　下記のような選択処理方法画面が表示されます。必要な機能の箇所をクリックして[ＯＫ]ボタンをおします。

１ ２

副資材部材を選択した後、右クリックすると
選択処理方法画面が表示されます。
処理方法を選択し（チェックを入れ）[OK]ボタン
を押します。

３
１

２

水切ボタン

設定部材ボタン

選択ボタン

削除

情報

選択した副資材を削除します。

右記のような副資材情報画面が表示されます。

他部材への変更や種類（部材orコーキング）・拾い出し枚数

線種の設定を行うことが出来ます。

また、副資材製品コードの設定を変更することも可能です。

（マスター参照によるコード入力が可能です）

コーナーボタン
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5-D　　副資材印刷

□　表示されている立面の副資材を印刷します。

　　　副資材印刷1
１．副資材画面を表示して、[副資材印刷]ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような印刷画面が表示されます。印刷を行うプリンタの設定を行い[ＯＫ]ボタンを選択すると

　　プリンタへの出力が行われます。

副資材印刷ボタン

表示されている
副資材が配置された
立面図が印刷されます

　カラープリンタで出力する場合、

　副資材が画面表示色で表示され印刷されます。

注意！

　　印刷設定の印刷色をカラーに設定してください

　　（※　参照　【環境設定】－【印刷】－

　　　　　　　　　　　【作図用紙設定】印刷色　）
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集　計 6
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6-A　　集計画面機能詳細

　　　集計処理画面1
□　立面入力・割付・副資材入力を行ってきた建物の各部位の集計を行います。

　　

東西南北等作成した各立面が、
タグに分かれて表示されます。
各立面の合計を表示するタグ
が追加されます

集計値表示エリア
一度も集計をしてない場合は
白紙の状態で表示されます。

１．立面入力画面のシステム入力手順ボタンの[集計処理]ボタンをクリックします。

　（メニューに戻っている場合は、ＳＤデザイナー　メインメニューから【集計】ボタンをクリックします。）

２．下記のような集計処理画面が表示されます。

表示切替ボタン
総合・副資材・コーキング・パネル
それぞれのデータの切替ボタン集計データ

　印刷ボタン

入力処理の章で説明済みの
各種アイコンと同じです

【全】・・・
　全立面の集計処理
【面】・・・
　表示立面の集計処理

ＰＯＩＮＴ
集計画面を開いた時点では、以前の集計結果を表示しています。

（新規データで未集計の場合は白紙で表示されます。）

立面のデータ・割付・副資材など入力データの変更がある場合は、

必ず　再集計を行って下さい。
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　　　集計処理1

名称
集計項目の名称

単位
集計項目の単位

実数
集計結果の数値

増減率
集計結果に対する
増減の割合
(手入力 単位％)

増減量
集計結果に対する
増減値(手入力)

合計
実数に増減率・増減量を
加えた結果値
（自動計算）

１．集計処理画面を表示します。

２．すべてのタグ（各立面と立面合計）を集計する場合は、[全面処理]ボタンを選択（クリック）します。

　　それぞれのタグすべてに自動で集計処理が行われ結果が表示されます。

　　（集計結果値は　＜実数＞欄に表示されます。）

３．各表示立面ごとに集計する場合は、タグを変更してそれぞれの立面ごとに[面処理]ボタンを選択（クリック）

　　します。表示している立面のみで自動で集計処理が行われ結果が表示されます。

全面処理ボタン 面処理ボタン

４．各立面の集計結果、立面合計の集計結果を確認します。

　　集計結果値の＜実数＞に対して、増減率・増減量を加える場合は、入力したい増減率・増減量の欄を

　　クリックして直接数値を入力します。

　　入力した数値が確定した時点で、自動的に合計欄の数値が計算されます。

　　（増減率と増減値は連動しており、一方を入力すると他方も自動的に値が表示されます。）

増減率と増減値は連動

一方を入力すると他方
は自動計算されます

※　トータル値など自動計算して集計値を表示している欄の

　　増減率・増減値の入力は出来ません。

　　マウスでクリックして値の数値が青変する箇所の増減率

　　増減値のみ入力・変更が可能です。

6-B　　集計処理
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　　　表示切替による集計確認2
１．集計処理結果詳細をそれぞれの部材ごとに表示し、確認・増減率（増減量）入力を行うことができます。

　　表示分類は、①総合データ　②副資材データ　③コーキングデータ　④パネルデータ　に分かれています。

　　（初期値として　総合データを表示しています。）

２．集計処理を行い、表示したい表示分類のボタンを選択（クリック）します。

　　それぞれの分類での画面表示は下記のようになります。

①総合データ　表示　　　

②副資材データ　表示

③コーキングデータ　表示

④パネルデータ　表示

副資材の部材ごとの
長さの集計値が表示
されます

部位ごとのコーキング
の長さの集計値が表示
されます

割付けられたパネル製
品・コーナー製品ごとの
数量・長さの集計値が
表示されます

壁・コーナー・開口・
コーキングなどについて
の面積・長さ・枚数の
集計値が表示されます

増減率・増減値を
入力することができます

増減率・増減値を
入力することができます

増減率・増減値を
入力することができます

増減率・増減値を
入力することができます

注意！
増減率・増減値を入力した後で、【全】ボタンや【面】ボタンを押して

再集計した場合は、入力した増減率・増減値は削除され、集計結果が元の状態

に戻りますのご注意ください。
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　　　集計画面の印刷1
１．集計処理した結果を印刷することができます。

　　直接用紙へ印刷する方法と、CSVファイルへのデータ出力の２種類の出力が可能です。

２．集計処理画面を表示して、[集計データ印刷]ボタンを選択（クリック）します。

３．下記のような印刷データ選択画面が表示されます。直接印刷をする場合は、集計データを印刷する立面を選択し

　　（チェックをつけ）[OK]ボタンを選択します。

　　印刷プレビューの画面が表示されます。画面での出力内容確認・プリンタ設定を行い集計データを印刷します。

４．CSVファイルへのデータ出力をする場合は、集計データを出力する立面を選択し[CSV出力]ボタンを選択します。

　　データ出力の確認メッセージが表示され、データフォルダ内にＣＳＶファイルが出力されます

集計データ
印刷ボタン

画面表示切替

ページ切替

集計処理画面へ
戻る印刷

プリンタ設定

●　直接出力する場合

6-C　　集計結果の印刷

＜印刷プレビューの画面＞
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画面表示切替

ページ切替

①ページ全体を
　画面内に収めて
　表示

②100％表示
（実際の印刷の
　イメージ）

③表示幅に合わせ
て表示

③②

①

先頭のページへ
切替えて表示

表示ページの
前のページへ
切替えて表示

先頭のページへ
切替えて表示

表示ページの
後のページへ
切替えて表示

ページ表示

●　ＣＳＶ出力する場合

下記のようなデータ出力の確認メッセージが

表示されると、データフォルダ内にＣＳＶ

ファイルが出力されます。

右図は、出力したＣＳＶファイルを

ＥＸＣＥＬで読込み表示したものです。
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7-A　　積算・印刷画面機能詳細

　　　積算・印刷処理画面1

□　立面入力・割付・副資材入力のデータや集計結果に基づいて、設定された積算条件に従って

　　自動で積算処理を行います。積算結果をもとに見積書や内訳書の出力を行います。

設定された帳票ごとに
タグに分かれて表示
されます。

積算値表示エリア
一度も積算をしてない場合は
白紙の状態で表示されます。

１．立面入力画面のシステム入力手順ボタンの[積算・印刷処理]ボタンをクリックします。

　（メニューに戻っている場合は、ＳＤデザイナー　メインメニューから【積算・印刷】ボタンをクリックします。）

２．下記のような積算・印刷処理画面が表示されます。
印刷ボタン
表・・・見積書（表紙）印刷
内・・・内訳書印刷
図・・・データ作図（立面図印刷）
板・・・板組み合わせ一覧表作図

立面用種別表示
On/Offボタン

入力処理の章で説明済みの
各種アイコンと同じです

【全】・・・
　全帳票の積算処理
【面】・・・
　表示帳票の積算処理

ＰＯＩＮＴ
積算・印刷画面を開いた時点では、以前の積算結果を表示しています。

（新規データで未積算の場合は白紙で表示されます。）

立面のデータ・割付・副資材・再集計などデータの変更がある場合は、

必ず　再積算を行って下さい。

レコード（行）編集ボタン
レコードの追加・削除、レコード
（行）の上下移動の指示ボタン

物件登録の際に設定した

単価掛率が表示されます
積算結果の

合計金額が表示されます
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　　　積算処理1
１．積算・印刷処理画面を表示します。

２．各帳票全てを積算する場合は、[全処理]ボタンを選択（クリック）します。

　　それぞれのタグに分かれた帳票すべてに自動で積算処理が行われ結果が表示されます。

　　（積算結果値は　＜実数量＞欄に表示されます。）

３．各表示帳票ごとに積算する場合は、タグを変更してそれぞれの帳票ごとに[面処理]ボタンを選択（クリック）

　　します。表示している帳票のみに自動で積算処理が行われ結果が表示されます。

全処理ボタン 面処理ボタン

帳票のマスターで設定された
積算項目名が表示されます
（参照　【マスター設定】－【共通】
　　　　　　－【帳票】各帳票の＜内訳＞）

7-B　　積算処理

積算画面表示項目
名称・・・・・・積算項目名称（マスター設定の帳票設定で登録されています）

メーカー名・・・積算する製品のメーカー名（製品マスターにより製品コードと連動表示されています）

コード・・・・・積算する製品のコード

寸法・仕様・・・積算する製品の寸法・仕様（製品マスターにより製品コードと連動表示されています）

種別・・・・・・積算項目によって設定される拾い条件（マスター設定の帳票設定で登録されています）

計算方法・・・・積算結果をだすための計算方法（マスター設定の帳票設定で登録されています）　

　　　　　　　　計算方法は次の５つの方法があります。

　　　　　　　　　　①通常計算②換算値方式③梱包値方式④換算値/梱包方式⑤換算値/梱包×梱包方式

実数量・・・・・積算結果の値（自動計算の為、修正不可）

単位・・・・・・実数量の単位（マスター設定の帳票設定で登録されています）

ロス率・・・・・見積の際の実数量に対する加減の割合値（単位　％）

　　　　　　　　　　数量＝実数量×〔（ロス率＋100）/100〕

付加値・・・・・見積の際の実数量に対してする加減する実数　　　　数量＝実数量＋付加値

数量・・・・・・積算結果の実数量に対して、ロス率・付加値を加減した数量

　　　　　　　　　　（自動計算の為、修正不可。小数点以下を切上げ処理して表示します）

単価・・・・・・ 積算された製品の単価（マスター設定の帳票設定で登録されています）

掛け率・・・・・ 見積の際の金額（数量×単価）に対する加減の割合値（単位　％）　

金額・・・・・・見積金額＝（数量×単価）×（掛け率/100）

　　　　　　            （自動計算の為、修正不可。小数点以下を切上げ処理して表示します）

適用・・・・・・積算する製品の備考（製品マスターにより製品コードと連動表示されています）

　　　　           ※　　計算方法等の各詳細については、次章の＜マスター設定＞をご参照ください。

注意！
＜種別＞項目が、[総壁パネル面積]・[総コーナー
パネルm]など[総******]の場合、複数の製品の合計
となる為、価格の表示は行われません
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　　　積算結果データの編集2
１．各帳票の積算結果に対してデータの編集（変更・削除など）を行うことができます。

　　但し、＜実数量＞・＜数量＞・＜金額＞など自動計算によって値が表示されているものは編集できません。

２．＜種別＞・＜計算方法＞・＜単位＞・＜単価＞については、プルダウンメニューより選択して変更することが

　　可能です。＜種別＞・＜計算方法＞を変更すると＜実数量＞の値が変化します。

　　＜単価＞については、手入力で数値入力をすることも可能です。

３．＜名称＞・＜メーカー名＞・＜コード＞・＜寸法・仕様＞・＜ロス率＞・＜付加値＞・＜掛け率＞・＜適用＞

　　の項目については手入力による変更が可能です。変更箇所にカーソルを合わせクリックすると、表示されている

　　文字や数字が青変しますので変更する文字や数字を入力してください。

　　　　※　注意！　手入力による変更の際UNDO機能はありませんので十分注意して入力してください。

プルダウンメニューによる変更

単価
製品マスターで登録した項目値
から選択
（参照　【マスター設定】－【立面】
パネル製品・部材製品の各マスター）

※手入力も可能です

単位
単位マスターで登録した
項目値から選択
（参照　【マスター設定】
　　－【共通】－【単位】）

計算方法
①通常②換算③梱包
④換算/梱包⑤換/梱×梱
から選択

手入力による変更

変更箇所をクリック
（値が青変します）

ロス率を加えた数量
になります
（自動計算）

ロス率を加えた金額
になります
（自動計算）

注意！！
データの編集を行った後で、【全】ボタンや【面】ボタンを押して

再積算処理を行った場合は、編集前の状態に戻りますのでご注意下さい。

種別
項目ごとの拾い条件（マスター設定参照）

※立面用種別表示On/Offボタン
　Onの場合　  右記のような種別選択項目　　
　　　　　  　 がプルダウンメニューに　　　
　　　　 　　　表示されます

　Offの場合    下記のような種別選択項目　　
　　　　　  　  がプルダウンメニューに　　　
　　　　 　　　表示されます
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　　　レコード（行）の編集3
一段下のレコード
（行）へ移動

一段上のレコード
（行）へ移動

レコード（行）
の削除

レコード（行）
の追加

レコード（行）の追加

行を追加する行にカーソルを
合わせ、〔データ追加〕ボタン
をクリックします

積算データ追加画面が表示
されます。
追加する行の情報を入力し
〔ＯＫ〕ボタンをクリック
します

指示した行の下に、行が
追加されます。

１．各帳票の積算結果に対してレコード（行）の追加・削除・移動を行うことができます。

２．追加・削除・移動を行うレコード（行）にカーソルを合わせそれぞれの処理ボタンをクリックします。

　　　　※　注意！　レコード（行）の編集の際も、UNDO機能はありませんので十分注意して入力してください。
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レコード（行）の移動

移動する行にカーソルを合わせ、
〔データ上へ移動〕ボタン、又は
〔データ下へ移動〕ボタンを
クリックします

レコード（行）の削除

削除する行にカーソルを合わせ、
〔データ削除〕ボタンをクリック
します

注意！！
レコード（行）の削除には、ＵＮＤＯ機能はありません。

レコードの削除の際はご注意ください。

指示した行が上へ
移動します。

指示した行が下へ
移動します。

注意！！
レコード（行）の編集を行った後で、【全】ボタンや【面】ボタンを押して

再積算処理を行った場合は、編集前の状態に戻りますのでご注意下さい。
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　　　見積書（表紙）の印刷1
１．積算・印刷処理画面を表示して、[見積書（表紙）]ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような印刷データ選択画面が表示されます。直接印刷をする場合は、印刷する帳票を選択し

　　（チェックをつけ）[OK]ボタンを選択します。

３．見積書表紙設定画面が表示されます。見積書表紙に記載する各項目を入力します。

　　手入力も可能ですが、あらかじめ登録しておいたマスターから選択して入力することができます。

　　項目内容の入力が終了したら、[OK]ボタンを選択します。

４．印刷プレビューの画面が表示されます。画面での出力内容確認・プリンタ設定を行い見積書表紙を印刷します。

５．CSVファイルへのデータ出力をする場合は、出力する帳票を選択し（チェックをつけ）、[CSV出力]ボタンを

　　選択します。直接出力の場合と同様に見積書表紙設定画面が表示されます。

　　内容の入力が終了したら、[OK]ボタンを選択します。

　　データ出力の確認メッセージが表示され、データフォルダ内にＣＳＶファイルが出力されます。

7-C　　積算結果の印刷

□　積算したデータを見積書・原価内訳書など物件データ登録時に設定した帳票に印刷します。

　　ＣＳＶファイルへの出力も可能です。

〔マスター〕ボタンをクリック
するとそれぞれのマスターに登録
された項目値が表示されます。

入力するマスターの値の箇所で
ダブルクリックすると、それぞれの
項目に値がはいります。

※　見積書（表紙）のマスターについては
　　次章の【マスター設定】をご参照ください

見積書（表紙）・内訳書の
文字サイズの変更はできません

データ作図ボタン
見積書（表紙）
ボタン

内訳書
作図ボタン

板組合せ一覧表
作図ボタン



画面表示切替

ページ切替

積算処理画面へ
戻る

印刷

プリンタ設定

●　直接出力する場合

＜印刷プレビューの画面＞

●　ＣＳＶ出力する場合

下記のようなデータ出力の確認メッセージが

表示されると、設定されているデータフォルダ

内にＣＳＶファイルが出力されます。

右図は、出力したＣＳＶファイルを

ＥＸＣＥＬで読込み表示したものです。

印刷プレビューの画面の

各ボタン操作は集計画面の

場合と同様です
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※　参照　CSVファイル出力先　

【環境設定】－【データパス】
　　　　　　　　　－CSVデータ用フォルダ

※　参照　印刷設定　　　　【環境設定】－【印刷】　　　
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見積書表紙詳細

見積書[得意先]マスター
参照【マスター設定】-【共通】-【得意先】

見積書[言葉]マスター
参照【マスター設定】-【共通】-【言葉】

見積書[条件＿納期]マスター
参照【マスター設定】-【共通】-【条件】納期

見積書[条件＿支払条件]マスター
参照【マスター設定】-【共通】-【条件】支払条件

見積書[条件＿受渡場所]マスター
参照【マスター設定】-【共通】-【条件】受渡場所

見積書[条件＿有効期限]マスター
参照【マスター設定】-【共通】-【条件】有効期限

見積書[備考・注意]マスター
参照【マスター設定】-【共通】-【備考・注意】

見積書表紙設定画面・見積書表紙印刷イメージとそれぞれのマスターとの関係は下記のようになっています。

＜見積書表紙印刷イメージ＞

＜見積書表紙設定画面＞

見積書[自社データ]マスター
参照【マスター設定】-【共通】-【自社データ】

日付
工事概要の日付

＜名前1＞記載名が
上段、＜名前2＞記載
名が下段に印刷され
ます
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　　　内訳書の印刷2
１．見積書（表紙）の場合とほぼ同じ処理で印刷を行います。

　　積算・印刷処理画面を表示して、[内訳書]ボタンを

　　選択（クリック）します。

２．下記のような印刷データ選択画面が表示されます。

　　直接印刷をする場合は、印刷する帳票を選択し（チェックをつけ）

　　[OK]ボタンを選択すると、印刷プレビューの画面が表示されます。

　　画面での出力内容確認・プリンタ設定を行い見積書表紙を印刷します。

３．CSVファイルへのデータ出力をする場合は、出力する帳票を選択し（チェックをつけ）、[CSV出力]ボタンを

　　選択すると、データ出力の確認メッセージが表示され、データフォルダ内にＣＳＶファイルが出力されます。

●　直接出力する場合

＜印刷プレビューの画面＞

●　ＣＳＶ出力する場合

下記のようなデータ出力の確認メッセージが

表示されると、設定されているデータフォルダ

内にＣＳＶファイルが出力されます。

右図は、出力したＣＳＶファイルを

ＥＸＣＥＬで読込み表示したものです。

画面表示切替

ページ切替

割付処理画面へ
戻る

印刷

プリンタ設定

印刷プレビューの画面の

各ボタン操作は集計画面の

場合と同様です

右図は印刷項目のみがCSV出力されていますが、
内訳項目全てをＣＳＶ出力することも可能です。

※　参照　印刷設定　
　【環境設定】－【印刷】　帳票CSV印刷設定　

内訳書
作図ボタン
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　　　立面図印刷3
１．積算・印刷処理画面を表示して、[データ作図]ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような印刷データ選択画面が表示されます。印刷する立面図を選択し

　　（チェックをつけ）[OK]ボタンを選択すると、

　　印刷画面が表示されます。

　　出力プリンタの設定を行い選択した立面図を印刷します。

□　見積書や内訳書のほかに立面図の印刷を行うことが出来ます。

板取り番号作図など
出力設定が可能です
（参照　【環境設定】－
　　【印刷設定】-立面印刷設定）

データ作図ボタン

●　出力サンプル
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　　　板取り組合せ一覧表出力4
１．積算・印刷処理画面を表示して、[板組合せ一覧表]ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような板取り組合せ一覧表保存ファイル名設定画面が

　　表示されます。

　　保存先、保存ファイル名称を設定し[OK]ボタンを選択すると、

　　ＣＳＶファイルが出力されます。

　　下右図は、出力したＣＳＶファイルをＥＸＣＥＬで読込み

　　表示したものです。

□　その他の印刷機能として板取りしたパネルの組合せ一覧表のCSV出力を行うことが出来ます。

板組合せ一覧表
作図ボタン

●　板取組合せ一覧の例

※　参照　立面板取り設定　
　【環境設定】－【立面板取り・枚数（壁）】

※　上記例では、壁パネルを面ごとに板取しています。
　　（組合せられたパネルを同色表示しています）



STEP

  SD デザイナー  SD デザイナー  SD デザイナーサ
イデ

ィン
グ

サ
イデ

ィン
グ

マスター設定 8
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8-A　　マスター設定概要

　　　マスター設定画面1

□　SDデザイナーのマスター設定は、大きく立面部と共通部に分かれています。

　　それぞれの概要は下記の通りです。

　　

　　立面・・・パネル製品・・・壁材・コーナー材の登録

　　　　　　　部材製品・・・・副資材の登録

　　　　　　　入力補助・・・・壁・コーナー・開口・副資材それぞれの部位入力時の詳細設定登録

　　共通・・・見積書・・・・・見積書（表紙）に関する情報の登録

　　　　　　　出力帳票・・・・帳票ごとの詳細設定登録

　　　　　　　その他・・・・・その他マスター設定時や入力時に利用する設定登録

　　

　　コンバート・・・・・・・・壁材・コーナー材などの部材データの読込みに利用　　　　

１．ＳＤデザイナー　メインメニューから【マスター】ボタンをクリックします。

　　（立面入力画面・割付画面等の[マスター変更]ボタンからでもマスター設定画面を表示することが出来ます。）

２．下記のようなマスター設定画面が表示されます。

立面用マスター 共通マスター



8-B　　立面マスター設定（パネル製品）

　　　製品メーカー名の設定

8-2

1
１．マスター設定画面の【立面】タグ・パネル製品分類の

　　【メーカー名】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のようなパネルメーカー名設定画面が表示されます。

３．最大20社まで、メーカー名の登録を行うことが出来ます。

４．新規にメーカー名を登録する場合は、登録したい番号欄に

　　カーソルを合わせて名称を入力します。

５．既に入力されているメーカー名を変更する場合は、変更する

　　番号欄にカーソルを合わせて名称を変更入力します。

　　同様に名称を削除することもできます。

最大20社まで
登録可能

　　　壁パネルの登録・変更

　
　
　
　
　2

１．マスター設定画面の【立面】タグの【壁】ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような壁パネル画面が表示されます。

３．上記で登録したメーカーがタグに分かれて表示されます。

４．各項目の値を入力します。データ入力を終了する際は必ず[データ更新]ボタンを選択（クリック）して下さい。

登録したメーカーごとにタグに
分かれて表示されます

CSV変換
壁材のマスターをＣＳＶ
ファイルに出力します

レコード（行）
の先頭へ移動

レコード（行）
の最後へ移動

ひとつ前の
レコード（行）
へ移動

ひとつ後の
レコード（行）
へ移動

レコード（行）
の挿入

レコード（行）
の削除

レコード（行）
の編集

レコード（行）
の登録

レコード（行）
の編集取消

データの更新

レコード（行）
のコピー

入力されたレコード（行）は、
自動的にコード名称でソート
され表示されます

注意！！
数値は必ず半角（1バイト系）で入力して下さい。

全角（2バイト系）で入力された場合、エラーが

発生します。



レコード（行）編集

表示モード
（移動の際もこの表示
となります）

編集モード
（レコードの編集中は
　この表示となります）

追加モード
（レコードの追加や
　コピーの際にこの
　表示となります）

レコード（行）の編集の際は、その編集する行の

先頭に左記のような表示がつきます。

CSV変換

[CSV変換]ボタンを選択すると、下記のような製品データCSVファイル変換処理画面が表示されます。

ファイルの保存先を設定し、[変換]ボタンを選択すると、設定されているデータフォルダ内にパネル製品

の全てのデータがＣＳＶファイル形式で出力されます。

右図は、出力したＣＳＶファイルを

ＥＸＣＥＬで読込み表示したものです。

ＣＳＶファイルの出力先と
そのファイル名称を設定します

壁パネルマスター設定画面に
戻ります

変換処理中は上記のような
変換処理％を表示します。
変換終了の確認メッセージは
表示されません
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厚み・・・・・壁パネル製品の厚み（単位　mm）

幅・・・・・・壁パネル製品の幅（単位　mm）

長さ・・・・・壁パネル製品の長さ（単位　mm）

タイル長・・・壁パネル製品の柄ピッチ（単位　mm）

タイル目地長

　　　・・・・壁パネル製品の柄の目地ピッチ（単位　mm）

ネジ・・・・・壁パネル製品１枚当たりのネジ個数

釘・・・・・・壁パネル製品１枚当たりの釘個数

換算値・・・・積算時に枚数計算に利用する値

　　　　　　　壁パネルの場合通常

　　　　　　　　　（幅×長さ）/1,000,000

梱包値・・・・壁パネル製品の1梱包当たりの数量

価格1

～価格10・・・壁パネル製品の見積価格①～⑩

　　　　　　　 見積書に記載する価格を10パターン

　　　　　　　 登録しておくことができます。

　　　※価格名は、分かりやすいように各々名称を

　　　　変えて登録しておくことが出来ます。

　　（参照　【マスター】－【共通】－

　　　　　　　　　　　　【その他】－【価格名】）

備考・・・・・備考欄記載事項

　　　　　　　見積書印刷時の摘要欄に表示されます

8-4

8-3

＜換算値による計算の例＞

●幅　455（mm）　長さ3030（mm）の

　パネル製品の場合

換算値＝（455×3030）÷1,000,000

　　　＝1.37865

　　　＝1.378（少数点５桁以下切り捨て）

●壁パネル割付面積　126㎡　の場合

パネル枚数＝126÷1.378

　　　　　＝91.4368・・・・

　　　　　＝92枚（少数点以下切り上げ）

壁材マスター項目詳細

コード・・・・壁パネル製品の品番

　　　　　　　　重複登録は出来ません

製品名・・・・壁パネル製品の名称

仕様・・・・・壁パネル製品の仕様

パネル色・・・壁パネル製品の色

取り扱い・・・製品のマスターとして使用するかどうかの設定

　　　○-----　割付時に製品マスターとして表示する

　　　　　　　　（参照マスターで表示する）

　　　×-----　割付時に製品マスターとして表示しない

　　　　　　　　（参照マスターで表示しない）　

出隅コーナーコード

　　　　・・・壁パネルと連動する出隅コーナー材の品番

入隅コーナーコード

　　　　・・・壁パネルと連動する入隅コーナー材の品番

木口コーナーコード

　　　　・・・壁パネルと連動する木口コーナー材の品番

＜パネル割付設定画面＞

（単位　mm）

厚み

幅

タイル長

長さ

タイル目地長
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　　　コーナーパネルの登録・変更

　
　
　
　
　3

１．マスター設定画面の【立面】タグの【コーナー】ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のようなコーナーパネル画面が表示されます。表示項目は壁パネルの場合とほぼ同じです。

３．登録したメーカーがタグに分かれて表示されます。

４．各項目の値を入力します。データ入力を終了する際は必ず[データ更新]ボタンを選択（クリック）して下さい。

登録したメーカーごとにタグに
分かれて表示されます

CSV変換
コーナーパネルのマスターを
ＣＳＶファイルに出力します

方法は壁パネルの場合と同様です

入力されたレコード（行）は、
自動的にコード名称でソート
され表示されます

コーナー材マスター項目詳細

コード・・・・コーナーパネル製品の品番

製品名・・・・コーナーパネル製品の名称

仕様・・・・・コーナーパネル製品の仕様

パネル色・・・コーナーパネル製品の色

取り扱い・・・製品マスターとして使用するかどうかの設定

　　　○-----　割付時に製品マスターとして表示する

　　　　　　　　（参照マスターで表示する）

　　　×-----　割付時に製品マスターとして表示しない

　　　　　　　　（参照マスターで表示しない）　

形状・・・・・コーナー形状の登録

　　　　　　　出隅・入隅・木口のいずれかを入力

厚み・・・・・コーナーパネル製品の厚み（単位　mm）

幅・・・・・・コーナーパネル製品の幅（単位　mm）

長さ・・・・・コーナーパネル製品の長さ（単位　mm）

タイル長・・・コーナーパネル製品の柄ピッチ（単位　mm）

タイル長・・・コーナーパネル製品の柄ピッチ（単位　mm）

ネジ・・・・・コーナーパネル製品１枚当たりのネジ個数

釘・・・・・・コーナーパネル製品１枚当たりの釘個数

金具・・・・・コーナーパネル製品１枚当たりの金具個数

換算値・・・・積算時に枚数計算に利用する値

　　　　　　　コーナーパネルの場合通常

　　　　　　　　　長さ/1,000

梱包値・・・・コーナーパネル製品の1梱包当たりの数量

価格1～価格10

　　　　・・・コーナーパネル製品の見積価格①～⑩

備考・・・・・備考欄記載事項

　　　　　　　見積書印刷時の摘要欄に表示されます

＜換算値による計算の例＞

●幅　70（mm）　長さ455（mm）の

　コーナー製品の場合

換算値＝455÷1,000

　　　＝0.455

●コーナーパネルm　35.55m　の場合

コーナーパネル枚数＝35.55÷0.455

　　　　　＝78.1318・・・・

　　　　　＝79枚（少数点以下切り上げ）

データの更新



8-C　　立面マスター設定（部材製品）

　　　部材名の設定

8-6

1
１．マスター設定画面の【立面】タグ・部材製品分類の

　　【部材名】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような部材名設定画面が表示されます。

３．最大20部材の名称を登録することが出来ます。

　　ここでは固定部材（目地・コーナー・版間・開口・切欠）

　　以外に拾いを行う副資材部材の名称を登録します。

４．新規に部材名を登録する場合は、登録したい番号欄に

　　カーソルを合わせて名称を入力します。

５．既に入力されている部材名を変更する場合は、変更する

　　番号欄にカーソルを合わせて名称を変更入力します。

　　同様に名称を削除することもできます。

最大20部材の
登録可能

＜副資材（設定部材）入力画面＞

部材名設定画面で登録された部材名は、

設定部材の副資材として表示されます。

副資材の入力画面では、入力した名称の

始めの１文字がボタン表示されています。

入力した名称の始めの
１文字がボタン表示

　　　部材の登録・変更

　
　
　
　
　2

１．マスター設定画面の【立面】タグの【部材】ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような立面用部材画面が表示され、上記で登録した部材がタグに分かれて表示されます。

３．各項目の値を入力します。データ入力を終了する際は必ず[データ更新]ボタンを選択（クリック）して下さい。

登録した部材ごとにタグに
分かれて表示されます

入力されたレコード（行）は、
自動的にコード名称でソート
され表示されます

CSV変換
部材のマスターをＣＳＶファイル
に出力します

方法は壁パネルの場合と同様です

データの更新
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部材マスター項目詳細

コード・・・・部材製品の品番

製品名・・・・部材製品の名称

仕様・・・・・部材製品の仕様

サイズ・・・・部材製品の長さ（単位　m）

換算値・・・・積算時に本数計算に利用する値

　　　　　　　部材の場合通常　製品長さを換算値とします

　　　（部材により小数点以下切り捨てにする場合のあります）

梱包値・・・・部材製品の1梱包当たりの数量

価格1～価格10

　　　　・・・部材製品の見積価格①～⑩

備考・・・・・備考欄記載事項

　　　　　　　見積書印刷時の摘要欄に表示されます

＜換算値による計算の例＞

●サイズ　3.03（m）の部材

　土台水切の場合

　　　換算値＝3.03

●各水切ｍ　34.86m　の場合

土台水切本数＝34.86÷3.03

　　　　　　＝11.5049・・・

　　　　　　＝12本（少数点以下切り上げ）

　　　固定部材の登録・変更

　
　
　
　
　3

１．マスター設定画面の【立面】タグの【固定部材】ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような立面用固定部材画面が表示され、部材ごとにタグに分かれて表示されます。

３．各項目の値を入力します。項目詳細は設定部材の場合と同様です。

　　データ入力を終了する際は必ず[データ更新]ボタンを選択（クリック）して下さい。

部材ごとにタグに
分かれて表示されます

入力されたレコード（行）は、
自動的にコード名称でソート
され表示されます

　SDデザイナーでは、初期設定として自動で拾いを行う副資材を固定部材といい、次の５つの部材があります。

　（自動拾いの設定は別にマスターがあります。※　参照　【マスター設定】－【立面】－入力補助【副資材】）

　　　目地・・・・・割付られた壁パネルの短辺方向の目地の長さ・コーキングの長さを拾い出します。

　　　コーナー・・・コーナーの長さ・コーキングの長さを拾い出します。

　　　版間・・・・・壁パネル間の長さ・コーキングの長さを拾い出します。

　　　開口・・・・・開口部周囲の長さ・コーキングの長さを拾い出します。

　　　切欠・・・・・切欠部周囲の長さ・コーキングの長さを拾い出します。

固定部材

＜目地＞
＜目地＞として自動拾いを行うのは、

【環境設定】－【立面割付】－【目地寸法設定】

で定めている有効目地寸法の範囲の目地のみです

CSV変換
固定部材のマスターを
ＣＳＶファイルに出力します

方法は壁パネルの場合と同様です

データの更新
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8-D　　立面マスター設定（入力補助）

　　　壁入力マスターの設定1
１．マスター設定画面の【立面】タグ・入力補助分類の【壁入力マスター】ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような入力補助_壁用マスター画面が表示されます。

３．ここでは入力する壁をパターンに分けて最大20の壁を登録することが出来ます。

　　壁の表示名称・壁種・裏面割付などの設定を行い、壁と同時に拾い出しを行う副資材の部材（同時取得部材）

　　の設定を行うことができます。

新規に壁用マスターを登録する場合は、登録したいタグを

開き、壁の表示名称と壁種などの設定を入力し、[登録]ボタン

を押します。いったんマスター設定画面に戻りますが、もう

一度【壁】ボタンを選択して壁用マスター画面を表示すると、

入力した壁が登録されています。

登録した壁パターンごとに
タグに分かれて表示されます

最大20パターンの壁が登録
可能です

＜壁入力画面＞

入力補助_壁用マスター画面で登録された

壁名称の始めの１文字が、壁の入力画面

壁のボタンとして表示されています。

入力した名称の始めの
１文字がボタン表示

壁用マスターの登録

登録するまでは、
タグに壁名称は
表示されません

登録した表示名称
がタグに表示され
ます



壁用マスターの詳細

　表示名称　　任意に登録可能な壁名称
　　　　　　　　　壁入力時に１文字目がボタン表示され
　　　　　　　　　ますので区別のしやすい名称を登録して
　　　　　　　　　下さい

　壁種　　　　壁の種類の設定
　　　　　　　　（　外壁  or ベランダ壁　）

　割付設定　　ベランダ壁の割付時の設定
　　　　　　　　（ベランダ壁のみに有効）
　裏面割付On/Off・・ベランダなど壁の表裏面両方割付
　　　　　　　　　　　 を行う場合にチェックを入れます
　 垂壁割付On/Off・・垂壁の場合に壁の表裏面両方割付
　　　　　　　　　　　 を行う場合にチェックを入れます
　 垂壁高さ・・・・・・垂壁高さ寸法を入力

垂壁高さ

8-9

同時取得部材の設定 　壁を入力すれば同時に拾い出しを行う副資材の部材数を

　入力します。

　登録する壁の上下左右の位置に取得部材数を入力します。

   但し、コーナーについては、上下左右の位置につくコーナー

　のマスターの番号を設定します。

　コーナーの本数はそれぞれのコーナーマスターの設定本数に

　従って配置されます。

　左記の例では、

　水切り・・・水切りを１本壁下に配置

　コーナー・・1番目のコーナーマスターを壁左に配置

　　　　　　　2番目のコーナーマスターを壁右に配置

※　上記の設定で壁を入力

上記設定の壁を
2点入力で入力

6m

3.5m

入力と同時に壁の左右に
コーナーが配置されます。
左・・・マスター1番のコーナー
右・・・マスター2番のコーナー



8-10

水切り

　副資材入力画面で、入力した壁を【全】処理

（又は【面】処理）を行ないます。

　

固定部材・部材の自動拾い出しの

チェックが入っている場合

下記のように副資材を拾い出します。

水切り・・・壁下に１本

　　　　　　6m

コーナー・・壁左にマスター1番目の

　　　　　　コーナー　２本

　　　　　　3.5m×2

　　　　　　壁右にマスター2番目の

　　　　　　コーナー　2本

　　　　　　3.5m×2

　　　　　　合計　14m

6m

3.5m

コーナー コーナー

壁情報で確認すると下記のようにマスター設定と同じ内容が表示されます
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　　　コーナー入力マスターの設定2
１．マスター設定画面の【立面】タグ・入力補助分類の【コーナー入力マスター】ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような入力補助_コーナー用マスター画面が表示されます。

３．ここでは入力するコーナーをパターンに分けて最大20のコーナーを登録することが出来ます。

　　コーナーの表示名称・種類・コーナー本数・コーキング本数の設定を行います。 登録したコーナーパターン
ごとにタグに分かれて表示
されます

最大20パターンのコーナー
が登録可能です

＜コーナー入力画面＞

入力補助_コーナー用マスター画面で登録

されたコーナー名称の始めの１文字が、

コーナーの入力画面のボタンとして表示

されています。

入力した名称の始めの
１文字がボタン表示

 表示名称　　

　　　任意に登録可能なコーナー名称
　　　壁入力時に１文字目がボタン表示されます

 種類　コーナー種類を登録
　　　（　出隅　Ｏｒ　入隅　Ｏｒ　木口　）

 コーナー本数　　
　　　１本の入力に対して拾い出す
　　　コーナーパネルの割付本数を
　　　入力します

コーキング本数　　
　　　１本の入力に対して拾い出す
　　　コーナーコーキングの数量を
　　　入力します

　　　副資材のコーナー部では
　　　この値を配置本数とします。　

　　　開口入力マスターの設定3
１．マスター設定画面の【立面】タグ・入力補助分類の

　　【開口入力マスター】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような入力補助_開口用マスター画面が表示されます。

３．ここでは入力する開口をパターンに分けて最大20の開口を

　　登録することが出来ます。

　　開口の表示名称と同時取得部材設定を行います。 登録した開口パターンごとに
タグに分かれて表示されます

最大20パターンの開口が
登録可能です

＜同時取得部材＞

壁と同様に、開口を入力すれば同時に拾い出しを行う

副資材（コーナー・コーキング・防水テープ）の部材数

を、開口の上下左右の位置に入力します。

右記の例では、開口の上下左右にコーキング・防水

テープが各1本拾い出しされます。
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＜開口入力画面＞

入力補助_開口用マスター画面で登録された

開口名称の始めの１文字が、開口の入力画面

開口のボタンとして表示されています。

入力した名称の始めの
１文字がボタン表示

　　　副資材の設定4
１．マスター設定画面の【立面】タグ・入力補助分類の【副資材】ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような副資材設定画面が表示されます。

３．ここではそれぞれの副資材の自動拾い出しのOn/Offとその副資材のコーキングの自動拾い出しのOn/Offを

　　設定します。それぞれチェックをつけると副資材入力の【全】処理（全立面自動処理）や【面】処理（表示

　　面自動処理）の際に、自動で拾い出しを行います。

　　固定部材・設定部材それぞれで３パターンの設定を行うことができます。

設定部材の自動拾い出し設定

部材名設定を行った副資材のそれぞれに
ついて自動拾い出しとコーキングの自動
拾い出しの設定を行います

固定部材の自動拾い出し設定

副資材固定部材のそれぞれについて自動
拾い出しとコーキングの自動拾い出しの
設定を行います

固定部材・設定部材
それぞれについて
３パターンづつ登録
が可能です
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8-E　　データコンバート

□　ＣＳＶファイル形式の外部データをＳＤデザイナーの製品マスターへコンバートして取り込むことが

　　出来ます。壁・コーナー・設定部材・固定部材について製品データのコンバートが可能です。

１．マスター設定画面の【コンバート】ボタンを選択

　　（クリック）します。

２．右記のようなパネル製品コンバート画面が表示されます。

　　読込みを行うＣＳＶファイルデータのフォルダを設定します。

３．設定したフォルダ内にあるＣＳＶデータを検索しコンバートが

　　可能な部材が表示されます。

　　（コンバートする為のＣＳＶファイル名称は次の通りでないと

　　　コンバートできません。

　　　壁.csv・コーナー.csv・部材.csv・固定部材.csv　　）

４．コンバートするデータのメーカー名を選択し、コンバートする

　　項目にチェックをいれます。

　　項目ごとの[設定]ボタンをクリックして、コンバートの詳細設定

　　を行います。

指定したフォルダ内の
ファイルを検索します

＜CSVファイルのデータ順＞

データコンバートを行うCSVファイルの

データの並び順は、それぞれ規定されて

います。

CSV変換でファイルに保存されるデータ

並び順と同じとなります。

●例えば＜コーナー＞のデータ並び順

コード・製品名・仕様・形状・厚み・幅

長さ・タイル長・タイル目地長・ネジ釘

金具・換算値・梱包値・価格１・価格２

価格３・価格４・価格５・価格６・価格７

価格８・価格９・価格１０・備考

上書きしない　の設定の場合、
同一コードの製品はコンバート
処理されません

コンバート元の価格①から価格⑩
までを、マスターの価格設定に
個々に引き当てることができます
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8-F　　共通マスター設定（見積書）

□　見積書（表紙）に記載する情報のマスター登録を行います。

　　

見積書表紙設定画面 見積書[得意先]マスター

見積書[言葉]マスター

見積書[条件＿納期]マスター

見積書[条件＿支払条件]マスター

見積書[条件＿受渡場所]マスター

見積書[条件＿有効期限]マスター

見積書[備考・注意]マスター

見積書表紙設定画面・見積書表紙印刷イメージとそれぞれのマスターとの関係は下記のようになっています。

見積書表紙印刷イメージ

見積書[自社データ]マスター

　　　自社データの登録・変更1
１．マスター設定画面の【共通】タグ・見積書分類の

　　【自社データ】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような見積書ー自社データ画面が表示されます。

３．自社の情報を登録・変更することができます。

　　社名1・社名２・郵便番号・住所１・住所２

　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　の各項目を入力して[登録]ボタンを

　　選択（クリック）します。
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　　　得意先マスターの設定2

登録数の制限は
ありません

　　　見積書（言葉）の登録・変更

　
　
　
　
　3

データの追加・削除などの操作は
Ｐ8-2の壁パネルの登録・変更を
ご参照ください　　　　　　　　

　　　見積書（備考・注意）の登録・変更

　
　
　
　
　4

5つのパターンはタグ
の切替えで表示します

１．マスター設定画面の【共通】タグ・見積書分類の

　　【得意先】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような顧客マスター画面が表示されます。

３．得意先の情報を登録・変更することができます。

　　顧客名・担当者・郵便番号・住所・電話番号

　　ＦＡＸ番号　の各項目を入力して[登録]ボタンを

　　選択（クリック）します。

※　見積書表紙には顧客名のみが印刷されます。

１．マスター設定画面の【共通】タグ・見積書分類の

　　【言葉】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような見積書ー言葉画面が表示されます。

３．見積書表紙に印刷する慣用句などの言葉を登録・変更

　　することができます。

　　1～５までの５パターンの言葉が登録可能です。

１．マスター設定画面の【共通】タグ・見積書分類の

　　【備考・注意】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような見積書ー備考・注意画面が表示されます。

３．見積書表紙に印刷する備考・注意の語句を登録・変更

　　することができます。

　　1～５までの５パターンの語句が登録可能です。
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　　　見積書（条件）の登録・変更

　
　
　
　
　5

＜見積書（条件）納期　登録画面＞ ＜見積書（条件）支払条件　登録画面＞

＜見積書（条件）受渡場所　登録画面＞ ＜見積書（条件）有効期限　登録画面＞

　　　見積書フォーマットの登録・変更

　
　
　
　
　6

BMP添付  Ｏｎ/Ｏｆｆ
ＢＭＰファイルの添付有無
のチェックをいれます

日付記入 Ｏｎ/Ｏｆｆ
日付の作図有無の
チェックをいれます
（日付は工事概要日付を
　引用します）

印鑑欄作図 Ｏｎ/Ｏｆｆ
印鑑欄の作図有無の
チェックをいれます

１．マスター設定画面の【共通】タグ・見積書分類の【条件】ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような見積書ー条件画面が表示されます。

３．見積書表紙に印刷する[納期]・[支払条件]・[受渡場所]・[有効期限]の語句を登録・変更することができます。

　　それぞれ1～５までの５～５までの５パターンの語句が登録可能です。

１．マスター設定画面の【共通】タグ・見積書分類の【フォーマット】ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような見積書フォーマット設定画面が表示されます。

３．見積書表紙のフォーマットを登録・変更することができます。白抜きとなった箇所はそれぞれ名称を変更する

　　ことができます。（濃いグレイ部分は変更ができません。）
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　見積書表紙の自社データ印刷部分に、会社ロゴなどの絵（ｂｍｐ形式ファイル）を添付して印刷を行うことが

　できます。

　ｂｍｐ形式ファイルのサイズは下記の通りです。　

　　　　出力用紙　Ａ4サイズ・・・115ｍｍ×27mm以下

　　　　出力用紙　B5サイズ・・・　88ｍｍ×24mm以下

ＢＭＰファイルの添付

●

BMPファイル
表示基点

BMP添付にチェックを入れ、
ｂｍｐファイルの場所を設定
します。

On（チェック入り）の場合、

表示可能なエリア全体にｂｍｐファイルを

拡大縮小して表示します。

Off（チェック無し）の場合、

表示エリアの基点（エリア左上）にｂｍｐ

ファイルの基点を合わせて、拡大縮小無し

でそのまま表示します。

●　ストレッチ　On/Off

ストレッチ　On/Off
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見積書フォーマットと条件項目

　見積書表紙フォーマット画面の【条件】の項目の名称は、【条件】マスターの項目名（タグに表示される名称）

　とリンクしています。見積書フォーマット画面で名称を変更すると【条件】マスターの名称も変更されます。

　また、【条件】マスターは合計５パターンの項目が登録可能です。

　初期状態として登録されている[納期]・[支払条件]・[受渡場所]・[有効期限]に別途マスターを追加することが

　できます。

見積書[条件]マスター　１番目タグ名称

見積書[条件]マスター　２番目タグ名称

見積書[条件]マスター　３番目タグ名称

見積書[条件]マスター　４番目タグ名称

見積書[条件]マスター　５番目タグ名称

[荷造費運賃等]の
名称を追加登録

見積書フォーマットで登録
した[荷造費運賃等]の名称
のタグが追加されます
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8-G　　共通マスター設定（出力帳票）

　　　帳票グループ名の登録・変更1
１．マスター設定画面の【共通】タグ・出力帳票分類の

　　【グループ名】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような帳票グループ名設定画面が表示されます。

３．帳票のグループ名称を登録・変更することができます。

　　登録・変更したい番号欄にカーソルを合わせ名称入力

　　を行い、[登録]ボタンを選択（クリック）します。

　　10グループの帳票名称が可能です。

　　　各帳票の登録・変更2
１．マスター設定画面の【共通】タグ・出力帳票分類の【帳票】ボタンを選択（クリック）します。

２．下記のような帳票設定画面が表示されます。

３．各グループの帳票名称の登録・変更とそれぞれの帳票の内訳詳細を設定することができます。

４．上記で登録した帳票グループがそれぞれタグに分かれて表示されています。

　　まず、登録・変更するグループのタグを表示して、そのグループの帳票名称を入力します。

　　10パターンの帳票が登録可能です。

登録したグループ名ごとに
タグに分かれて表示されます

　　※　内訳書の項目や価格、付加値などの異なる提出先ごとに帳票を設定（グループを設定）して

　　　　利用することができます。

＜出力時の帳票名称表示＞

　　　　　　　＋選択帳票名＋

この部分が出力時の帳票名称の表示の設定になります。

上記の設定の場合は右記のような名称表示となります。

選択帳票名（出力の際に選んだ帳票の名称）のみを表示したい

場合は、前後の欄を空欄にして下さい。

[見積書][原価明細書]など
帳票の名称を登録・変更
します

他のグループに登録された
帳票をコピー
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他のグループに既に登録されている帳票をコピーして登録する事ができます。

新規に帳票を作成する場合などに利用できます。

（コピー機能を利用して帳票を登録し、そのコピーした帳票の詳細に修正を加えます。）

帳票のコピー

登録したい箇所に
カーソルを合わせ
ます。
（クリックします）

[コピー]ボタンを
クリックします

既に登録されている他の
グループの帳票名称から
コピーしたい帳票を選択
して[OK]ボタンをクリッ
クします

帳票名称がコピー
されます
（内訳内容も同時
にコピーされます）

５．各帳票の内訳内容を設定します。

　　設定する帳票の[内訳]ボタンを選択（クリック）します。

６．下記のような内訳設定画面が表示されます。

　　帳票に表示する（帳票に印刷される）積算項目名称を入力し、その項目の種別・計算方法など拾いの条件を

　　入力します。

設定する帳票の[内訳]
ボタンを選択します

帳票に表示する積算
項目名称を入力します

データの追加・削除などの操作は
Ｐ8-2の壁パネルの登録・変更を
ご参照ください　　　　　　　　
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帳票の内訳詳細

各帳票に表示する（印刷する）積算項目名称とその拾い条件を設定します。

＜種別＞・＜計算方法＞・＜単位＞・＜単価＞については、プルダウンメニューより選択して設定します。

帳票内訳項目

名称・・・・・積算項目名称（帳票に印刷されます）

寸法・仕様・・積算する製品の寸法・仕様が表示される欄の為、通常は設定不要（入力は可能です）

　　　　　　　（積算・印刷画面で製品マスターにより製品コードと連動表示されます）

種別・・・・・積算項目によって設定する拾い条件（プルダウンメニューから選択）

計算方法・・・積算結果をだすための計算方法（直接入力またはプルダウンメニューから選択）

　　　　　　　　　選択する計算方法には次の５つの方法があります。

　　　　　　　　　①通常計算②換算値方式③梱包値方式④換算値/梱包方式⑤換算値/梱包×梱包方式

ロス率・・・・見積の際の積算結果数量（実数量）に対する加減の割合値（単位　％）

　　　　　　　　　数量＝実数量×〔（ロス率＋100）/100〕

付加値・・・・見積の際の積算結果数量（実数量）に対する加減の割合値（単位　％）

　　　　　　　　　数量＝実数量×〔（ロに対してする加減する実数　　　　数量＝実数量＋付加値

単位・・・・・積算項目の数量の単位（プルダウンメニューから選択）

　　　　　　　（【単位】マスターに登録された単位が表示されます

　　　　　　　　　　　参照　　【マスター設定】－【共通】－【単位】　）

単価・・・・・積算する製品の単価（直接入力またはプルダウンメニューから選択）

掛け率・・・・見積の際の金額（数量×単価）に対する加減の割合値（単位　％）　

適用・・・・・積算する製品の備考が表示される欄の為、通常は設定不要（入力は可能です）

　　　　　　　　（積算・印刷画面で製品マスターにより製品コードと連動表示されます）
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種別　一覧

見出し・・・・・・・・・・・・・・・・名称のみ印刷

値引き・・・・・・・・・・・・・・・・値引値の設定（合計金額から減算）

空白行・・・・・・・・・・・・・・・・空白行の設定

指定なし・・・・・・・・・・・・・・・任意に数値入力が可能（付加値と価格欄に入力）

総壁面積・・・・・・・・・・・・・・・入力した壁の総面積（開口・切欠部減）

総入力コーナーm・・・・・・・・・・・入力した全てのコーナーの総合計長さ（出隅・入隅・木口の総合計）

総出隅コーナーm・・・・・・・・・・・入力した全ての出隅コーナーの総合計長さ

総入隅コーナーm・・・・・・・・・・・入力した全ての入隅コーナーの総合計長さ

総木口コーナーm・・・・・・・・・・・入力した全ての木口コーナーの総合計長さ

総壁パネル面積・・・・・・・・・・・・割付した全てのパネルの総面積（目地部除く）

総壁パネル枚数（板取り）・・・・・・・割付した全てのパネルの板取りした総枚数

総壁パネル枚数（区分）・・・・・・・・割付した全てのパネルの区分取りした総枚数

総コーナーパネルm・・・・・・・・・・割付した全てのコーナーパネルの総合計長さ（目地部除く）

総出隅コーナーパネルm・・・・・・・・割付した全ての出隅コーナーパネルの総合計長さ（目地部除く）

総入隅コーナーパネルm・・・・・・・・割付した全ての入隅コーナーパネルの総合計長さ（目地部除く）

総木口コーナーパネルm・・・・・・・・割付した全ての木口コーナーパネルの総合計長さ（目地部除く）

総コーナーパネル枚数・・・・・・・・・割付した全てのコーナーパネルの総枚数（出隅・入隅・木口の総合計）

総出隅コーナーパネル枚数・・・・・・・割付した全ての出隅コーナーパネルの総枚数

総入隅コーナーパネル枚数・・・・・・・割付した全ての入隅コーナーパネルの総枚数

総木口コーナーパネル枚数・・・・・・・割付した全ての木口コーナーパネルの総枚数

各壁パネル面積・・・・・・・・・・・・割付したパネル製品ごとの面積（目地部除く）

各壁パネル枚数（板取り）・・・・・・・割付したパネル製品ごとの板取りした枚数

各壁パネル枚数（区分）・・・・・・・・割付したパネル製品ごとの区分取りした枚数

各出隅コーナーパネルm・・・・・・・・割付した出隅コーナーパネル製品ごとの合計長さ（目地部除く）

各入隅コーナーパネルm・・・・・・・・割付した入隅コーナーパネル製品ごとの合計長さ（目地部除く）

各木口コーナーパネルm・・・・・・・・割付した木口コーナーパネル製品ごとの合計長さ（目地部除く）

各出隅コーナーパネル枚数・・・・・・・割付した出隅コーナーパネル製品ごとの枚数

各入隅コーナーパネル枚数・・・・・・・割付した入隅コーナーパネル製品ごとの枚数

各木口コーナーパネル枚数・・・・・・・割付した木口コーナーパネル製品ごとの枚数

留め付けネジ（板取り）・・・・・・・・各コーナーパネル枚数と各壁パネル枚数（板取り）から計算されるネジの合計数

留め付けネジ（区分）・・・・・・・・・各コーナーパネル枚数と各壁パネル枚数（区分）から計算されるネジの合計数

留め付け釘（板取り）・・・・・・・・・各コーナーパネル枚数と各壁パネル枚数（板取り）から計算される釘の合計数　

留め付け釘（区分）・・・・・・・・・・各コーナーパネル枚数と各壁パネル枚数（区分）から計算される釘の合計数　　

留め付け金具（板取り）・・・・・・・・各コーナーパネル枚数と各壁パネル枚数（板取り）から計算される金具の合計数　　

留め付け金具（区分）・・・・・・・・・各コーナーパネル枚数と各壁パネル枚数（区分）から計算される金具の合計数　　

開口㎡・・・・・・・・・・・・・・・・入力した全ての開口部の総面積

防水テープm・・・・・・・・・・・・・入力開口部同時取得部材の防水テープの総合計長さ

総壁面積（減無）・・・・・・・・・・・入力した壁の総面積（開口・切欠部減無）

開口m(全）・・・・・・・・・・・・・  入力した全ての開口部周囲の総合計長さ

開口m(上）・・・・・・・・・・・・・  入力した全ての開口部上部の総合計長さ

開口m(下）・・・・・・・・・・・・・  入力した全ての開口部下部の総合計長さ

開口m(左）・・・・・・・・・・・・・  入力した全ての開口部左部の総合計長さ

開口m(右）・・・・・・・・・・・・・  入力した全ての開口部右部の総合計長さ

総コーキングm・・・・・・・・・・・・入力した全てのコーキングの総合計長さ

各コーキングm・・・・・・・・・・・・入力したコーキング製品ごとの総合計長さ

総水切m・・・・・・・・・・・・・・・入力した全ての水切の総合計長さ

総*****m・・・・・・・・・・・・・・ 入力した全ての*****の総合計長さ

各水切m・・・・・・・・・・・・・・・入力した水切の製品ごとの合計長さ

各*****m・・・・・・・・・・・・・・ 入力した*****の製品ごとの合計長さ

総水切（コーキング）m・・・・・・・・入力した水切のコーキングの総合計長さ

総*****（コーキング）m・・・・・・・ 入力した*****のコーキングの総合計長さ

各水切（コーキング）m・・・・・・・・入力した水切のコーキングの製品ごとの合計長さ

各*****（コーキング）m・・・・・・・ 入力した*****のコーキングの製品ごとの合計長さ

●副資材に関する種別項目

この部分は、登録された副資材に
よって異なります。
*****の部分に登録した副資材の
名称がはいります。

種別のプルダウンメニューに表示される拾い条件は次の通りです。
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計算方法

①通常計算
　　種別の設定により求められた数量に対しては計算を行いません。

　　数量に換算する際に、小数点以下切上げを行います。

②換算値方式
　　種別の設定により求められた数量に対して、換算値で割り算を行います。

　　数量に換算する際に、小数点以下切上げを行います。

④梱包値/梱包方式
　　種別の設定により求められた数量に対して、換算値で割り算を行い、

　　さらにそれを梱包値で割り算を行います。

　　数量に換算する際に、小数点以下切上げを行います。

③梱包値方式
　　種別の設定により求められた数量に対して、梱包値で割り算を行います。

　　数量に換算する際に、小数点以下切上げを行います。

⑤換算値/梱包×梱包方式
　　種別の設定により求められた数量に対して、換算値で割り算を行い、

　　さらにそれを梱包値で割り算を行います。

　　この結果値に対して小数点以下切上げを行います。

　　切上げを行った結果値に対して梱包値を掛け算します。

＜換算値方式　計算例＞
幅455（mm）・長さ3030（mm）

換算値1.378　のパネル製品

各壁パネル割付面積の値が　126㎡　の場合

　　　実数量＝126÷1.378

　　　　　　＝91.4368・・・・

　　　　　　＝91.43

　　　　　　　（小数点第３位以下四捨五入）

　　　　数量＝92枚（少数点以下切り上げ）

＜換算値/梱包方式　計算例＞

換算値12　梱包値10　の留め付け金具

留め付け金具(板取り)の値が　1029　の場合

　　　実数量＝1029÷12÷10

　　　　　　＝8.57

　　　　　　　（小数点第３位以下四捨五入）

　　　　数量＝9箱（少数点以下切り上げ）

＜換算値/梱包×梱包方式　計算例＞
換算値12　梱包値10　の留め付け金具

留め付け金具(板取り)の値が　1029　の場合

（1029÷12÷10）に対して

　　　　少数点以下切り上げ＝９

　　　　実数量＝9×10

　　　　　　　＝90本

換算値計算機能

計算方法の欄に直接数値を入力することが可能です。

この場合、種別の設定により求められた数量に対して、入力した数値で割り算を行います。

（入力した数値を換算値として考えます。）

例えば、

　　防水シート　ｗ＝100mm　L＝100ｍ　1巻/1梱

　　総壁面積　の値が175.82　の場合

　　換算値として　100（←1m×100m＝100）を計算方法欄に入力します

　　　　　　　実数量＝175.82÷100

　　　　　　　　　　＝1.7582

　　　　　　　　　　＝1.76（小数点第三位以下四捨五入）

　　　　　　　　数量＝2巻（少数点以下切り上げ）

プルダウンメニューに表示される計算方法には次の５つの方法があります。

　①通常（通常計算）②換算（換算値方式）③梱包（梱包値方式）

　④換算/梱包（換算値/梱包方式）⑤換/梱×梱（換算値/梱包×梱包方式）
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単　価

【価格】マスターに登録された価格名称がプルダウンメニューで表示されます。

指示した価格名称欄の価格を製品マスターから引き当てて表示します。

直接単価の値を入力することも可能です。（参照　【マスター設定】－【共通】－【価格】）

　　　単位の登録・変更3
１．マスター設定画面の【共通】タグ・出力帳票分類の

　　【単位】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような単位マスター画面が表示されます。

３．製品の単位の登録・変更を設定することができます。

　　20種の単位を登録することが可能です。

　　　内訳書フォーマットの登録・変更4
１．マスター設定画面の【共通】タグ・出力帳票分類の

　　【フォーマット】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような内訳書フォーマット設定画面が表示

　　されます。

３．B5用・A4用それぞれの内訳書の列の見出し項目

　　の登録・変更を設定することができます。
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フォーマット設定

この部分に右側に設定された
線と項目サイズを表示します

内訳書フォーマット設定画面の左側の項目名から選択（マウスでクリックすると項目名称青変します）し、

[追加]ボタンをクリックすると画面右側の一番最後に選択した項目名が追加されます。

画面右側の項目が印刷時の設定フォーマットとなります。

B5・A4のそれぞれの合計サイズが定められており、合計サイズが上限になった場合は項目の追加はできません。

（上限合計サイズ　　　B5・・・146　　　A4・・・161） 追加ボタン
選択した左側項目を
右側の最後尾に追加
します

一段下の行へ移動

一段上の行へ移動

項目名称の削除

項目名称の追加

項目サイズ入力

右側に表示された項目とサイズ
に従って内訳書が印刷されます
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8-H　　共通マスター設定（その他）

　　　製品色マスターの登録・変更1
１．マスター設定画面の【共通】タグ・その他分類の

　　【製品色】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような製品パネル色マスター画面が表示されます。

３．パネル製品の製品マスターの設定の中の＜製品色＞の

　　名称とその色を登録・変更することができます。

　　名前欄に名称を登録し色設定をおこない、[追加]ボタンを

　　選択します。既登録の色マスターを変更する場合は、変更

　　設定の後[変更]ボタンを選択します。

色画面を
ダブルクリック

　　　価格名の登録・変更2
１．マスター設定画面の【共通】タグ・その他分類の

　　【価格名】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような価格名設定マスター画面が表示されます。

３．製品マスターの設定の中の＜価格名＞の名称を登録・変更

　　することができます。

　　　寸法値の登録・変更3
１．マスター設定画面の【共通】タグ・その他分類の

　　【寸法】ボタンを選択（クリック）します。

２．右記のような寸法値設定画面が表示されます。

３．W寸法・H寸法は壁や開口入力時の１点入力に、L寸法は副資材など

　　の寸法値入力に利用可能です。よく利用する数値を登録します。

●パネル設定色で描画
割付画面のパネル表示切替

参照　P4-3

よく利用する
数値を入力します

　　●１点入力について
　　　　（　参照　壁入力　P3-14　）
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9-A　　　　　　　　環境設定環境設定環境設定環境設定概要概要概要概要

　　　環境設定画面1111

□　SDデザイナーの環境設定は、大きく動作環境設定部・立面環境設定部・印刷環境設定部・その他設定部

　　に分かれています。それぞれの概要は下記の通りです。

　　＜動作環境＞　　　動作環境＞　　　動作環境＞　　　動作環境＞　　　一般・・・・・・・・・入力・データ保存等に関する設定

　　　　　　　　　　　表示・・・・・・・・・表示色・メニューリスト位置等に関する設定

　　　　　　　　　　　データパス・・・・・・データ・マスター等の保存先パスに関する設定

　　＜立面環境＞　　　立面環境＞　　　立面環境＞　　　立面環境＞　　　立面入力・・・・・・・立面入力補助値初期値・作成立面初期値等に関する設定

　　　　　　　　　　　立面割付・・・・・・・最小パネル・有効目地等に関する設定

　　　　　　　　　　　立面板取り・枚数・・・板取り・区分取り等に関する設定

　　　　　　　　　　　集計・・・・・・・・・減算面積に関する設定

　　＜印刷環境＞　　　印刷環境＞　　　印刷環境＞　　　印刷環境＞　　　印刷・・・・・・・・・立面印刷・帳票印刷等に関する設定

　　＜その他＞　　　　その他＞　　　　その他＞　　　　その他＞　　　　Ex＿HOMES設定・・  Ex_HOMESデータ読込みに関する設定

　　　　　　　　　　　実測君設定・・・・・・ 実測くんデータ読込みに関する設定

　　　　　　　　　　　システム情報・・・・・ユーザー情報・製品情報・更新情報

１．ＳＤデザイナー　メインメニューＳＤデザイナー　メインメニューＳＤデザイナー　メインメニューＳＤデザイナー　メインメニューから【環境】ボタンをクリックします。

　　（立面入力画面・割付画面等の[環境設定]ボタンからでも環境設定画面を表示することが出来ます。）

２．下記のような動作設定画面が表示されます。

それぞれの環境設定分類が　
タグに分かれて表示されます
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　　　一般設定
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1111
１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【一般】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような動作設定（一般）画面動作設定（一般）画面動作設定（一般）画面動作設定（一般）画面が表示されます。

＜データ検出距離＞・＜クリック⇔ドラッ＜データ検出距離＞・＜クリック⇔ドラッ＜データ検出距離＞・＜クリック⇔ドラッ＜データ検出距離＞・＜クリック⇔ドラッグ＞グ＞グ＞グ＞
の設定は通常変更する必要はありませんの設定は通常変更する必要はありませんの設定は通常変更する必要はありませんの設定は通常変更する必要はありません

①　入力補助　①　入力補助　①　入力補助　①　入力補助　

③　デジタイザ③　デジタイザ③　デジタイザ③　デジタイザ
　　　　　サイズ　　　　　サイズ　　　　　サイズ　　　　　サイズ

⑤　その他　　⑤　その他　　⑤　その他　　⑤　その他　　

②　保存設定　②　保存設定　②　保存設定　②　保存設定　

④　出力　　　④　出力　　　④　出力　　　④　出力　　　

　①　入力補助　　①　入力補助　　①　入力補助　　①　入力補助　

＜やり直し回数＞　＜やり直し回数＞　＜やり直し回数＞　＜やり直し回数＞　　　　立面入力や割付などの処理のやり直し回数の設定

　　　　　　　　　　　　　（ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯが可能な回数）

＜データ検出距離＞＜データ検出距離＞＜データ検出距離＞＜データ検出距離＞　　　マウスで指示（クリック）した際に読み取りが可能な距離の設定

＜クリック⇔ドラッグ＞＜クリック⇔ドラッグ＞＜クリック⇔ドラッグ＞＜クリック⇔ドラッグ＞　クリックかドラッグかを判断する距離の設定

　　　　　　　　　　

　②　保存設定　　②　保存設定　　②　保存設定　　②　保存設定　
＜メニュー変更時＞＜終了時＞＜メニュー変更時＞＜終了時＞＜メニュー変更時＞＜終了時＞＜メニュー変更時＞＜終了時＞　それぞれのデータ保存の設定

自動保存する・・・メニュー変更時・システム終了時に自動的に

　　　　　　　　　データ保存を行います。

毎回選択する・・・メニュー変更時・システム終了時に、その都度下記の

　　　　　　　　　確認画面を表示してデータ保存の有無を選択します。

自動保存する・・・メニュー変更時・システム終了時にデータ保存を

　　　　　　　　　行いません。

　③　デジタイザサイズ　③　デジタイザサイズ　③　デジタイザサイズ　③　デジタイザサイズ

使用デジタイザの読取り可能サイズの設定

＜幅＞　＜幅＞　＜幅＞　＜幅＞　　　　デジタイザの検出幅を入力

＜高さ＞＜高さ＞＜高さ＞＜高さ＞　　　デジタイザの検出高さを入力

　　　（ご使用のデジイタイザの取扱いマニュアルをご参照ください）
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　④　出力　　　　④　出力　　　　④　出力　　　　④　出力　　　

＜寸法文字サイズ＞　＜寸法文字サイズ＞　＜寸法文字サイズ＞　＜寸法文字サイズ＞　　　　立面図の寸法値のサイズの設定

　

　⑤　その他　　　⑤　その他　　　⑤　その他　　　⑤　その他　　

＜入力受付音　On/Of＜入力受付音　On/Of＜入力受付音　On/Of＜入力受付音　On/Off＞f＞f＞f＞　クリック時の音の有無の設定

　

　　　表示設定2222
１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【表示】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような動作設定（表示）画面動作設定（表示）画面動作設定（表示）画面動作設定（表示）画面が表示されます。

①　表示色　　①　表示色　　①　表示色　　①　表示色　　

②　表示設定　　②　表示設定　　②　表示設定　　②　表示設定　　

③　画面表示　　③　画面表示　　③　画面表示　　③　画面表示　　

　①　表示色　　　①　表示色　　　①　表示色　　　①　表示色　　

画面内での部材・部位などの描画色を設定します。

それぞれの配色を設定し、ひとつのグループとして名前を付けて登録することができます。

[登録]ボタンで配色のグループの登録、[削除]ボタンで配色のグループの削除を行うことができます。

配色グループ
を登録

配色グループ
を削除
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＜基本表示色＞＜基本表示色＞＜基本表示色＞＜基本表示色＞

基準線・入力補助項目などの表示色設定

色にカーソルをあわせ
ダブルクリダブルクリダブルクリダブルクリックックックック

色の設定画面色の設定画面色の設定画面色の設定画面が表示されます

＜壁表示＜壁表示＜壁表示＜壁表示色＞色＞色＞色＞

壁種類ごとの表示色設定

＜コーナー表示色＞＜コーナー表示色＞＜コーナー表示色＞＜コーナー表示色＞

コーナー種類ごとの表示色設定
＜部材表示＜部材表示＜部材表示＜部材表示色＞色＞色＞色＞

部材種類ごとの表示色設定

＜開口表示＜開口表示＜開口表示＜開口表示色＞色＞色＞色＞

開口種類ごとの表示色設定

＜副資材表示＜副資材表示＜副資材表示＜副資材表示色＞色＞色＞色＞

副資材部位ごとの

表示色設定

＜パネル表示＜パネル表示＜パネル表示＜パネル表示色＞色＞色＞色＞

区分・種類ごとのパネル表示

色設定

＜その他表示＜その他表示＜その他表示＜その他表示色＞色＞色＞色＞

切欠・補助線・割付目地の

表示色設定

②　表示設定　　②　表示設定　　②　表示設定　　②　表示設定　　

画面内での入力部位・部材などの表示有無とその寸法の表示有無の設定をします。

表示するものにチェックをつけます。

（※　副資材は寸法表示しませんので寸法チェックがありません）



9-5

＜壁表示＞＜壁表示＞＜壁表示＞＜壁表示＞

壁種類ごとの表示設定

表示有無・寸法表示有無を
それぞれチェック

＜コーナー表＜コーナー表＜コーナー表＜コーナー表示＞示＞示＞示＞

コーナー種類ごとの表示設定

＜部材表＜部材表＜部材表＜部材表示＞示＞示＞示＞

部材種類ごとの表示設定

＜開口表＜開口表＜開口表＜開口表示＞示＞示＞示＞

開口種類ごとの表示設定

＜基本表＜基本表＜基本表＜基本表示＞示＞示＞示＞

区分・種類ごとのパネル表示設定

＜副資材表＜副資材表＜副資材表＜副資材表示＞示＞示＞示＞

副資材部位ごとの表示設定

③　画面表示　　③　画面表示　　③　画面表示　　③　画面表示　　

＜メニューリスト位置＞＜メニューリスト位置＞＜メニューリスト位置＞＜メニューリスト位置＞　　メニューリストの位置設定（　上 or 下　）

＜情報リスト位置＞＜情報リスト位置＞＜情報リスト位置＞＜情報リスト位置＞　　　　情報リストの位置設定（　左 or 右　）

メニューリスメニューリスメニューリスメニューリスト　上ト　上ト　上ト　上

情報リスト　情報リスト　情報リスト　情報リスト　　　右　　右　　右　　右

メニューリスメニューリスメニューリスメニューリスト　下ト　下ト　下ト　下

情報リスト　情報リスト　情報リスト　情報リスト　　　左　　左　　左　　左
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　　　データパス設定3333
１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【データパス】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような動作設定（データパス）画面動作設定（データパス）画面動作設定（データパス）画面動作設定（データパス）画面が表示されます。

＜データ用フォルダ＞　＜データ用フォルダ＞　＜データ用フォルダ＞　＜データ用フォルダ＞　
物件データの保存先フォルダを設定

＜マスター用フォルダ＞＜マスター用フォルダ＞＜マスター用フォルダ＞＜マスター用フォルダ＞
マスター設定の保存先フォルダを設定
（※　通常はプログラムインストール場所
　　　に設定されています。
　　　基本的に変更は行いません！！）

＜製品用フォルダ＞＜製品用フォルダ＞＜製品用フォルダ＞＜製品用フォルダ＞
製品マスターデータの保存先フォルダを設定
（※　通常はプログラムインストール場所
　　　に設定されています。
　　　基本的に変更は行いません！！）

＜DXFデータ用フォル＜DXFデータ用フォル＜DXFデータ用フォル＜DXFデータ用フォルダ＞ダ＞ダ＞ダ＞　　ＤＸＦデータを読み書きするフォルダを設定

＜ＣＳＶデータ用フォルダ＞＜ＣＳＶデータ用フォルダ＞＜ＣＳＶデータ用フォルダ＞＜ＣＳＶデータ用フォルダ＞　ＣＳＶデータを読み書きするフォルダを設定

＜テンポラリ用フォルダ＞＜テンポラリ用フォルダ＞＜テンポラリ用フォルダ＞＜テンポラリ用フォルダ＞　　システム稼動に必要なデンポラリフォルダを設

通常は、入力できない状態になっています。通常は、入力できない状態になっています。通常は、入力できない状態になっています。通常は、入力できない状態になっています。

DXFデータ用フォルDXFデータ用フォルDXFデータ用フォルDXFデータ用フォルダ・ダ・ダ・ダ・ＣＳＶデータ用フォルダ・作業用フォルダ（ＣＳＶデータ用フォルダ・作業用フォルダ（ＣＳＶデータ用フォルダ・作業用フォルダ（ＣＳＶデータ用フォルダ・作業用フォルダ（テンポラリ用フォルダ）を指定してテンポラリ用フォルダ）を指定してテンポラリ用フォルダ）を指定してテンポラリ用フォルダ）を指定して

利用する場合それぞれの項目にチェックをいれると、フォルダ指定が可能になります。利用する場合それぞれの項目にチェックをいれると、フォルダ指定が可能になります。利用する場合それぞれの項目にチェックをいれると、フォルダ指定が可能になります。利用する場合それぞれの項目にチェックをいれると、フォルダ指定が可能になります。

データパスの変更データパスの変更データパスの変更データパスの変更

動作設定（データパス）画面動作設定（データパス）画面動作設定（データパス）画面動作設定（データパス）画面で＜データ用フォルダ＞・＜マスター用フォルダ＞・＜製品用フォルダ＞の変更を

行った場合、それぞれ下記のような確認画面が表示されます。

[ＯＫ]ボタンを選択（クリック）すると、もとのフォルダ内のファイルが全て変更した新しいフォルダ内に移動

します。[キャンセル]ボタンを選択するとファイルの移動は行われません。

※　注意※　注意※　注意※　注意

　　データパスの変更が正確に行われない場合、システムが動作しなくなる恐れがあります。　　データパスの変更が正確に行われない場合、システムが動作しなくなる恐れがあります。　　データパスの変更が正確に行われない場合、システムが動作しなくなる恐れがあります。　　データパスの変更が正確に行われない場合、システムが動作しなくなる恐れがあります。

　　パスの変更を行う場合は、十分に注意して処理を行って下さい。　　パスの変更を行う場合は、十分に注意して処理を行って下さい。　　パスの変更を行う場合は、十分に注意して処理を行って下さい。　　パスの変更を行う場合は、十分に注意して処理を行って下さい。

＜マスター用フォルダ＞・＜製＜マスター用フォルダ＞・＜製＜マスター用フォルダ＞・＜製＜マスター用フォルダ＞・＜製品用品用品用品用
フォルダ＞の設定は通常変更するフォルダ＞の設定は通常変更するフォルダ＞の設定は通常変更するフォルダ＞の設定は通常変更する必要必要必要必要
はありまはありまはありまはありませんせんせんせん



9-7

9-C　　　　　　　　立面に関する環境立面に関する環境立面に関する環境立面に関する環境設定設定設定設定

　　　立面入力設定1111
１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【立面入力】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような動作設定（立面入力）画面動作設定（立面入力）画面動作設定（立面入力）画面動作設定（立面入力）画面が表示されます。

　　データ入力時の各初期値を設定します。

①　入力補助　①　入力補助　①　入力補助　①　入力補助　

③　物件データ③　物件データ③　物件データ③　物件データ

②　立面自動作成②　立面自動作成②　立面自動作成②　立面自動作成

④　初期入力方法④　初期入力方法④　初期入力方法④　初期入力方法

　①　入力補助　　①　入力補助　　①　入力補助　　①　入力補助　
物件データごとに設定する入力補助機能の初期値設定

＜縦縮尺＞　＜縦縮尺＞　＜縦縮尺＞　＜縦縮尺＞　立面の縦方向縮尺

＜横縮尺＞＜横縮尺＞＜横縮尺＞＜横縮尺＞　立面の横方向縮尺　　

　　　　　（縦横縮尺については、デジタイザ使用の入力の場合のみ必要）

＜グリッドピッチ（Ｘ）＞＜グリッドピッチ（Ｘ）＞＜グリッドピッチ（Ｘ）＞＜グリッドピッチ（Ｘ）＞　　グリッドの横方向の間隔（ピッチ）

＜グリッドピッチ（Ｙ）＞　＜グリッドピッチ（Ｙ）＞　＜グリッドピッチ（Ｙ）＞　＜グリッドピッチ（Ｙ）＞　　グリッドの縦方向の間隔（ピッチ）　

　　　　　　　　　　（※　参照　入力補助　【物件選択】Ｐ2-2　）　　
　　　　　　　

　②　立面自動作成　②　立面自動作成　②　立面自動作成　②　立面自動作成

＜立面自動作成＞　　＜立面自動作成＞　　＜立面自動作成＞　　＜立面自動作成＞　　チェックをいれると、新規データ入力時に自動で設定した

　　　　　　　　　　 立面を作成します。

　　　　　　　　　　 下記欄に自動作成する立面名を入力します。　　　　　　　　　　　
　　　　　　

環境設定で設定した入力補助の値は、新規データの

＜初期値設定画面＞に反映されます

自動作成自動作成自動作成自動作成立面の立面の立面の立面の

追加可追加可追加可追加可能です能です能です能です
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　③　物件データ　③　物件データ　③　物件データ　③　物件データ

物件データごとに設定する＜通り芯＞・＜柄変更高さ＞・＜使用部材選択＞の初期値設定

＜通り芯＞　＜通り芯＞　＜通り芯＞　＜通り芯＞　各立面共通の横方向の目安となるライン（通り芯）の初期値を設定

　　　　　　本数と間隔（通り幅）を設定します。間隔の入力はコピー機能を利用できます。
　　　　　　　　　　（※　参照　入力補助　【物件選択】Ｐ2-2～2-3　）　　　　　　　
　　

＜柄変更高さ＞　＜柄変更高さ＞　＜柄変更高さ＞　＜柄変更高さ＞　各立面共通の高さ方向の目安となるライン（柄変更高さ）の初期値を設定

　　　　　　　　本数と間隔（柄変更高さ）を設定します。

　　　　　　　　間隔の入力はコピー機能を利用できます。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　（※　参照　入力補助　【物件選択】Ｐ2-2～2-3　）　　　　　　　
　　

＜使用部材選択＞　＜使用部材選択＞　＜使用部材選択＞　＜使用部材選択＞　使用する部材・固定部材製品の初期値を設定

　　　　　　　　　製品マスターからマスター参照でそれぞれの製品コードを入力します。

　　　　　　　　　直接製品のコードを入力することも可能です。

　　　　　　　　　　（※　参照　入力補助　【物件選択】Ｐ2-3～2-4　）　

環境設定で設定した通り芯・柄変更高さの値は、

新規データの＜初期値設定画面＞に反映されます
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　④　初期入力方法　④　初期入力方法　④　初期入力方法　④　初期入力方法

立面入力時、壁・コーナー・開口・切欠き・補助線のそれぞれの入力の

入力方法の初期値設定

よく利用する入力方法を設定しておきます

　　　　　　

例えば、壁の初期値設定を＜フリー入力＞とした場合、

上記のように立面の壁入力画面を開いた時点で、フリー

入力がすぐにできる状態になっています。

　　　立面割付設定2222
１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【立面割付】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような動作設定（立面割付）画面動作設定（立面割付）画面動作設定（立面割付）画面動作設定（立面割付）画面が表示されます。

＜最小パネルサイズ設定＞　＜最小パネルサイズ設定＞　＜最小パネルサイズ設定＞　＜最小パネルサイズ設定＞　
割付時にエラーサイズパネルエラーサイズパネルエラーサイズパネルエラーサイズパネル（割付画面で（割付画面で（割付画面で（割付画面で
★印表示）★印表示）★印表示）★印表示）となるパネルのサイズ設定
ここで設定したＷ寸法・Ｈ寸法より割付パネル
が小さい場合、エラーサイズパネルとなります
（Ｗ寸法・Ｈ寸法のどちらか一方があてはまる
　とエラーとなります）

＜目地寸法設定（有効目地寸法）＞　＜目地寸法設定（有効目地寸法）＞　＜目地寸法設定（有効目地寸法）＞　＜目地寸法設定（有効目地寸法）＞　
副資材の目地として自動拾いする目地幅の
範囲

＜個別割付パネル初期値＞＜個別割付パネル初期値＞＜個別割付パネル初期値＞＜個別割付パネル初期値＞
壁の個別割付けの際の、パネル割付設定画面
の表示の設定
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個別割付パネル初期値個別割付パネル初期値個別割付パネル初期値個別割付パネル初期値

個々の壁の割付けの際、パネル割付設定画面の表示の設定

　　　（※　参照　個々の壁の割付　　【割付】Ｐ4-14　）

割付割付割付割付・・・個々の壁の割付けの際、パネル割付設定画面に

　　　　　割付を行う壁の割付情報を表示

前回前回前回前回・・・個々の壁の割付けの際、パネル割付設定画面に

　　　　　直前の割付処理の割付情報を表示

　　　　　（割付を行う壁に限らず、壁や面のどれかに対して

　　　　　　行われた割付処理の割付情報が表示されます）

＜パネル割付設定画＜パネル割付設定画＜パネル割付設定画＜パネル割付設定画面＞面＞面＞面＞例えば

下記のような壁A（割付設定①）・壁B（割付設定②）・壁C（割付設定③）で、

壁Bの割付設定②を①に変更した後、壁Cの割付設定を変更する場合

壁A
割付設定①

壁B
割付設定②

壁C
割付設定③

個別割付パネル初期値　＜割付＞の場合個別割付パネル初期値　＜割付＞の場合個別割付パネル初期値　＜割付＞の場合個別割付パネル初期値　＜割付＞の場合

壁Cの＜パネル割付設定画面＞を開いた時、
表示される割付設定は割付設定③

壁C

割付割付割付割付設定③設定③設定③設定③

壁Cの＜パネル割付設定画面＞を開いた時、
表示される割付設定は割付設定①

個別割付パネル初期値　＜前回＞の場合個別割付パネル初期値　＜前回＞の場合個別割付パネル初期値　＜前回＞の場合個別割付パネル初期値　＜前回＞の場合

壁C
割付割付割付割付設定①設定①設定①設定①

★エラーサイズパネ★エラーサイズパネ★エラーサイズパネ★エラーサイズパネル★ル★ル★ル★
パネル割付でエラーサイズパネルとなる条件

　

最小パネルサイズＷ寸法　＞　割付結果Ｗ寸法最小パネルサイズＷ寸法　＞　割付結果Ｗ寸法最小パネルサイズＷ寸法　＞　割付結果Ｗ寸法最小パネルサイズＷ寸法　＞　割付結果Ｗ寸法

パネル製品定尺Ｗ寸法　　＜　割付結果Ｗ寸法パネル製品定尺Ｗ寸法　　＜　割付結果Ｗ寸法パネル製品定尺Ｗ寸法　　＜　割付結果Ｗ寸法パネル製品定尺Ｗ寸法　　＜　割付結果Ｗ寸法

最小パネルサイズＨ寸法　＞　割付結果Ｈ寸法最小パネルサイズＨ寸法　＞　割付結果Ｈ寸法最小パネルサイズＨ寸法　＞　割付結果Ｈ寸法最小パネルサイズＨ寸法　＞　割付結果Ｈ寸法

パネル製品定尺Ｈ寸法　　＜　割付結果Ｈ寸法パネル製品定尺Ｈ寸法　　＜　割付結果Ｈ寸法パネル製品定尺Ｈ寸法　　＜　割付結果Ｈ寸法パネル製品定尺Ｈ寸法　　＜　割付結果Ｈ寸法

上記のどれか一つにでも当てはまる場合

エラーサイズパネルとして★印表示します



　　　立面板取り・枚数設定3333
１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【立面板取り・枚数（壁）】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような動作設定（立面板取り・枚数）画面動作設定（立面板取り・枚数）画面動作設定（立面板取り・枚数）画面動作設定（立面板取り・枚数）画面が表示されます。

番号付け条件番号付け条件番号付け条件番号付け条件

表示方法表示方法表示方法表示方法

＜区分設定＞＜区分設定＞＜区分設定＞＜区分設定＞
区分取りの設定を選択入力
（※参照　
　板取りと区分取り　　Ｐ4-40　）

＜エラーサイズパネル＞＜エラーサイズパネル＞＜エラーサイズパネル＞＜エラーサイズパネル＞
エラーサイズパネル（割付画面で★印
表示）の集計有無（枚数計算するか
しないか）の設定
（※参照　
　エラーサイズパネル　Ｐ9-10　）

＜板取り処理自動更新＞＜板取り処理自動更新＞＜板取り処理自動更新＞＜板取り処理自動更新＞
板取りの自動更新処理の有無の設定
（チェックをはずすと割付時に取回し
　を行いません）

＜タイル長使用＞＜タイル長使用＞＜タイル長使用＞＜タイル長使用＞
柄入りパネルの板取りにタイル長の値
引用の有無
（※参照　
　板取りと区分取り　　Ｐ4-40　）
注意！
製品マスターのタイル長に値が入力
されていない場合は引用しません

＜パネルクリアー＞＜パネルクリアー＞＜パネルクリアー＞＜パネルクリアー＞
1カットに必要なパネルの切しろの値
（板取りに利用）

番号付け条件番号付け条件番号付け条件番号付け条件

壁とパネルの番号付け優先順位の設定

壁・・・　面名・壁面積・パネル枚数・座標のそれぞれの

　　　　　番号付けの際の優先順位を設定します。

　　　　　（立面番号に影響します）

パネル・・座標の番号付けの際の優先順位を設定します

　　　　　（取合番号に影響します）

順位番号を入力し順位番号を入力し順位番号を入力し順位番号を入力しますますますます
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＜板取り組み合せ一覧表出力パス＞＜板取り組み合せ一覧表出力パス＞＜板取り組み合せ一覧表出力パス＞＜板取り組み合せ一覧表出力パス＞
板取り組合せ一覧表のＣＳＶファイルの保存先の
初期値フォルダを設定
（※参照　板取り組合せ一覧表出力　　Ｐ7-11　）

板取り方法板取り方法板取り方法板取り方法
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座標の考え方座標の考え方座標の考え方座標の考え方

壁・パネルの座標（基点）及び優先方向に

ついては、下記のような考え方を行います

例えば、

下記のような壁A～Eについて

＜基点座標　左下・優先方向　X方向の場合＞＜基点座標　左下・優先方向　X方向の場合＞＜基点座標　左下・優先方向　X方向の場合＞＜基点座標　左下・優先方向　X方向の場合＞

それぞれの壁の基点は　●印

壁A～Eの順番は

①壁A　②壁B　③壁C　④壁D　⑤壁E

＜基点座標　左下・優先方向　Y方向の場合＞＜基点座標　左下・優先方向　Y方向の場合＞＜基点座標　左下・優先方向　Y方向の場合＞＜基点座標　左下・優先方向　Y方向の場合＞

それぞれの壁の基点は　●印

壁A～Eの順番は

①壁A　②壁D　③壁B　④壁E　⑤壁C

壁C

壁B

壁E

壁D
壁A

壁C

壁B

壁E

壁D
壁A

●

●

●

●

●

壁C

壁B

壁E

壁D
壁A

●

●

●

●

●

＜基点座標　右上・優先方向　X方向の場合＞＜基点座標　右上・優先方向　X方向の場合＞＜基点座標　右上・優先方向　X方向の場合＞＜基点座標　右上・優先方向　X方向の場合＞

それぞれの壁の基点は　●印

壁A～Eの順番は

①壁E　②壁D　③壁C　④壁B　⑤壁A

＜基点座標　右上・優先方向　Y方向の場合＞＜基点座標　右上・優先方向　Y方向の場合＞＜基点座標　右上・優先方向　Y方向の場合＞＜基点座標　右上・優先方向　Y方向の場合＞

それぞれの壁の基点は　●印

壁A～Eの順番は

①壁E　②壁C　③壁B　④壁D　⑤壁A

壁C

壁B

壁E

壁D
壁A

●

●

●

●

●

壁C

壁B

壁E

壁D
壁A

●

●

●

●

●
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表示方表示方表示方表示方法1法1法1法1

板の取回しを行う範囲を設定

全面全面全面全面・・・全立面を考慮して板の取合いをおこないます（取回しを行う範囲を全立面とします）

各面各面各面各面・・・各立面ごとに板の取合いをおこないます（取回しを行う範囲をそれぞれの立面とします）

各壁各壁各壁各壁・・・各壁ごとに板の取合いをおこないます（取回しを行う範囲をそれぞれの壁とします）

表示方表示方表示方表示方法2法2法2法2

板取番号の表示設定

全部全部全部全部・・・割付図の全てのパネルに番号をふり、表示します。（取合番号はアルファベットになります）
必要必要必要必要・・・板取りを行うパネルだけに番号をふり、表示します。

表示方法1・・・全面　表示方法2・表示方法1・・・全面　表示方法2・表示方法1・・・全面　表示方法2・表示方法1・・・全面　表示方法2・・・全部・・全部・・全部・・全部

（取合番号例　13Ａと13Ｂ　　）

表示方法1・・・全面　表示方法2・表示方法1・・・全面　表示方法2・表示方法1・・・全面　表示方法2・表示方法1・・・全面　表示方法2・・・必要・・必要・・必要・・必要

（取合番号例　13と13　　）

表示方法1・・・各面　表示方法2・表示方法1・・・各面　表示方法2・表示方法1・・・各面　表示方法2・表示方法1・・・各面　表示方法2・・・全部・・全部・・全部・・全部

（取合番号例　1-3Ａと1-3Ｂ　　）

表示方法1・・・各面　表示方法2・表示方法1・・・各面　表示方法2・表示方法1・・・各面　表示方法2・表示方法1・・・各面　表示方法2・・・必要・・必要・・必要・・必要

（取合番号例　1-3と1-3　　）

表示方法1・・・各壁　表示方法2・表示方法1・・・各壁　表示方法2・表示方法1・・・各壁　表示方法2・表示方法1・・・各壁　表示方法2・・・全部・・全部・・全部・・全部

（取合番号例　1-2-4Ａと1-2-4Ｂ　　）

表示方法1・・・各壁　表示方法2・表示方法1・・・各壁　表示方法2・表示方法1・・・各壁　表示方法2・表示方法1・・・各壁　表示方法2・・・必要・・必要・・必要・・必要

（取合番号例　1-2-1と1-2-1　）

面・壁などの番号取りは ＜番号付け条面・壁などの番号取りは ＜番号付け条面・壁などの番号取りは ＜番号付け条面・壁などの番号取りは ＜番号付け条件＞件＞件＞件＞
によって変わりますによって変わりますによって変わりますによって変わります



板取り方法板取り方法板取り方法板取り方法

板の取回し方法を設定

最適最適最適最適・・・板の貼付順序を無視して、最小枚数になるように板の取合いを行います

標準標準標準標準・・・板の貼付順序に従い割付。貼付順の若い番号の中から板の取り回しを行います

　　　　　（発生した端材の中から取り回しできるものがあれば使用します）

積上げ積上げ積上げ積上げ・・板の貼付順序に従い割付。（貼付順の1つ前に発生した端材が取り回しできる場合使用します）
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板取り方法　板取り方法　板取り方法　板取り方法　最適最適最適最適

表示方法1・・・各面　表示方法2・・・必要

板取り方法　板取り方法　板取り方法　板取り方法　標準標準標準標準

表示方法1・・・各面　表示方法2・・・必要

板取り方法　積上げ板取り方法　積上げ板取り方法　積上げ板取り方法　積上げ

表示方法1・・・各面　表示方法2・・・必要

注意注意注意注意！！！！！！！！

板取り方法が同じでも、番号付け条件や表示方法などの条件

によって、板取りの結果は大きく異なってきます

※　上記左記の板取り例示の

　　番号取り条件は下記のとおりです
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面積減算条件と開口面積減算条件と開口面積減算条件と開口面積減算条件と開口

＜開口＞情報設定
（※　参照　　Ｐ3-34　）

環境設定【集計】の面積減算条件から

個々の開口情報に表示される面積減算処理の

チェックが設定されます。

減算処理Onの場合

入力開口面積と設定開口面積を比較して

設定開口面積より小さい場合に、＜面積減算

処理＞欄にチェックをいれます。

面積減算処理

入力開口面積

　　　集計の設定4444
１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【集計】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような動作設定（集計）画面動作設定（集計）画面動作設定（集計）画面動作設定（集計）画面が表示されます。

開口開口開口開口

減算減算減算減算処理の処理の処理の処理の

最最最最小面積小面積小面積小面積

開口開口開口開口

減算減算減算減算処理の処理の処理の処理の

OnOnOnOn/Off/Off/Off/Off

切欠き切欠き切欠き切欠き

減算減算減算減算処理の処理の処理の処理の

最最最最小面積小面積小面積小面積

切欠き切欠き切欠き切欠き

減算減算減算減算処理の処理の処理の処理の

OnOnOnOn/Off/Off/Off/Off

開口と切欠けについての

壁面積からの減算条件を設定します

面積減算条件において
　　　　入力開口面積≦設定開口面積入力開口面積≦設定開口面積入力開口面積≦設定開口面積入力開口面積≦設定開口面積
　減算処理　減算処理　減算処理　減算処理　On　On　On　On
の場合　壁面積から入力開口面積を減算します

　　　　入力切欠け面積≦設定切欠け面積入力切欠け面積≦設定切欠け面積入力切欠け面積≦設定切欠け面積入力切欠け面積≦設定切欠け面積
　減算処理　減算処理　減算処理　減算処理　On　On　On　On
の場合　壁面積から入力切欠け面積を減算します
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　　　印刷の設定画面1111
１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【印刷】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような動作設定（印刷）画面動作設定（印刷）画面動作設定（印刷）画面動作設定（印刷）画面が表示されます。

　　帳票（見積書表紙・内訳書など）の出力設定と立面図の出力設定をおこないます。

9-D　　　　　　　　印刷に関する環境印刷に関する環境印刷に関する環境印刷に関する環境設定設定設定設定

作図用紙設定作図用紙設定作図用紙設定作図用紙設定
立面図の出力や用紙の設定 立面印刷設定立面印刷設定立面印刷設定立面印刷設定

立面図印刷の表示設定

帳票CSV印帳票CSV印帳票CSV印帳票CSV印刷設定刷設定刷設定刷設定
帳票のCSV出力の表示設定

帳票用紙設定帳票用紙設定帳票用紙設定帳票用紙設定
帳票の出力用紙サイズの設定

　　　立面図の作図用紙設定2222 　＜印刷　＜印刷　＜印刷　＜印刷先＞先＞先＞先＞
　プリンター・・立面図をプリンタに出力　DXF・・立面図をDXFファイルに出力

　＜用紙サイ　＜用紙サイ　＜用紙サイ　＜用紙サイズ＞ズ＞ズ＞ズ＞
　立面図の作図用紙サイズ設定（B5・A4・A3から選択）

　＜縮　＜縮　＜縮　＜縮尺＞尺＞尺＞尺＞
　立面図の縮尺の設定
　（プルダウンメニューから選択する方法と
　直接数値入力する方法があります）

　AAAAuto設定uto設定uto設定uto設定の場合
　用紙全体に立面図が納まるように
　（最大の大きさで表示）印刷します

　＜縮尺統　＜縮尺統　＜縮尺統　＜縮尺統一＞一＞一＞一＞
　する・・・・一番縮尺率の大きい立面図に縮尺を合わせて印刷
　しない・・・＜縮尺＞で設定された縮尺で印刷

　＜縮尺補　＜縮尺補　＜縮尺補　＜縮尺補正＞正＞正＞正＞
　　　　縮尺に数値が入った時のみ有効となります

　する・・・・設定縮尺率で納まらない場合に、縮尺の補正を行い、用紙に納まるように
　　　　　　　印刷（縮尺率が納まる場合はその縮尺で印刷）
　しない・・・縮尺補正を行わず設定された縮尺で立面図を印刷

　＜塗りつぶ　＜塗りつぶ　＜塗りつぶ　＜塗りつぶし＞し＞し＞し＞
　カラー印刷の場合に設定
　塗りつぶし印刷の有無を設定

　＜印刷　＜印刷　＜印刷　＜印刷色＞色＞色＞色＞
　白黒印刷かカラー印刷を設定（出力プリンタに合わせて設定）
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出力出力出力出力例例例例

それぞれの作図設定での出力例を下記に示します。

印刷先　プリンター　　縮尺　1/Auto

カラー印刷　　塗りつぶし　無

印刷先　プリンター　　縮尺　1/Auto

カラー印刷　　塗りつぶし　有

印刷先　DX印刷先　DX印刷先　DX印刷先　DXF　　F　　F　　F　　

入力されたパネル・開口の
データだけがDXFデータと
して出力

印刷先　プリンター　　

縮尺　1/50　　　縮尺補正　　しない

カラー印刷　　　　塗りつぶし　無

印刷先　プリンター　　

縮尺　1/50　　　縮尺補正　　する

カラー印刷　　　　塗りつぶし　無

　DXF出力の場合の作図用紙設定DXF出力の場合の作図用紙設定DXF出力の場合の作図用紙設定DXF出力の場合の作図用紙設定
　他の設定は選択できなくなります



＜割付画面の立面図＞＜割付画面の立面図＞＜割付画面の立面図＞＜割付画面の立面図＞

＜積算・印刷画面の立面図＞＜積算・印刷画面の立面図＞＜積算・印刷画面の立面図＞＜積算・印刷画面の立面図＞
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割付画面での立面図印刷と積算・印刷画面での立面図印刷の割付画面での立面図印刷と積算・印刷画面での立面図印刷の割付画面での立面図印刷と積算・印刷画面での立面図印刷の割付画面での立面図印刷と積算・印刷画面での立面図印刷の違違違違いいいい

割付画面から出力した立面図割付画面から出力した立面図割付画面から出力した立面図割付画面から出力した立面図にはにはにはには
割付パネルがすべて表示され割付パネルがすべて表示され割付パネルがすべて表示され割付パネルがすべて表示されますますますます
（ベランダなど二重にパネルが（ベランダなど二重にパネルが（ベランダなど二重にパネルが（ベランダなど二重にパネルが割付割付割付割付
られている箇所も透過して表示します）られている箇所も透過して表示します）られている箇所も透過して表示します）られている箇所も透過して表示します）

　　（※参照　P　　（※参照　P　　（※参照　P　　（※参照　P4-39　）4-39　）4-39　）4-39　）

積算・印刷画面から出力した立面図には積算・印刷画面から出力した立面図には積算・印刷画面から出力した立面図には積算・印刷画面から出力した立面図には
外部から見える割付パネルのみが外部から見える割付パネルのみが外部から見える割付パネルのみが外部から見える割付パネルのみが表示表示表示表示
されされされされますますますます

　（※参照　　（※参照　　（※参照　　（※参照　P7-10）P7-10）P7-10）P7-10）

割付画面から出力した立面図では、[壁の設定色]のほか[区分の設定色][枚数の設定色]での印刷が可能です。

積算・印刷画面からの出力では、[壁の設定色]のみの印刷となります。

＜壁の設定色で印刷＞＜壁の設定色で印刷＞＜壁の設定色で印刷＞＜壁の設定色で印刷＞ ＜区分の設定色で印刷＞＜区分の設定色で印刷＞＜区分の設定色で印刷＞＜区分の設定色で印刷＞



9-19

　　　立面図の印刷詳細設定3333
　＜板取り番号フォント設　＜板取り番号フォント設　＜板取り番号フォント設　＜板取り番号フォント設定＞定＞定＞定＞
　板取り番号の色やサイズを設定
　（印刷時の設定なので画面表示のフォントやサイズは変わりません。
　　フォント設定は、カラー印刷の場合のみ有効です。）

　＜グリッド作図＞　＜グリッド作図＞　＜グリッド作図＞　＜グリッド作図＞
　グリッド表示の印刷有無の設定

　＜板取り番号印　＜板取り番号印　＜板取り番号印　＜板取り番号印刷＞刷＞刷＞刷＞
　板取り番号の印刷有無の設定

　＜タイル線作図＞　＜タイル線作図＞　＜タイル線作図＞　＜タイル線作図＞
　タイル線の印刷有無の設定

出力出力出力出力例例例例

板取り番号　MS明朝体　赤色

グリッド作図　　Ｏｎ

板取り番号印刷　Ｏｎ

タイル線作図　　Ｏｆｆ

板取り番号　MSゴシック　黒色

グリッド作図　　Ｏｆｆ

板取り番号印刷　Ｏｎ

タイル線作図　　Ｏｎ

タイル線作図Ｏｎの場合でも
製品マスターにタイル長の値が
入っていない場合は表示しません
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　　　帳票ＣＳＶ印刷の設定

4444
　＜プロテクト№＞　＜プロテクト№＞　＜プロテクト№＞　＜プロテクト№＞
　ＣＳＶファイルのファイル名にプロテクト№付与有無の設定

　＜物件　＜物件　＜物件　＜物件名＞名＞名＞名＞
　ＣＳＶファイルのファイル名に物件名付与有無の設定

　＜出力Foｒm　＜出力Foｒm　＜出力Foｒm　＜出力Foｒmat＞at＞at＞at＞
　ＣＳＶファイルのファイル内容の設定
　標準・・・出力帳票に設定した印刷項目のみをCSVファイルに出力
　全て・・・帳票の内訳項目全てをCSVファイルに出力

出力出力出力出力例例例例

　＜プロテクト№＞On・＜物件　＜プロテクト№＞On・＜物件　＜プロテクト№＞On・＜物件　＜プロテクト№＞On・＜物件名＞On名＞On名＞On名＞On

　　出力ファイル名　例）
　　　　A****＿サンプル工事＿明細＿見積明細書．csv

　＜プロテクト№＞Off・＜物件　＜プロテクト№＞Off・＜物件　＜プロテクト№＞Off・＜物件　＜プロテクト№＞Off・＜物件名＞On名＞On名＞On名＞On

　　出力ファイル名　例）
　　　サンプル工事＿明細＿見積明細書．csv

　＜プロテクト№＞Off・＜物件名　＜プロテクト№＞Off・＜物件名　＜プロテクト№＞Off・＜物件名　＜プロテクト№＞Off・＜物件名＞Oｆｆ＞Oｆｆ＞Oｆｆ＞Oｆｆ

　　出力ファイル名　例）
　　　　　　　明細＿見積明細書．csv

＜出力Foｒmat＞　＜出力Foｒmat＞　＜出力Foｒmat＞　＜出力Foｒmat＞　標準標準標準標準

＜出力Foｒmat＞　＜出力Foｒmat＞　＜出力Foｒmat＞　＜出力Foｒmat＞　全て全て全て全て

帳票の帳票の帳票の帳票の印刷印刷印刷印刷
（　※　参照　　Ｐ7-（　※　参照　　Ｐ7-（　※　参照　　Ｐ7-（　※　参照　　Ｐ7-6～P7-7　）6～P7-7　）6～P7-7　）6～P7-7　）



　　　Ex_HOMESの設定画面1111
9-E　　　　　　　　その他の環境その他の環境その他の環境その他の環境設定設定設定設定

１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【Ex_HOMES設定】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような動作設定（動作設定（動作設定（動作設定（Ex_HEx_HEx_HEx_HOOOOMEMEMEMESの設定Sの設定Sの設定Sの設定）画面）画面）画面）画面が表示されます。

　　建材流通店向け積算ＣＡＤソフト『Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳ』で出力したデータを読込む為の設定を行います。

　＜データフォル　＜データフォル　＜データフォル　＜データフォルダ＞ダ＞ダ＞ダ＞
　Ex_HOMESのデータを読込むフォルダの設定

　＜マスタ№の設　＜マスタ№の設　＜マスタ№の設　＜マスタ№の設定＞定＞定＞定＞
　Ex_HOMESの壁・出隅コーナー・開口などの
　部位のＳＤデザイナーの部位への対応設定
　それぞれの部位についてデータ読込み有無を　
　設定（チェックを入れた部位のデータ読込み）

例えば、

コーナーについてであれば

Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳのデータとして出力されている

出隅・入隅・幕板出隅・幕板入隅のそれぞれに対して

ＳＤデザーナーで対応するコーナーを、そのコーナー

用マスターで設定した順番のナンバーで入力します。

Ｅｘ＿ＨＯＭＥＳデータ利用のＥｘ＿ＨＯＭＥＳデータ利用のＥｘ＿ＨＯＭＥＳデータ利用のＥｘ＿ＨＯＭＥＳデータ利用の入力入力入力入力

（※　参照　　Ｐ（※　参照　　Ｐ（※　参照　　Ｐ（※　参照　　Ｐ3-45　）3-45　）3-45　）3-45　）

①①①① ③③③③②②②②
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　　　実測くんの設定画面2222
１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【実測君設定】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような動作設定（動作設定（動作設定（動作設定（実測実測実測実測くくくくんんんんの設定）画面の設定）画面の設定）画面の設定）画面が表示されます。

　　デジカメ距離測定＆見積支援ソフト『実測くん』で出力したデータを読込む為の設定を行います。

　＜データフォル　＜データフォル　＜データフォル　＜データフォルダ＞ダ＞ダ＞ダ＞
　実測くんのデータを読込むフォルダの設定

　＜マスタ№の設　＜マスタ№の設　＜マスタ№の設　＜マスタ№の設定＞定＞定＞定＞
　実測くんの壁・開口の部位のＳＤデザイナーの
　部位への対応設定
　開口の補正角度、開口・切欠の読込設定

　実測くんデータ利用の　実測くんデータ利用の　実測くんデータ利用の　実測くんデータ利用の入力入力入力入力

（※　参照　　Ｐ（※　参照　　Ｐ（※　参照　　Ｐ（※　参照　　Ｐ3-46　）3-46　）3-46　）3-46　）



　開口補正　開口補正　開口補正　開口補正角度角度角度角度・・・・読込読込読込読込設定設定設定設定 　＜＜＜＜読込読込読込読込設定＞設定＞設定＞設定＞

『実測くん』データの減算部分に対する読込設定　　　

　　全て切欠・・・すべての減算部分を切欠として読込む

　　切欠・開口自動判断・・・下記判断で判定して読込む

　　

　　開口のみ・・・切欠部を除き、開口だけを減算部分として

　　　　　　　　　読込む

＜開口補正＜開口補正＜開口補正＜開口補正角度角度角度角度＞＞＞＞

　　減算部分に対する読込設定が切欠・開口自動判断際の

　　各頂点角度に対する補正角度の設定

壁壁壁壁
　壁マスターの
　1番目が配置

切欠切欠切欠切欠
　自動判断で
　切欠として配置

　『実測くん』データの減算部分に対する開口と切欠の判断　

　　　　

　　　　開口・・・頂点数４・各角度９０°の多角形の減算部分

　　　　切欠・・・上記開口以外の多角形の減算部分

開口補正開口補正開口補正開口補正角度角度角度角度

切欠・切欠・切欠・切欠・開口開口開口開口

自動判断の自動判断の自動判断の自動判断の場合場合場合場合
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開口開口開口開口
　開口マスターの
　1番目が自動判
断
　で配置

壁壁壁壁
　壁マスターの
　1番目が配置

切欠切欠切欠切欠
　すべての多角形
　を切欠として
　 配置

全て全て全て全て切欠切欠切欠切欠

のののの場合場合場合場合

開口開口開口開口のみのみのみのみ

のののの場合場合場合場合

　　　　『実測『実測『実測『実測くくくくん』ん』ん』ん』データのデータのデータのデータの読込例読込例読込例読込例

壁壁壁壁
　壁マスターの
　1番目が配置

開口開口開口開口
　開口マスターの
　１番目が自動判断
　で配置

　切欠と自動判断
　された多角形は
　除かれます
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　最新　最新　最新　最新版版版版ダダダダウウウウンンンンロロロロードードードード
当社ホームページのダウンロード画面が表示されます。
最新版のプログラムのダウンロードにご利用ください。
（インターネットに接続していない場合はご利用出来ません）
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　　　システム情報の表示画面3333
１．環境設定画面環境設定画面環境設定画面環境設定画面の【システム情報】タグを選択（クリック）して表示します。

２．下記のような情報表示画面情報表示画面情報表示画面情報表示画面が表示されます。

　

　　　　ユユユユーザー情報ーザー情報ーザー情報ーザー情報
　登録されている使用者名
　会社名が表示されます。

　製品情報　製品情報　製品情報　製品情報
プロテクト番号・製品状況（製品版・貸出版）・使用オプション設定
が表示されます。　　　※　緑色の表示が利用可能なオプションです

　更新　更新　更新　更新履歴履歴履歴履歴
下記のようなシステムの更新履歴が表示されます。

　更新情報　更新情報　更新情報　更新情報
　保守契約更新日
　最終インストール日
　が表示されます。

　保　保　保　保守契約守契約守契約守契約確確確確認認認認画面表示画面表示画面表示画面表示
　保守契約更新1ヵ月前から、残り
　日数の確認画面を起動時に表示
　します。
　
　※保守契約の締結中は緑色で『締結中』
　　と表示されます

　＜　＜　＜　＜お願お願お願お願い＞い＞い＞い＞
　当社ホームページよりダウンロードする場合、
　予めSHFWEB会員として登録が必要です。
　お手数ですが会員登録の上ダウンロード作業を
　行なって頂けます様お願いいたします。

　注意　注意　注意　注意！！！！！！！！

　保守期限を越えたVerのプログラムのインストール

　を行なうことは出来ません。

　保守期限が切れている場合、ご注意ください。



製作発行　　株式会社 S H製作発行　　株式会社 S H製作発行　　株式会社 S H製作発行　　株式会社 S H F F F F

本製品のプログラム及びマニュアルの複写･転載を禁止します。

本製品の内容は予告無しに変更することがあります。

いかなる原因であっても、データの消滅､破壊などについて弊社は責任を負いません。

予めご了承ください。

本製品の著作権は株式会社システムハウス福知山に属します。

〒620-0017　

Tel　0773-23-8117　Fax　0773-23-7730

      http://www.shfweb.com/　E-mail　shf_sd2@shfweb.com

　　京都府福知山市字猪崎小字古黒353番
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